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例 言

1. 本書は、平成12年度から平成19年度の期間において富士宮市教育委員会が実施した小規模な発掘調査お

よ墳餌忍調査の成果をまとめたものである。

2. 本書で報告している遺跡は、富士宮市内に所在する大室古墳、神祖遺跡、井出館、若宮遺跡、丸塚遺跡、

牛ヶ沢遺跡、浅間大社遺跡である。

3. 各遺跡の発掘調査は、開発に伴う事前の発掘調査として事業主体者から富士宮市教育委員会が依頼を受

けて実施したものである。

4. 発掘調査は富士宮市教育委員会教育長を調査主体者として、富士宮市教育委員会文化課が担当した。各

遺跡の発掘調査の調査対象地炉斤在地）、調査原因、調査期間、調査面積、調査主体、調査担当者につい

ては、各報告の冒頭に記載した。

5. 発掘調査は以下の体制で実施した。

く調査主体＞ 富士宮市教育委員会教育長 藤井國利（～平成15年7月）

同 大森衛（平成15年7月～平成19年7月）

同 佐野敬祥（平成19年7月～）

く調査担当者＞ 富士宮市教育委員会文化課学芸員 渡井英誉

富士宮市教育委員会文化課嘱託員小野田晶（～平成17年3月）

同 佐野恵里

同 澤柳幸司（平成17年4月～）

6. 本書の執筆は、第I章を佐野、第1I章の各遺跡の報告の内、 1大室古墳、 3井出館、 4若宮遺跡、 6牛

ヶ沢遺跡を渡井、 2神祖遺跡を佐野、 5丸塚遺跡を澤柳、 7浅間大社遺跡を佐野と澤柳がそれぞれオ旦当

し、第m章を渡井が行った。
7. 本書の編集は佐野が行った。

8. 丸塚遺跡の発掘調査に係る基準点測量は、株式会社東日に委託した。

9. 発掘調査に係る遺構写真の撮影は、それぞれの調査担当者が行い、遺物写真の撮影は、澤柳が行った。

10. 出土品の鑑定は、舶載陶磁器を小野正敏（国立歴史民俗博物館）、瀬戸・美濃を藤沢良祐（愛知学院大

学）、カワラケを池谷初恵（伊豆の国市教育委員会）、灰釉陶器・山茶碗を松井一明（袋井市教育委員会）、

近世陶磁器を堀内秀樹陳京大学埋蔵文化財調査室）の各氏にお願いした。

11. 発掘調査および本書に係る事務は、富士宮市教育委員会文化課が担当した。

12. 発掘調査に係る諸記録および出土品は、富士宮市教育委員会で保管している。

13. 発掘調査および報告書の刊行に当たっては、次の方々からご指導、ご協力いただいた。記して感謝申し

上げる次第である。O順不同、敬称略）

池谷信之、池谷初恵、（故）井出潔、植松章八、小野正敏、加納俊介、小池聡、小崎晋、

高尾好之、野村昭光、藤沢良祐、堀内秀樹、前田勝己、松井一明、富士山本宮浅間大社、

独立行政法人産業技術総合研究所活断層研究センター、株式会社ダイヤコンサルタント

富士宮市消防本部警防課



凡 例

l. 遺構の名称は、以下の省略記号で表している。

SB: 住居等の建物跡 SD: 溝 SK: 土坑 SX: その他

2. 挿図中の標高は、海抜高度を表す。

3. 挿図中の遺構実測図の縮尺は、図中に示したとおりである。

4. 挿図中の遺物実測図の縮尺は、図中に示したとおりである。土器、陶磁器が1/3、石器が1/3、銭貨

・玩具が1/2で掲載している。

5. 遺構、遺物の写真の縮尺は、任意である。

6. 土層観察および土器観察に係る色調は、すべて『新版標準土色帖』傭困＜水産技術会議事務局監修）を参

考にしている。土器の色調は、最も広く占有する部分における色調を原則として示している。

7. 挿図中の以下のトーンは、撹乱を示している。それ以外の挿図中のトーンは、挿図中で用例を示してい

る。

二

8. 挿表中の復元 ・推定値は（ ）で表示している。
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第 I章位置と環境

1 地理的環境（第 1図～第 3図）

静岡県富士宮市は、本州の太平洋側ほぼ中央にある日本の最高峰、富士山の南西麓一帯に位置

している。市境北端は富士山麓にあり、山梨県境となる。富士宮市域には富士山頂が含まれるた
うる 9ヽ が"

め、富士山頂の3776mから潤井川氾濫原の末端（山本石の宮地区）の35mまでと、標高差がとて

も大きい。広ぼうは東西19.50km、南北29.04kmで、面積314.81通である（第 1図）。

地形的には、市域の北東から南西には富士山の丘陵が広がり、西側には富士山麓を取り巻くよ
はぶ,,

うに、天守山地、羽鮒丘陵、星山丘陵が並んでいる。また富士山の裾野と羽鮒 • 星山丘陵の間を

流れる潤井川によ り、幅の狭い低地が形成されている（第 2 図 • 第3図）。市街地は、この幅の狭

い低地沿いを中心として展開した。

市街地は、かつて「大宮」と呼ばれ、富士山信仰の中心地の一つである富士山本宮浅間大社を

中核として発展してきた。富士宮市域の古適には、富士山南西麓を抜けて甲府盆地へと通じる道
し.,んし.,うなかみ ら,,うかん

（「駿，｝卜1中道往還」）や、駿朴I中道往還から東へ分岐して富士山北麓を通って甲J小I街道へと通じ
わかひこ じ

る道（「若彦路」）がある。駿）小I中道往還は南進して駿河湾沿いを東西に通る東海道につながり、

他地域との交流の重要な役割を果たしていた。また、東海道からは、富士山を目指す富士山信仰

の道が通じており、多くの人々が富士山信仰のため富士宮を訪れた。室町時代末期の狩野元信(1

476-1559) 作とされる「絹本著色富士曼荼羅図」（国指定重要文化財• 富士山本宮浅間大社蔵）に

は、富士登頂を目指す様々な階層の姿が描かれて、往時の賑わいを窺わせている。交通手段が大

きく変化した今日では、富士山の南麓標高2,380mまで車での進入を可能にする、富士山スカイラ

|
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第1図 富士宮市位置図
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第 1表遺跡と湧水地

1大室古墳 A 白糸の滝 I 西町羽衣

2神祖遺跡 B 椿沢 J 湧玉池

3井出館 C 精進川 K 小泉八幡宮

4若宮遺跡 D 北山志田水 L 大岩出水八幡宮

5丸塚遺跡 E 淀師渋沢 M 杉田新梨の水飲み場

6牛ヶ沢遺跡 F 大中里釜田 N 杉田滝ノ上不動尊

7浅間大社遺跡 G 大中里方辺

゜
村山浅間神社竜頭の滝

H 大中里よしま池

※ 湧水地 ：参考 渡井正二2002「3 富士山麓の開拓の歴史」 p209『富士山の自然と社会』

国土交通省中部地方整備局富士砂防工事事務所

第 2図遺跡分布図
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＜凡例＞

D
D
口
鵬

富士火山新期溶岩流

（約2,200年前以降に噴出した溶岩流）

富士火山旧期溶岩流及び旧期スコリア丘

（約2,200年以前に噴出した溶岩流）

富士火山火山麓扇状地

古富士泥流堆積地

第三紀や第四紀の地層からなる山地や丘陵地

D
●
胃

D
口

谷底平野・氾濫原

急崖

河岸段丘

扇状地・緩扇状地

崖錐

第 3図 遺跡周辺地質図
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イン（昭和四十五年(1970)開通）は、富士山への観光客を増加させ、毎年多くの人々が富士山に

訪れている。

富士宮市域の地質は、大きく 4つに分けることができる。新第三紀の地層がみられる天守山地、

富士火山起源の噴出物で覆われる富士山丘陵部、断層運動により隆起して古富士火山の噴出物で

ある火山泥流が残存する羽鮒丘陵• 星山丘陵、富士山腹を源流とする潤井川の氾濫原である。市

内の大部分は富士火山起源の噴出物の分布域に含まれる。羽鮒• 星山丘陵には、両丘陵を分断す
あごやま

る安居山断層、星山丘陵と潤井川氾濫源との境には大宮断層といった活断層群が確認されている。

富士宮市の水源は、富士山の広大な裾野に湛えられている豊富な地下水である。富士川以外に

他地域から流れ込む河川のない富士宮市域では、この地下水が、地上に湧出した伏流水となって

各地に点在し、河川の源流となっている。富士山麓には多数の沢が刻まれているが、多くは降雨

の時以外普段は水の流れない涸沢で、富士宮市内の河川は、潤井川と芝川のどちらかに合流して

いる。潤井川は、星山丘陵沿いに東流して駿河湾に注ぎ込み、芝川は天守山地東側を南流して富

士川に注ぎ込んでいる。浅間大社境内にある湧玉池（国指定特別天然記念物）は神田川の始点とな

る源泉地で、潤井川に合流している。

富士山麓の湧水は、富士山麓に降った雨や雪が溶岩中にしみこんで、透水性の溶岩と不透水性

の溶岩との間から水圧によって、溶岩流の末端や、断層活動により水脈が分断されたりしたとこ

ろから湧出するとされる。富士宮市内の湧水地の分布は、富士山西麓の芝川流域（第2・3図A

,..__, C)、浅間大社周辺・大中里・淀師地区（第2・3図E,..__,J)、富士山南西麓の杉田・小泉・大

岩地区（第2・3図K,..__,N)、さらに図の範囲外ではあるが、富士山西麓の猪之頭地区のまとまり

がみられ、富士宮市の遺跡分布密度の粗密はこの湧水地の粗密にほぼ重なっている。これらの豊

富な水源を利用して、潤井川流域では水田が開かれ、近代に至ると富士宮市北部の芝川流域に水

力発電所が、また潤井川流域では製紙工場が建設された。

豊富な水源を有する富士山麓ではあるが、度重なる噴火活動で降下した火山灰により、土壌が

となり、農作物などの生産性は高いとは言えないと言われる。水源の乏しいところでは天水に頼

ったり、水源地から堀や樋を通して水を分配するなどの工夫が早くからなされていた。明治時代

初期には、米・麦の他、茶 ・ 煙草• 駿河半紙・ 三栢などの生産が行なわれていたことが知られて

いる。

活火山である富士山は、約 1万年前から比較的静穏な火山活動期である新富士火山の時期に入

ったと考えられており、現在は400,-..__,500年周期と言われる大噴火の間にあるといわれ、噴煙を上

げることもなく穏やかな姿を見せている。富士山南西麓では、約20,-..__,1万年前とされる古富士火

山期の古富士泥流層や黄褐色ローム質土層の厚い堆積が確認できるが、これらの上部には、富士

黒土層、栗色土層、黒ボク土層と呼ばれる褐色から黒褐色を呈する火山灰腐植土層が堆積してお

り、さらにその上部に約2,800,...__,2, 500年前に降下したと考えられている大沢スコリア層と呼ばれ

る富士山の北西麓にある側火山からの噴出物が堆積する状況が標準土層となる。黄褐色ローム質

土層は、 愛鷹山麓での休場層に対応し、富士黒土層から黒ボク土層までは縄文時代に相当する土

層である。富士宮市では、旧石器時代の発掘調査例はなく、縄文時代早期の遣物は、富士黒土層

中に発見される。縄文時代中期から後期にかけての時代は、栗色土層、黒ボク土層は縄文時代晩

期に相当する。黒ボク土層の上部の大沢スコリア層は、縄文時代と弥生時代とを分ける鍵層とな

っており、弥生時代以降の遺構は大沢スコリア層を掘り込んで構築されている。古代から近世に

相当する層は、後世の改変によって削平されているところが多いが、残存状況の良いところでは、
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大沢スコリア層上部のややしまりのない黒色から黒褐色土層中に発見されている。

延暦十九年(800) (『日本紀略』）や貞観六年(864) (『日本三代実録』）、宝永四年(1707)の富士

山の大規模な噴火活動により、噴出した溶岩流や火山灰などにより火口側の集落や湖が埋まるな

どの災害が引き起こされている。富士山南西麓の富士宮市域では、前述のように火山灰層の堆積

が富士山東麓よりも少なく、富士山噴火の影響を知ることは難しい。富士山南東麓からの燥発的

な噴火であった宝永四年の噴火の際にも、富士山上空の偏西風により火山灰などは火口から東方

に飛散したようで、富士山東麓の小山町・御殿場市・裾野市では火山灰の降下が著しく、家が埋

まるなどの大きな被害が記録されているが、富士宮市内ではそれらの噴出物を確認することはほ

とんどない。また、富士山東麓では、富士黒土層の上に約4,500年前以降に堆積した火山灰層が

確認されているが、遺跡の調査中では、富士山南西麓ではそのような火山灰層は確認されていない。

富士宮市に起こる自然災害には、富士山の火山活動によるものだけでなく、富士山の土石流災

害もあげられる。富士山の山頂西側から下へ、「大沢崩れ」と呼ばれる、山体の崩落箇所がある。

この大沢崩れは、富士山の高所での厳しい自然環境にさらされて破壊された溶岩礫が、降り積も

った火山灰などと共に、雪崩や豪雨の際一気に押し流されてできたもので、この土石流は田畑を

埋めてしまうこともあった。また、江戸時代には、用水に堆積した砂礫によって樋が落下して配

水できなくなることもしばしばあった。なお、大沢崩れは、約1,000年前から崩落が始まった可

能性が考えられており、現在も崩落を続けている。

市域のほとんどは富士山の火山活動による噴出物を基盤としており、人々はその上に生活を営

んできた。富士宮市は、富士山による恵みや富士山による災害とともに暮らしを展開してきたと

いえる。

2 歴史的環境（第 2図）

富士宮市域での生活の痕跡は、若宮遺跡（第2図4、以下同様）での縄文時代早期前半の撚糸文

土器期の集落から始まる。富士宮市の西隣の芝川町大鹿窪遺跡では、縄文時代草創期の爪形文土

器や隆線文土器、押圧縄文土器期の集落跡が発見され、富士山西麓での縄文草創期における集落

の様相が知られるようになったが、富士宮市内では概期の様相は希薄となっている。若宮遺跡以

降、縄文早期の遺跡は広がりを見せ、押型文土器期、続く貝殻沈線文土器期、条痕文土器期と、

星山丘陵に位置する黒田向林遺跡や星山丘陵の富士川沿いに位置する小松原A遺跡・沼久保坂上

遺跡、富士山南麓に位置する上石敷遺跡石敷遺跡、丸塚遺跡(5)などといった場所で集落が営ま

れている。縄文時代前期の遺跡は、早期よりも減少傾向にあり、若宮遺跡の西側にある代官屋敷

遺跡や、富士山南麓標高330m付近にあるワラビ平遺跡、星山丘陵と羽鮒丘陵の間に位置する滝

戸遺跡などで、木島式土器や諸磯式土器、北白川下層式土器、十三菩提式土器期の集落が営まれ

ている。縄文中期から後期にかけては遺跡数が急増する時期である。縄文中期初頭の五領ヶ台式

土器、勝坂式土器、曽利式土器期と連続して集落が営まれている。遺跡は、住居跡や集石遺構が

連綿と営まれた滝戸遺跡や富士山南麓の標高200m付近にある箕輪A遺跡、富士山南麓の標高230

m付近にあり、配石遺構や土坑が確認された滝ノ上遺跡などがある。この時期、縄文中期後半の

曽利式土器から後期前半の堀之内式土器にかけて特に遺跡数が増加する。このように、縄文後期

には前代の縄文中期後半から続く遺跡が多いが、縄文後期後半には不活発になる。縄文後期後半

の遺跡は、滝戸遺跡や、星山丘陵と羽鮒丘陵の境にあり、加曾利B式土器から安行式土器が出土

した大中里坂下遺跡、箕輪A遺跡の東側にある箕輪B遺跡のみとなる。また、これらのいずれか
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らも、遺構は発見されていない。縄文晩期に至るとさらに減少傾向は加速し、富士山南麓の標高

210m付近に位置する辰野遺跡で清水天王山式土器が確認されるのみとなる。このような遺跡の

増減には、地球規模の気候変動の他、周期的に噴火を繰り返す富士山の影響が指摘されている。

弥生時代の遺跡は、中期から始まる。弥生時代中期の条痕文系土器が再葬墓に使用されて発見

された渋沢遺跡が、富士山南西麓の渋沢湧水地(E)の周辺に登場する。弥生中期の遺跡は、その

他に星山丘陵と羽鮒丘陵の間に位置する別所遺跡、富士山南西麓にある溶岩洞窟万野風穴（国指

定天然記念物）を含む押出遺跡などで採集されている。続く弥生時代後期から古墳時代初頭は、

縄文時代中期から後期と同じように遺跡数が急増する時期である。遺跡の進出は、まず潤井川沖

積地の微高地上に、泉遺跡、西町遺跡、羽衣遺跡が展開し、次の段階に至り、星山丘陵上に滝戸

遺跡、月の輪上遺跡、月の輪平遺跡など、また富士山南麓に若宮遺跡(4)、石敷遺跡、丸ヶ谷戸

遺跡、神祖遺跡(2)などと、潤井川を挟む丘陵側である両地域に集落が展開する。滝戸遺跡や月

の輪上遺跡北側の南部谷戸遺跡では、墓域として方形周溝艇が造られ、丸ヶ谷戸遺跡では、前方

後方形周溝墓が登場する。

古墳時代中期以降は、遺跡の数は激減する。大宮城跡の下層において古墳時代中期から後期に

かけての集落跡が発見されたが、以降、奈良• 平安時代に至っても確認される遺跡は少ない。市
内の古墳は、現在は墳丘が削平されたりして消滅している古墳が少なくない。星山丘陵と羽鮒丘

陵の間にある別所 1号墳、別所稲荷塚古墳、別所蛇塚古墳、星山丘陵の月の輪遺跡群の周辺に塚

本古墳、月の輪法印塚古墳（消滅）、富士山南麓の神祖遺跡周辺に、大室古墳(1)、神祖山ノ神古

墳、神祖 2号墳、神祖 3号墳（消滅）がまとまりをもっている。塚本古墳と大室古墳は調査が行わ

れ、塚本古墳は古墳時代前期中葉の年代が与えられ、大室古墳は墳丘規模8"-'10mほどの円墳とさ

れた。

奈良• 平安時代の遺跡は、 8世紀前半には潤井川沖積地を望む弓沢川左岸の丘陵上平坦面に集

落が集中し、 9世紀後半から 10世紀前半には富士山南麓標高500mの丘陵上の村山浅間神社遺跡

や、泉遺跡、牛ヶ沢遺跡(6)といった場所に分散する状況が認められている。

中世の富士宮は、浅間大社の大宮司富士氏の居館跡である大宮城跡と浅間大社遺跡(7)を中核

とし、富士山信仰の輿隆と共に語られる。また、近世においては、富士講の隆盛を見、富士山西

麓の溶岩洞窟が富士講の聖地（人穴）として人々の崇敬を集めた。市内の中近世の遺跡は、遺構と

して確認されるのは用途不明の円形土坑が多く、建物跡や溝などが発見されたのは、大宮城跡や

月の輪上遺跡、浅間大社遺跡、井出館(3)、村山浅間神社遺跡などである。大宮城跡では豊富な

内容を持つ貿易陶磁器や国産陶器などが出土し、古代末から戦国末期までの富士宮の様相につい

て知る上で重要な資料となっている。
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第1I章各遺跡の調査報告

おおむろ-ふん

1 大室古墳

所在地

調査原因

調査期間

調査面積

調査主体

発掘担当者

富士宮市小泉字大室1467番の 1

駐車場照備に伴う事前の発掘調査

平成13年 3月15日"-'3月27日

25rrf 

富士宮市教育委員会教育長 藤井國利

富士宮市教育委員会文化課学芸員渡井英誉

(1) 遺跡の位置と環境（第4-6図）

富士山の西南麓において、数少ない現存する古墳として評価されている大室古墳は、標高175

m程を測る緩斜面地に位置している（第4図）。この周辺は、埋没谷で区画されることにより、

東西両側に対する独立性を持つようであるが、現状の地形環境は、それを明確に示していない（第

5図）。

大室古墳のある一帯は、不透水性の古富士火山の集塊泥流層を地質基盤とする小泉地区を含む

富士根地区に当たり、数多くの湧水地が存在している。それは、同時に中小の河川を生み、この

地区において富士山斜面に沿う河川が多い要因ともなっている。そして、その自然環境は、 人間

生活に対して利便性を促し、数多い遺跡の分布域を形成させている（第 6図）。

第4図 大室古墳調査区位置図
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第5図 大室古墳周辺地形図

湧水地は、富士山の多重構造がそのシステムを形成するものである。それが、地質環境を違え、

富士宮市内における特徴的な自然環境の形成に繋がるのである。環境が大きく左右する市内にお

ける遺跡分布は、その偏りを大きな特徴として上げられるのである。

小泉の大岩地区は、時代の複合する遺跡の広域的な分布域として取り上げられてきた。古墳時

代に係るものしては、丸ヶ谷戸遺跡 (9) で古墳時代前期初頭の26mを測る前方後方形周溝墓が

発見されている（富士宮市教育委員会1991)。神祖遺跡 (13) では古墳時代前期後半を主体とす

る良好な遺物の分布が知られる。古墳時代後期では、木ノ行寺遺跡 (14)で集落跡が発掘調査（富

士宮市教育委員会1995) され、中沢遺跡 (15) で当該期の遺物が採集されている。

古墳に関連しては、丸ヶ谷戸遺跡の前方後方形周溝墓の捉え方を保留する中で、この大室古墳

を含むその他のものは、すべて古墳時代後期の円墳として認識されている。神祖地区には 3基の

古墳の所在が伝えられている（富士宮市教育委員会1987)。神祖l号墳 (4) は、基底径7,.....,sm

を測る円墳で、高さ 1.5mを有する。神祖 2号墳 (2) は、墳丘がすでに消失している古墳で、

主体部に係ると思われる偏平礫が確認されている。神祖 3号墳 (3) も、すでに消滅している古

墳で、直刀、馬具類、土器などの出土が伝えられているが、その実態についてはよく分からない。

これらを含めて、大室古墳は三ツ室古墳群としての古墳群の中で捉えられている（富士宮市教育

委員会1987)。しかし、現在では周辺の発掘調査の進行に伴って、その群構成の設定を再検討し

なければならない状況となっている。

大室古墳の南側100m程の地点で実施した発掘調査では、古墳に係る遺構、遺物の出土は確認さ

れていない（富士宮市教育委員会2005)。この地点まで大室古墳に係る古墳群としての広がりは考

え難いものとなっている。また、神祖 1号墳に隣接する北側の丘陵部における確認調査によっても

同様に古墳に係るものは発見されていない。古墳群としての周辺への展開は認められない。神祖 1
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号墳については、中沢川とサギ沢川に挟まれた丘陵の末端部に位置する古墳であり、支群構成の中

で捉えると、神祖2号墳や神祖3号墳と単純に同一の古墳群として位置づけられるものではない。

それは、大室古墳までを含めて三ツ室古墳群として捉える壮大な見解に対しても指摘されるこ

とで、実際の地形的な規制の中では、その古墳群の認定に対して、もう少し詳細な検討が必要と

なろう。現状の調査の成果では、各古墳とも小規模な古墳群を形成しており、複数の支群の存在

が想定されるものとなっている。それぞれが大規模な古墳群を構成する要素なり得るかは、今後

の調査課題となる。このように古墳群の構成を考えていくと、下流部ながら中沢川を挟んで対岸

に位置する寺内山の神古墳 (5) の評価も変わるものと考えられる。

(2) 調査の概要（第7図）

富士宮市の市指定史跡「大室古墳」の南側において計画された簡易な工事による駐車場の整備

に伴う古墳の範囲確認調査と周辺の遺構確認を主な目的とした発掘調査は、古墳の南西部分にそ

の調査区を設定して実施した。発掘調査は、昭和53年に実施した発掘調査の成果を追認すること

で、古墳の周囲に展開すると思われる周濠の跡の確認を最大の目的とした。

開発工事が現況の地表面を利用し、地中に対して影響を及ぼさない事業であるため、その発掘

調査は、表土を排除することで発見された遺構の確認および調査を行なう古墳に対する確認調査

としての方法を取った。古墳の墳丘に関連する部分以外、畑地として利用されていた場所を調査

区としたため、その対象地は西側に向かって緩やかな傾斜を示す地点となった（第 7図）。古墳

＼
ベ

/
¥
 ん

// 
発掘調査区 x 

1Tr -4Tr .. , 昭和53年範囲確認調査トレンチ

□ …墳丘範囲

第7図 大室古墳と発掘調査区位置図
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の墳丘裾部に近い調査区の東側では古墳の墳丘に係る流出土の堆積があり、西側では近年まで行

なわれていた畑地に対する耕作土が厚さ15cm程度を測って覆っている状況が認められた。

古墳に対しては、基本的に調査を行なわないことを前提として、その範囲を確定するための検

討に留めた。遺構の確認は、耕作土下で認められた大沢ラヒ゜リ層をその確認面としている。大沢

ラヒ゜リ面において発見された遺構は、土坑 1基、溝 1条、造成跡l箇所である。いずれも近現代

と思われるもので、古墳と直接関係のないものであった。緩斜面地に対する造成跡は、土層の堆

積からも分かるように、畑地の造成跡であることが判明しており、山の神を祀る高塚と畑地の境

界を表しているものである。このように、古墳の墳丘盛土自体は、調査区内で確認しているもの

の、それ以外で古墳に伴うような施設等は発見されていない。

発掘調査に係る調査区は、グリッド法により一辺 5m四方の区画を狭い調査区に対して、 2つ

のグリッドとして任意に設定した。それぞれ古墳側からA-1、B-1と呼称して調査を進めた。

古墳の確認調査として設定された調査区は、古墳に対して直交する方向にあり、長辺を東西方向

に持つものであり、その長辺の方位がN-69°-Eを示した。

(3) 遺 構（第8図・写真図版 1)

発見された遺構は、古墳の墳丘、溝、土坑、土地に対する造成跡である。

墳丘

調査区の東端で古墳の墳丘裾を確認している（第8図）。確認した部分の墳丘の盛土は厚さ43

cmを測り、 2つに分層された。 2つの層は、しまりが強く、粒子の細かい黒色土で、下層が14cm、

上層29cmの層厚で水平に堆積していた。この層を以って墳丘裾部の認定を行なっている。

古墳の墳丘からの流出土は、墳丘裾から更に 2m40cm程の広がりを持つ。今回の調査区におい

ては、関連する土層が 4層確認されている。下層の 3層は、共にしまりの弱い黒色土で、層厚20

,...__,25cmを測るものである。発掘調査で第 3層とした最上層も同じくしまりの弱い黒色土であるが、

本来、古墳に関連したものと考えられる大型礫を含む点を特徴としている。礫類が古墳の横穴式

石室に伴うものとして捉えるならば、今日のように、ある程度石室が露呈し始めてから流出した

土層として考えられる。これらの流出土は、古墳の墳丘に沿って、典型的な斜面堆積を示し、見

かけ上の墳丘を構成している。調査区においては、高さ80cmを有する。

SK01 

A-1グリッドで発見されている楕円形の落ち込みを土坑として SKOlとする。大きさは長

軸146cm、短軸96cmを測り、深さは17cmほどで浅＜、皿状の形状を示す。底面や壁には、不規則

に並ぶ大小のピットが 3個あり、底面の起伏を更に著しくしている。

覆土は、遺構の周囲に確認面となる大沢ラヒ°リの崩落した層の堆積が認められる他は、黒色土

に覆われている。遺物の出土は見ていない。その形状や関連するヒ゜ットなどから人為的な構造物

ではなく、木根痕など自然の営力によってできた産物であると思われるものである。

SD02 

B-1グリッドで発見されている溝状の遺構を SD02とする。 SD02は、南東から北西に

かけて直線的に伸びる溝で、幅116cm、深さ35cmの規模を測る。掘り込みが、表土層から行なわ

れている極めて新しい時代の遺構であり、覆土中から耕作用のビニールが出土している。関連す

る土器、陶磁器等の遺物の出土は見られない。

畑地造成の削平跡がA-1グリ ッドの南西側に認め られる。 削平は深さ30cmほどでSD02と

同様に南東から南西方向にかけて施されている。これは畑地の区画を規定するが、 SD02がそ
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の区画を意識して構築されたことも同時に表している。

畑地の区画は、見せ掛けの墳丘に規制されて、その裾部分付近までを限界として設定されてい

る。墳丘裾部分に直接係る調査区南東でその状況が明確に認識されるのである。

(4) 成果

今回の大室古墳に対する確認調査によって、次の 2点の事柄が判明した。それは墳丘の裾部分

が確認されたことによって古墳の大きさが想定されることと、調査を実施した古墳の南西側では、

明確な周濠が存在しないことが取り上げられるのである。

今回確認された墳丘の裾部分の位置からは、基底径 9m'"'--'10mの大きさが想定される（第 7図）。

それは、昭和53年の古墳周辺におけるトレンチによる発掘調査から導かれた基底径15mとは大き

く数値を違えるのである。現在、露呈している横穴式石室が石室のほぼ全体を表すのであれば、

奥壁部分が従来の想定ではあまりにも前面に出すぎている。奥壁部分の位置からも古墳の規模が

大きすぎるのではないかと思われるのである。

問題となるのは、周辺で発見されたとする溝の性格である。幅 lmの狭小なトレンチにおける

調査からの見解であるため、誤認している部分を考慮しなければならない。例えば、それは、今

回の調査でも発見されている畑地の耕作等に係る溝を古墳に関連させていないかなどである。

昭和53年に調査された各トレンチ（第 7図）は、墳丘盛土に対する認識が希薄であるため、周

濠と墳丘の係わりがよく分からない。また、各トレンチで溝の様相が大きく異なる点も気になる。

第1トレンチの南北方向に展開する溝は、石室の軸線を現状の露呈している部分から想定して、

前庭部に関連するものならば、やはりその位置と方向は、大きくずれてしまい、石室とうまく合

わない。第4トレンチの溝は、他で発見されている溝とはやや形態を違えており、幅広のものと

して捉えられている。それは、比較的直線に伸びる点と覆土が古墳の反対側から流入しているよ

うに観察されている点などから大室古墳に係らないものではないか考えられるのである。西側に

隣接する古墳の周濠なのかも知れない。今回の調査地点で周濠が発見されないのは、そのためな

のであろう。

このような古憤に対する場合、このようなトレンチ調査から得られる成果は限られてくる。ま

た、見解も間違えることが多く、古墳に対する調査の信憑性からは、その危険性が大きい。

富士宮市の指定史跡としの大室古墳に対しては、過去の調査情報を踏まえた上で、更に慎重な

検討が必要となるものと思われるのである。なお、古墳の現況については、富士宮市教育委員会

1987によって、詳しく紹介されている。

(5)補遺

今回の調査に関連して、過去に大室古墳より出土していた土器類の再調査を実施している。こ

の古墳は、元々、出土している土器類等が少なく、明確に年代設定が成されていない（富士宮市

教育委員会1987)。今回の調査でも直接係る遺物の出土を見ていない。古墳に対する調査は、 1973

年の遺跡分布調査と 1978年の古墳の範囲確認調査を取り上げることができる。分布調査は、その

調査の性格上、古墳自体のものと明らかに捉えられる遺物の抽出は難しい。大室古墳として一括

されている採集土器は、縄文時代中期、古墳時代前期あるいは中世のものも含まれており、大室

古墳の周辺に広がる大室遺跡としての集落遺跡に係るものが多い。その中で、古墳時代後期に比

定される須恵器の破片 2点が含まれており、古墳に関連付けられそうなものが存在している。 2

点とも小破片で全体の器形はよく分からないものであるが、第9図の 1として掲載した須恵器坪

身は、図上で復元できるものとして取り上げている。 1は、分布調査時の記述「s(昭和） 48年
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1月 7日大室古墳 墳丘部」から分かるように、採集地

点が墳丘中であり、具体的な場所の記載がある。

1978年の古墳の範囲確認調査は、古墳の周囲に 4箇所

のトレンチを入れて実施されたものである。それぞれの

トレンチにおいて、古墳の周濠と思われる溝が発見され、

古墳の北側に設定された 3トレンチと西側の 4トレンチ

において遺物の出土が確認されている。 3トレンチでは

その表土中から近世の陶磁器が採集されているが、古墳

には直接係らない。なお、このトレンチからは古墳の墳

丘に関連すると思われる人頭大の礫がその南端部で発見

されている。

4トレンチでは、周濠の覆土中から長頸瓶の頸部と底

部の破片が出土している。第 9図の 2は、その底部の破
第9図 大室古墳関連出土土器実測図

片資料を図上で復元実測したものである。ここでの出土品は、古墳に係る遺構から出土した唯一

の土器類であると言える。また、同時に、この周濠内では墳丘に係る礫がその底面から複数発見

されている。

土器の実測図として掲載した第 9図の 1と2は、共に須恵器で湖西産のものと思われる。 1は

受け部を持つ坪身で、口径8.4cm、最大径10.4cmを測る。外面の下位にはヘラケズリが認められ

る。 2は長頸瓶の底部で高台付きである。底径は8.8cmを測る。外面にはヘラケズリによる整形

が見られる。 1は、その推定される法量などから 7世紀中葉段階のものとして捉えられ、 2は、

高台付きの長頸瓶が普遍化する 7世紀末から 8世紀にかけてのものであると言える（東海土器研

究会2000)。古墳の築造年代については、更に慎重な検討が必要となるが、 7世紀中葉の築造に

対して、その追葬あるいは儀礼行為の継続がその末葉まで継続したと捉えることもできる。また、

4トレンチの周濠が大室古墳に係らない時間的に後出のものであるとすることも可能であろう。

今回の調査成果からは、後者の捉え方の中で隣接する古墳の存在を視野に入れなければならない

ものとなっており、その出土土器の年代差と古墳周辺の遺構の展開が、このようにうまく整合し

ていない。露呈している横穴式石室の構造的な位置関係をふまえながら、今後の検討しなければ

ならない大室古墳の性格把握の重点的な課題である。

~ 

2
 

0 5cm 

I. 1973年墳丘部で採集
I.'.''' I 

2. 1978年範囲確認調査第4トレンチ出土
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東海土器研究会2000 『須恵器生産の出現から消滅ー猿投窯•湖西窯編年の再構築ー』

富士宮市教育委員会1987『富士宮市古墳実測調査報告書』
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かんぞいせき

2 神祖遺跡

所在地

調査原因

調査期間

調査面積

調査主体

発掘担当者

富士宮市小泉1285番、 1286番 1

宅地造成

平成14年2月19日'"'-'28日

調査対象面積2322面のうち69.5rri 

富士宮市教育委員会

富士宮市教育委員会文化課学芸員渡井英誉

(1) 遺跡の位置と環境（第10図～第12図）

神祖遺跡は、富士山南西麓の標高150"'185mに位置し、北東から南西方向に緩やかに傾斜する

幅約200m未満の丘陵上にある。南北は長さ約750mあり、細長い形状となっている。基盤となる

地質は、新富士火山の火山麓扇状地である（第10図）。

神祖遺跡のある小泉地区から西側の大岩地区、東側の杉田地区を含めた富士根地区は遺跡の密

第10図 神祖遺跡調査区位置図
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集地帯であり、神祖遺跡はそれら遺跡分布の中ほどにあたる。小泉地区は特に湧水地の多い地区

であり、湧水によって刻まれたと思われる小さな谷や、それらを集めて急峻な崖を形成する大沢

川や中沢川・ 久遠寺川・ 慈眼寺沢といった河川により 、この遺跡密集地帯には幅の狭い丘陵が幾

筋も見られ、それぞれの丘陵の比較的平坦面となる尾根上に遺跡は分布している。 （第11・12図）

実際の地形は、地図上で見る以上に起伏に富んだ地形となっている。神祖遺跡には、神祖山ノ神

古墳(26)、神祖 2号墳(27)、神祖3号墳(28)(第12図）といった円墳が含まれ、周辺に古墳時代後

期の群集墳の存在が考えられている。周辺には、古墳時代前期初頭の前方後方形周溝墓が発掘さ

れた丸ヶ谷戸遺跡(4)や、帯状銅釧を出土した竪穴住居が発掘された弥生時代後期から古墳時代

前期の集落である三ツ室遺跡(10)、弥生時代後期の集落跡である石敷遺跡(23)の集落など、弥生

時代後期から古墳時代前期の遺跡が多く分布している。潤井川右岸の星山丘陵もまた、滝戸遺跡

や月の輪平遺跡、月の輪上遺跡といった弥生時代後期から古墳時代前期の遺跡が多く分布する地

区であり、両地区が、潤井川右岸における概期の遺跡の中心地であったことがわかる。その中で

神祖遺跡は、富士山南西麓にあってかねてより遺物分布も多く、概期の集落跡の存在は想定され

ていた。

第11図 神祖遺跡周辺地形図
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(2) 調査の概要 （第11 図 •第13図 ）

本確認調査は、湧水地となっている上小泉八幡宮から約200m下った場所にある。本遺跡は、

これまで 3度の確認調査が行われている。本報告は平成13年度確認調査における確認調査である。

これまでの調査はいずれも宅地造成を調査原因としており、広範囲の調査対象地に対してトレン

チ調査を行っている。平成16年度調査は、三ツ室遺跡と小泉八幡宮境内地の湧水地から流れる河

川を挟んで東側にあたるが、土地の削平が進んでおり、遺構 ・遺物とも確認されなかった。平成

17年度調査は、神祖山ノ神古墳の北側平坦面にあたるが、富士山麓で弥生時代以降の遺構確認面

である大沢スコリア層の堆積が確認されたものの、こちらも弥生時代以降の遺構・遺物ともに確

認されなかった（第11図）。

本調査地点は、西を小泉八幡宮境内地の湧水地から流れる河川に、また東を中沢川に区切られ

た丘陵上の平坦面に位置する。神祖遺跡範囲の南端にあたる。東側の中沢川は、富士山の中腹辺

りから端を発する河川で、神祖遺跡のあたりでは幅の狭い深い谷を形成している。そのため、調

査対象地は、中沢川へ向けて東南方向に傾斜する傾向にあった。調査対象地は当時水田として利

＼ 

↑
 

6Tr /j[J 

＼ 0 !Om 
I. , ,.,, 一— . .・-I 

第13図 神祖遺跡トレンチ配置図
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用されており、雛段状に土地の改変が行われていた。その各段の面積に応じてトレンチを設定し、

合計7つのトレンチによる調査を行った（第13図）。調査の結果、 2トレンチ (2Tr)以外の

トレンチでは、耕作土下に地山であるローム質土層が露呈することが確認され、また黄褐色の粘

質土となっている部分も検出された。粘質土の堆積が見られたことは、この地点が水分の多い土

地条件にあることが考えられる。

(3)遺構と遺物（第14・15図・写真図版 2)

調査区の北東側にあたる 2トレンチでは、黒褐色～黒色を呈する砂質土と暗褐色土～黒褐色を

呈する粘質土の堆積が見られ（第14図）、砂質土中 (9・10層）より弥生時代後期後半～古墳時代前

期前半の土器が出土した（第15図）。そのため、南東方向に傾斜する埋没谷の存在し、遺物は堆

積土の流れ込みに伴うものと判断された。

この砂質土層と粘質土層は、富士山南西麓の標準

土層である富士黒土層に相当する褐色土層と新富士

火山の火山灰層である黄褐色ローム層の上に堆積し

ており、砂質土(6,......,10層）の堆積の後、粘質土(2

,......, 5層）が谷部を埋めるように堆積している。遺物

は、谷の埋没が始まる直前に堆積している。

遺物は、 1 ,......, 3トレンチから出土しているが、ほ

とんどは2トレンチ出土である。主に、弥生時代後期

後半～古墳時代前期前半の土器、近世陶磁器が出土し

ている。うち、 1,......, 9の弥生時代後期後半～古墳時代

前期前半の土器、 10• 11の近世陶磁器を図示した。

1は、壷の口縁部である。折り返し口縁となり、

ロ縁部内面に縄文と円形貼付文が見られる。口縁部

外面には左上から右下方向ヘハケ目がわずかに認め

られる。 2は、壷の頚部である。外面には、左上か

ら右下へ斜めハケ目、内面には縦ハケ目が残存する。

また、内面には縦方向の指オサエが見られる。 3は

壷の底部である。内面に弧を描くようにヘラナデが

見られる。底部には木葉痕などは見られない。 4 • 

5は壷の口縁部で、折り返し口縁となっている。内

面には縄文がわずかに残存している。 5は口縁端部

に刻みがあり、内面には赤彩が認められる。 6・7

は台付甕の脚台部でる。両者とも、内外面一面にハ

ケ目が見られる。 8・9は甕の台部である。外面に

は縦ハケ目、内面には弧を描くように横ハケ目が見

られる。10は、鉢と思われる口縁部である。内外面

とも横ナデされている。 11 は瀬戸• 美濃系の碗であ

る。灰釉系の施釉がなされ、高台端部は露胎となる。

18世紀代かと思われる。 12は、瀬戸・美濃系の志野

1. 褐色土表土及びlll作土．南展1はローム
プロックが混入する埋め土．

2. e&!ll色土粘質土層。スコリアu等の混
入がほとんどみられず、水分

多い。

3, 暗褐色土粘質土層.2層より粘性強く、

しまり蒻い。スコリア粒ほとん

ど混入しない。

4. 88!1l色土粘質土層＆層よりスコリア粒
の混入増加。砂粒も混入．

しまり弱く、粘性強い．

5, 黒褐色土粘質土層。 4層よりさらにスコ
リア粒砂粒の混入増加．し

まり弱く、粘性強い．

6, 暗褐色土砂質土凰スコリア粒•ローム

ブロック•砂粒を混入する。

7. 暗褐色土砂質土層。 6層より多くのスコ

リア粒等を含み、さらに粘性

増す．

8. 黒褐色土砂質土層。砂質強い．スコリ
ア粒混入．しまりあり、粘性あ

り．

9. 黒色土砂質土層，8層より黒色強く、 !ll
色の粘土プロック含む．粘性強い．

10. 黒褐色土砂質土層,9層に見られた

褐色の粘土ブロック混入せ

ず、スコリア粒多く混入する．

炭化物も混入。砂質強く｀

しまり非常に弱い• 水分を多
く含む．

11. 褐色土憬準土層である窯士黒に相当．

＼
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第14図 神祖遺跡2トレンチ実測図

皿である。削り出し高台である。17世紀前半と思われる。
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第15図 神祖遺跡出土遺物実測図

第2表 神祖遺跡出土遺物観察表

種別
ロ径

No. 出土地点
器種

器麻 特色など 調整・文様 備考

底径

2Tr (15. 4) 胎土 石英、長石（多）、赤色粒子（多）、黒色粒子（多）、 文様 口緑部内而縄文R十円形貼付文 ロ緑部 1 /•I 以下

I 砂粒（多）、金雲母含 外面ナナメハケメ (4本/cm)

馬色士 広口壺 焼成硬質

色調橙

2 2Tr 胎土石英、長石（少）、有色鉱物含 外面ナナメハケメ (7本/cm) 頸部1/4以下

一括 ホふL 焼成硬質 内而 タテハケメ (12本/cm)、指オサ

色調橙 工

2Tr 胎土 石英、長石（多）、赤色粒子 （少）黒色粒子（少）含 内面 ヨコヘラナデ 底部l/4以下

3 壺 (IO. 2) 焼成硬質

色調にぶい橙

2Tr 胎土 石英、長石（少）、赤色砂粒、謀色粒子、砂粒（多）含 文様 口緑部内面縄文 日緑部1/1以下

4 広口壺 焼成硬質

色調橙

2Ti- 胎土石英、長石、赤色粒子（少）、砂粒（多）含 外而ナナメハケメ (10本/cm) 内面赤彩

5 包含層中 広口壺 焼成硬質 ロ縁部l/1以下

色調橙

2Tr 胎土 石英、長石、赤色拉子（少）、黒色粒子（多）、砂拉含 外而 タテハケメ (5本/cm) 内外面スス（寸倍

6 黒色士中 児 焼成硬質 内面 ヨコハケメ・ナナメハケメ (5本/cm)

色調にぷい橙 底台内而 ヨコハケメ・ナナメハケメ(4本/c,n)

2Tr 胎土石英、長石（多）、赤色粒子、黒色拉子、砂粒含 外面 タテハケメ (5本/cm)

7 包含附中 現 焼成硬質 内而 ヨコハケメ、ナナメハケメ (1本/cm)

色調にぶい橙 高台内而 ナナメハケメ (7本/cm)

2Tr 胎土石英、長石（少）、黒色粒子（多）、 金雲母含 外面 タテハケメ (6本/cm)

8 包含附中 視 焼成硬質 内面ナナメハケメ (9本/cm)

色調惰

2Tr 胎土石英、長石（少）、県色粒子（多） 外面 タテハケメ (8本/cm)， 黙色土中 椛 焼成硬質 内而 ヨコハケメ (7本/cm)

色調にぶい橙

2Tr 胎士石英、長石、黒色粒子、砂粒 ロ緑部1/4以下

10 包含陪中 鉢 焼成硬質

色調にぶい橙

I Tr 国産陶器 胎土 石英、長石、有色鉱物含、ピンホール、 貝入 瀬戸•美濃産
II 耕作土中 碗 (3. 6) 焼成硬質 !Be代？

色調灰白 灰釉

2Tr 国産陶器 胎土 きめ細かい、長石、有色鉱物長石含、ビンホール、 削り出し祁台 瀬戸•美洛産、

12 耕作土 志軒llll 虹入 l 7ciiif斗£

(5. 0) 焼成硬質 長石fth
色調 灰白
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3 井出館

所在地

調査原因

調査期間

調査面積

調査主体

発掘担当者

富士宮市狩宿91番地

観光施設整備事業に伴う事前の確認調査

平成16年11月16日,.,_,11月26日

44. 75ni 

富士宮市教育委員会教育長大森衛

富士宮市教育委員会文化課学芸員渡井英誉

(1) 遺跡の位置と環境（第16・17図）

吾妻鏡にその記述がある建久四年 (1193) の「富士巻狩」において、源頼朝の御仮屋（旅館）

が設置される場所は、現在の狩宿井出氏の邸宅の付近であったと言われている。今回の調査は、

この地方土豪であった井出氏の屋敷地（井出館）に対しての埋蔵文化財の確認調査として実施し

たもので、現在の屋敷内にある長屋門の前面をその対象とした。

井出館は、国の名勝天然記念物に指定されている 「白糸ノ滝」から南に1.2 kmほど下った芝

川左岸の標高430m付近の丘陵上に位置している（第16図）。この丘陵は、その東側を富士山の大

沢をその源頭部とする枯れ沢である大沢川（潤井川上流部）によって画されており、最も芝川と

潤井川が接する場所となっている。

芝川を挟んで東側は、富士山の傾斜に沿った新富士火山の溶岩流（北山溶岩）を地質的基盤と

する緩斜面地が続くが、その斜面地を縦断する大沢川がこの井出館付近で、最も芝川に接近する

わけである。また、井出館の北側は標高504mを測る峰山と呼ばれる独立丘陵が登え、南側は徐

々に標高を減じる緩やかな斜面となる。西側は、この傾斜地と芝川とを小高い丘により遮られな

がら、比高差40m以上を測る芝川の深い谷部へと続く。この辺りから西側は、古富士火山の集塊

質泥流層をその基盤とする傾斜地が、北西側に対して標高を増やしながら展開する。このような

地形環境から井出館の立地は、南側に向かって開口する景観を示していると言える。現在、井出

館から東側は、比較的緩やかな傾斜地が続くことから、その大半を水田として利用されているの

に対して、西側は芝川の形成した深い渓谷と丘陵地形を示し、 一面に亘って山林に広く覆われて

いるのである（第17図）。

井出館の立地が、外敵から身を守るために選ばれた地形なのかは、今後の調査成果に委ねられ

るものであり、「富士巻狩」の際の源頼朝の旅館となったその選定の根拠もここにあるのかも知

れない。このように、井出館のある場所は、その地形的な独立性の強さをひとつの特徴として取

り上げられるのである。そして、この屋敷周辺の420m,..._,440mほどの標高を測る平坦地の存在が

そこに指摘されるのである。

吾妻鏡に見られる「十五日、庚辰、藍沢御狩、事終入御富士野御旅館、当南面立五間仮屋」（建

久四年五月十五日の条）にある富士野御旅館がこの井出館付近にあったものと考えると、鎌倉時

代の初めからこの地での経営が知られる遺跡の存在を考えなくてはならない。井出館の 2kmほど

南にはある大石寺が鎌倉時代末期の建立が伝えられるなど日蓮宗に係る寺院や南条氏館などの中

世居館の存在が上野や北山地区において確認されているものの、この段階以降の遺跡の数はそれ

ほど多くない。「富士巻狩」あるいは「曽我兄弟の仇討」の伝承の数々を今に伝える「曽我兄弟
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第16図 井出館調査区位置図

の隠れ岩」や「工藤祐経の墓」などが点在している地域ではあるものの、一般生活に係る集落遺

跡（村）の存在はあまりはっきりしないのである。鎌倉幕府の地頭であった上野の南条時光や北

山の石川孫三郎などの支配地であったことは知られるのであるが、被支配となる人々の居住域の

実態はまだよく分かっていない。井出館から大沢川を挟んで南西側にある辻遺跡は、平安時代中

葉に登場する特徴的な遺跡である（富士宮市教育委員会2005)が、直接関連する時代のものでは

なVヽ。

井出家の邸宅は、今も場所に築かれる前は、屋敷地の北側一帯に広がる水田の場所にあり、南

面する建物であったようである。邸宅は江戸時代に数回の火災に遭遇しているが、記録等によれ

ば、宝暦年間、安永五年 (1776)、寛政九年 (1797) において被災した事が伝えられている。こ

れらの内、いずれかの火災が契機となって、屋敷は北側から西側へと移転したものであるとされ

ている。この地に頼朝の御仮屋（旅館）の遺跡が火災を受けるまであったされること（富士宮市

1971) の正否は別として、 18世紀以前の井出館の建物配置は、今と大きく異なるのである。
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第17図 井出館周辺地形図

(2)調査の概要（第18・20図）

調査は、長屋門の南西側にある植木場と畑地一帯を対象としている。この区域は、国の天然記

念物に指定されている「狩宿の下馬ザクラ」の北東側であり、同時に、かつて屋敷があったとさ

れる水田（田圃）の南東側に当たる。その旧屋敷地に対しては、入り口付近の南側一帯に相当す

る場所であるとも言え、比高差 lmを測って一段下がった場所となっている。

整備工事が、低木の抜根程度の簡易な工事で、地下の埋蔵物に対してほとんど影響がないもの

であったため、確認調査のためトレンチは、発掘の可能な畑地や植木の間など、任意に設定した。

そして、その調査の成果から、開発事業との整合性を図って、確実な遺跡の保護に努めたもので

ある。

トレンチは、調査対象区域の北東側を中心に 6箇所設定した。 1、2、4、6のトレンチは、

北東側を北から列状に並ぶもので、第3と第5トレンチが対象地の南東側に設定したものである

（第18図）。

確認調査は、前述のように限定された範囲内で行なっており、調査における制約も種々あった

ため、確認された遺構の内、溝状の遺構と思われるものに対しては、調査を実施しているが、土

坑状のものあるいはヒ ッ゚トなどについては、その確認のみに留めた。 トレンチ毎を基準として調

査を進め、それぞれのトレンチは直交ないし平行するように位置付けさせ、相関する関連を持たせた。

調査対象地における標準的な土層（第20図）は、 6トレンチ南壁で見られるものとして、厚さ

40cmを測る大沢ラヒ゜ リ層（第 4 層）を境として上層に黒色土（第 3 層）と表土（第 1 層 • 第 2 層）

があり、下層において砂質土層（第 5 層• 第6層）が確認されている。大沢ラヒ゜リ層直下に堆積

している砂質土層から新富士火山の溶岩流上に展開した扇状地堆積物をこの一帯が地形基盤とし
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第18図 井出館トレンチ設定図

ていることが分かる。また、大沢ラヒ゜リ層の直上にある黒色土は、近世の遺物包含層であり、ほ

ぼ全域でその分布が知られた。この層のように旧耕作土の可能性があり、市域の丘陵上の堆積と

違えて、大沢ラヒ゜ リ層よりも上層の土層について、その堆積が顕著な状況を示すことも指摘され

るのである。遺構確認は、比較的層厚のある大沢ラヒ°リ層上面において行なった。

なお、井出館に対する調査は本報告の調査以外に、観光施設の整備事業の一環として以下の 2

件の開発事業に関連して遺跡の確認調査を実施している。ひとつは2006年 2月20日,.....,z4日にかけ

て行った屋敷の前から北側に延びる道の整備に関連した確認調査で、その北側部分の道路新設地

点を対象としており、もうひとつは、「狩宿の下馬ザクラ」から北東側50mほどの地点で、 トイ

レ新設工事に伴う確認調査を2006年 3月 2日、 3日、 6日に実施している。両者とも井出館に関

連する遺構、遺物は発見されておらず、直接屋敷に係る範囲でないことが判明している。

(3)遺構

A 1トレンチ（第19図）

1. 5m X6. 4mのトレンチにおいて20cmの間陽を開けて平行する 2条の溝と土地の造成跡が発見

されている。遺構は地表下30cmほどで認められた。
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トレンチ内では、近世～現代の陶磁器類と釘が出土している。第21図の 1は、 18世紀の瀬戸・

美濃系の陶器で汁次の破片である。

SD01 

トレンチ北側の溝SDOlは幅0.74m、深さ0.12mを測る溝で、北西から南東方向に走る。断

面は浅い皿状の形状を示す。覆土は北側から流れ込むように堆積した黒色土（第7層）の上に他

の黒色土（第 3層）が覆ったような状態が確認される。このような覆土から、本来その北側に広

がる幅広の溝があり、その底面の一部をこの SDOlが構成していたと想定することもできるも

のとなっている。

遺物は、溝内から18世紀後半,..._,19世紀前半の肥前系の青磁筒型碗の破片が出土している。

SD02 

南側のSD02は幅0.64m、深さ0.12mを測る共に浅い溝である。SDOlとよく似た形状の

溝で皿状の断面形を示す。 SDOlと平行して走るこの SD02もSDOlに係る一連の溝の一

部として捉えることも可能であるが、その残存状況からの判断はできない。覆土は、茶褐色を示

す砂利層で、一時的にせよ冠水状態にあったか、水路として水が流出していた際の最下層の状態

を示している。隣接して北西から南東に流れる水路を考えると南東側に流れていた水路跡として

捉えられるのである。遺構の覆土中から和釘が 1本出土している（第22図の31)。また、細片な

がら瓦が発見されている。

造成跡

トレンチ中央部で発見されている造成跡は、北側から南側に対する削平の跡となり、深さ20cm

程度で掘り下げている。覆土が第 2層を主体となることから比較的新しい段階の造成跡と思われ

る。但し、造成跡の方向は、 SDOlやSD02と同方位であり、その関連が窺われるものとな

っている。

B 2トレンチ（第19図）

l. 5m X 5 mの大きさを測るトレンチである第2トレンチでは、地表下30cmを確認面として柱

穴と思われるヒ゜ットの配列が発見されている。この柱穴列は、 SB05としたやや規模の小さな

建物跡の一部ではないかと考えている。これらのヒ゜ットは、平面での遺構確認のみを行い保存の

処置を取っている。

トレンチ内で発見されている遺物は、近世～近代の陶磁器類である

S805 

径0.25m,..._,O. 3mを測るヒ゜ットとしての柱穴が 5個発見されているが、その配列から掘立柱建

物跡を想定しており、南北棟と思われる 1間 (1.7m) X 2間 (2.lm)以上の規模を示す掘立柱

建物として復元される。桁行の柱間の幅に違いを見せている。この建物跡は、柱穴の大きさや建

物の規模から小規模な小屋のような建物の跡ではなかったかと推測されるものである。ヒッ゚ トの

覆土はすべて第 3層の黒色土を主体としている。

C 3トレンチ（第19回）

現在の邸宅を目指す道に平行する位置に設定したトレンチで、 lmX7.5mの大きさを測る。

地表下40cm程を確認面として、 トレンチの中央と西側で溝状の遺構を発見している。溝は同規模

で平行する位置にあり、関連する遺構であると言えるものである。 トレンチにおいて出土してい

る遺物は、近世～現代までの陶磁器類と玩具（おはじき）などであるが、常滑産の甕破片かと思

われる中世陶器片が 3点発見されている。
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7. 黒色土しまりが弱い層で、黒色スコリアが目立つ。
. 8. 茶褐色土 小石の混入が多い砂利層。
9. 黒色土 2に類似する黒色のやや強い層。
10. 黒色土 3に類似する硬化した層。

11. 黒色土。黒色土のブロックの目立つ層で、人為的な埋土。
12. 黒色土 11に類似する埋土で、粒子が粗くなる．
13. 黒色土 （砂質土層）粒子が細かく、粘性は弱い。

回...第10層（黒色土層）

2m 

第19図 井出館トレンチ実測図①
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S003 

3トレンチの北西端で発見されている溝で、幅1.07m、深さ0.5mを測り、箱型の断面形を示

すものである。大沢ラヒ゜リ層を掘り下げた比較的しつかりと築かれた遺構であるため、その壁は、

垂直気味に立ち上がるものとなっている。

覆土は、東側からの崩落等に係る第13層の黒色土以外は、人為的な埋土である第11層の黒色土

で構成されている。一定の期間開口していた溝がある時期に一気に埋め戻されていることが分かる。

遺物は、実測図を掲載した第21図の19と27の近世のものと思われる播鉢とおはじき以外にも、

18世紀以降の近世、近代の陶磁器が少量覆土中から出土している。また、小破片ながら中世のも

のと思われる陶磁器（常滑？）が 1点確認されている。

S004 

3トレンチの中央付近で発見された溝状の遺構をSD04とする。北東隅で後世のヒ゜ットと重

複関係にあり、その壁の一部が消失している。また、溝の中央にも後世のヒッ゚ トが溝の底面にお

いて認められる。残存部分では、幅1.02m、深さ0.34mの規模を測る直線的に延びる溝あること

が分かる。上記の SD03より若干小規模であるが、断面の形状はよく似た箱型を示す。

覆土はSD03同様に第13層がSD04北西壁際で見られる他に、第11層、第12層など人為的

に埋め戻された埋土が確認される。

遺物は、 17世紀後半以降の陶磁器がその覆土中から少量出土している。

SD03とSD04はその配置や形態などから相関するものであることが分かる。両者は、 185

cmほどの間隔を開けて平行するものであり、それぞれの内側の壁は、意識しているように直線を

しつかり形成する。この溝に囲まれた部分は、大沢ラヒ゜リ層上面において厚さ 4,.._,5 cmほどの硬

化面を形成しており、 一定の期間、 地面として露呈しており、さらに踏み固められたような状況

にある。硬度の度合いは落ちるものの硬化した面は、それぞれの溝の反対側までその広がりを示

している。 SD03の北西側では、調査トレンチの外側までその広がりが見られ、 SD04では、

外側（南東側）に180m程の広がりが認められるのである。この 3トレンチ周辺では、溝と硬化

面の関連から、かつての地表面の位置と側溝を持つ道状遺構の敷設を考えてみようと思う。道と

考えると、南北方向に展開するものとして、旧屋敷の門に係る可能性を指摘できるのである。 1

トレンチで発見されている区画に係る溝に対して、それぞれの延長が直交する点もそれを傍証し

ているのである。但し、一間程度の幅員に対しては両側側溝で、その幅が大きすぎる点や、後述

する 5トレンチにおいて、継続する溝の発見が無い点などから否定的な部分のあることも考慮し

なければならない。

D 4トレンチ（第20図、写真図版3)

2トレンチの西側に設定し、 2トレンチと直角の位置にある 4トレンチは、国指定の天然記念

物「狩宿の下馬ザクラ」の、丁度、屋敷側15m程の地点を調査の対象として設置されものである。

このトレンチでは、地表下50cmで土坑が 2基発見されている。 トレンチの大半を覆う大型の土

坑を SK06、SK06の中で発見されている石組みを伴う土坑をSK07としている。 トレン

チ内における出土遺物は、 17世紀から現代までの陶磁器類を主体としているが、遺構としての落

ち込みが発見されている割にはその数は少ない。また、更に古く、中世に遡りそうな常滑系の陶

器の小破片が 2点出土している。また、 トレンチの表土中から柄の取り付け部分かと思われる鎌

の破片（第22図の30)が出土している
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SK06 

SK06は、全体の 1/3ほどが発見されている大型の円形の平面形を示す土坑で、直径3.9 

mの規模が推定される。

調査はトレンチ北側壁際においてSK06を断ち割りすることだけに留め、他は確認した状況

で保存の処置を取っている。調査を実施した部分からは、 SK06が壁の緩やかに立ち上がる皿

状の断面形を示すものであると想定され、その深さが78cmを有している。その中で、土坑の北西

側で底面において弱い段を確認している。段は土坑の縁から70cm程内側の地点で認められるもの

で、 5---:--6 cmの深さで落ち込む小さなものである。この段は、士坑の平面形にあって弧状になる

ものではなく、 1トレンチや3トレンチなどで発見されている区画に合うように直線的な展開を

示している。また、底面を中心にピットが 3個発見されているが、その配列や形状に規則性など

がなく、 SK06との関連はよく分からない。 SK06より後出のものかと思われる。

SK06の覆土は、以下のように分層される。

SK06の覆土

第14層黒色土

第15層黒色土

第16層黒色土

第17層黒色土

第18層黒色土

粒子が粗く、橙色スコリアの混入が目立つ。

スコリア混入黒色土ブロックを含む。

15よりブロックの混入が減る。

粘性がやや強く、炭化物の混入が目立つ。

16に類似するがスコリアの混入が増える。

第19層 黒色土 15よりブロ ックの混入が増える。

となり、第14層が壁際に堆積している他は、中央部分において確認されている。そして、第15

層～第19層が、土坑を埋め戻すため、人為的に埋められた土であることが判明している。その堆

積は、最下部の第19層の上にその他の土を乗せるような状態を示す。

SK06は、円形の土坑として池などの施設が考えられるが、底面が大沢ラピリ層か黒色砂質

土層であるため、透水性に富んでおり、現状のままでは、親水を志向したものとしては適さない。

土坑の底面には、拳大の礫が散在するが、遺構の構築部材となったものかは判断できるような

出土状況を示さない。

SK07 

SK06の調査中に SK06より後出のものとして発見されている円形の土坑である SK07

は、その周囲の石組みから遺構として判断されたものである。全体の 1/2ほどが確認されてお

り、径95cmの規模を測る。

周辺の礫は、 15cm,,.___,20cmの自然礫で、 1段を基本として列状に並べている。 SK07の最下部

に埋められている第22層を基盤として、土坑の下位部分において、その壁の構築のため、その上

に設置されている。

箱型の断面形を示す掘り込みは、深さ34cmを測る。南東側は、垂直気味に立ち上がるのに対し

て、反対の北西側は、緩やかに広がるように立ち上がりを示す。

覆土は、以下のように 3つに分層されるものである。

SK07の覆土

20. 黒色土 しまりが弱く、粘性に富む。

21. 黒色土粒子が粗く、炭化物の混入が見られる。

22. 黒色土砂質の層で、炭化物の混入が目立つ。
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第21層と第22層は明らかな人為的な埋土であり、このSK07の構築時に係るものである。土

坑は、径 lm程の土坑を穿ち、その底面に第22層とした黒色土を敷き、周囲に礫を石組みとしな

がら第21層を充填することで、土坑の基底部を形成している状況が看取されるものである。用途

についてはよく分からない。植木等の根回しの施設であろうか。

遺物は、第21図の 3として掲載した17世紀後半の肥前系京焼風陶器碗が覆土の上層部から出土

している。同時に17世紀前半代の肥前系陶器碗の小破片も確認されている。また、第21図の25の

寛永通宝が第22層中から出土しており、遺構の構築時に係る出土状況を示している。

これらの遺物の出土状況から17世紀後半あるいは18世紀前半までには、この SK07が廃絶し

ているものと思われるが、それは、 SK06の年代も規定する。 SK06の年代は、遺構の重複

関係から SK07より古い時代のものであることが判明している。 SK06の覆土中では、明確

な出土を示す遺物がないが、 4トレンチにおける出土遺物としては、 17世紀前菓～中葉の瀬戸・

美濃系磁器皿が確認されている。また、中世まで遡る陶器片の出土が確認されているが、直接、

SK06に係るものであるか判断できるような出土状況にはない。

E 5トレンチ（第20図、写真図版2)

調査対象地の西側に設定したトレンチで、北西から南東方向にl.lmX 4mの大きさを測る。

現在の地表より深さ60cmで遺構確認面となる。

発見されている遺構は、 トレンチの北西側に分布する礫群と北東壁際に見られる土坑状の落ち

込みである。土坑状の落ち込みを SK08とする。

トレンチ内において発見されている遺物は、 18世紀以降の陶磁器が主体となる。年代的には、

他のトレンチのものよりやや新しいもので占められている。陶磁器以外には、近代の瓦の破片が

5点と第21図の29、32として掲載した鉄製品が出土している。 32は釘の破片資料である。

礫群

後述する SK08の上面で礫の分布が認められる。分布範囲が SK08の範囲を意識していな

いことから両者の関連は薄い。時間差であると思われる。礫の数量やその出土位置から、その分

布において規則性を認めることは、難しいが、 トレンチのほぼ中央において一定の塊を指摘する

ことができる。それは、 20cmほどのものから小礫まで含む礫によって構成されており、明確な掘

り込みを持たない礫の配列として認識されるもので、南西から北東方向の列状を示す。配石とし

た場合、その幅は0.65m、長さ0.87mを測る。この配石は、 5トレンチと関連付けられる位置に

設置している前述の 3トレンチで発見されている溝状遺構と同じ方向を指向する。この礫群では

礫に混ざって陶磁器と銭貨が出土している。第21図の 8は、肥前系磁器染付小丸碗で18世紀後半

,-.__,19世紀初頭の製品、第21図の12は17世紀末,...__,18世紀前半の肥前系陶器ハケ目碗、銭貨では、第

21図の26の寛永通宝が発見されている。いずれも礫群の中央部分において出土している。

トレンチの北西隅においても礫の散在する様子を指摘することができる。長軸50cmほどを測る

大型礫をはじめてとして多彩な大きさのものが見られるその分布から遺構になり得る配置は認め

られない。やや乱雑な状況として認識される。

これらの礫群は、 トレンチの南西側にはまったく見られない点から、上記の礫群を一括して、

その分布に濃淡はあるものの、 トレンチの半分ほどに対して、比較的広い範囲で面的に広がりな

がら南西から北東方向を示すものとして捉えることもできる。それが、 1トレンチ、 3トレンチ

において指摘された屋敷地内の方向性と共通することを踏まえると、屋敷に関連した何らかの建

物や畑地、田圃などに係る礫群として捉えられるのである。
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SK08 

礫群に覆われる状態で発見されている落ち込みを SK08とする。隅丸方形の平面形の一隅の

ような形状を示す。 トレンチの中央部分を北西ー南東方向に辿り、緩やかに屈曲しながら北側に

移行するもので、発見されている部分で長辺3.3m、短辺0.62mを測る。北西ー南東の長辺は、

1トレンチで確認されている区画と方向がほぼ一致しており 、その相関性が指摘される。礫群と

同様に屋敷に係る施設として捉えられるのである。SK08については、確認だけに留め、現状

で保存する処置を取った。

F 6トレンチ（第20図）

6トレンチは、調査対象地の南側に設置したトレンチで、 4トレンチの南東側に位置する。

l.5mX5.lmの大きさのトレンチで、深さ35cmで遺構の確認面が認められる。遺構として捉えら

れる落ち込みは、 トレンチの北東側において確認されている。

6トレンチにおける出土遺物は、その数量が他のトレンチよりやや多くなる。 17世紀から現代

までの陶磁器が見られるが、 17世紀代の陶磁器の出土が主体的となり、他のトレンチと様相を違

えて、古い段階の遺物が多くなる。

SK09 

6トレンチにおける落ち込みを SK09とする。その大半は調査区域外に展開するため全体の

形状は分からないが、確認した部分では、弧状を示す円形指向の土坑状の遺構が想定されるもの

となる。この SK09は、 トレンチの北西壁側で1.8m、南東壁部分で2.2mの範囲で発見されて

いる。

SK09は、近接する 4トレンチで発見されている SK06と類似した円形の大型土坑が想定

されるものであり、出土遺物が 17世紀を主体とする点も共通した要素であると言える。

(4)遺物（第21・22図、写真図版3)

出土遺物は、陶磁器、鉄製品、銭貨、土製品（玩具）、砥石である。銭貨や土製品以外は破片

資料が多く全体の形態の分かるものは少ない。

A 1トレンチ（第21図、第22図）

1は1トレンチ中から出土した瀬戸・ 美濃系陶器汁次の底部破片で18世紀に生産されたもので

ある。底径は推定5.4cmを測る。 31は鉄製品としての頭巻釘で、残存長5.4cmを測る。

B 3トレンチ（第21図）

6は18世紀,..__,19世紀初頭に生産された肥前系磁器染付碗、 7も同時期の備前系陶器献上手徳利

である。 7は道状遺構と思われる硬化面から出土している。 19と20は、近世の播鉢の小破片、 27

は土製のおはじきである。

C 4トレンチ（第21図、第22図）

2は17世紀前葉～中葉の瀬戸・美濃系陶器皿である。 3はSK07内から出土した肥前系京焼

風陶器碗で17世紀後半の生産年代が考えられるもので、口径9.2cm、底径5.0cm、器高6.7cmを測

る。 4、5は共に肥前系の磁器で、 4が18世紀代のくらわんか碗、 5が17世紀後半の染付小坪で

ある。 18は近世の播鉢の小破片、 25の銭貨はSK07に伴う「寛永通宝」である。鉄製品として

は30の鎌の破片が出土している。

D 5トレンチ（第21図、第22図）

8は18世紀後半,..__,19世紀初頭の肥前系磁器染付小丸碗で、推定の口径8.4cmを測る。 9、10、11

は瀬戸・美濃系陶器で、 9が壺の口縁部破片で、 18世紀に生産されたものである。 10は一升徳利
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第21図 井出館出土遺物実測図
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の底部破片で、推定底径12.5cmを測る。

18世紀前半の生産年代が考えられる。 11

は鉢の口縁部破片で、 18世紀代に生産さ

れたものである。 12は17世紀末"'18世紀

前半の肥前系陶器ハケ目碗である。 24も

肥前系陶器で、 17世紀後半"'18世紀の三

島手鉢の口縁部破片資料である。破断面

の摩滅が著しく、破片化したものを二次

的に再利用しているもののようである。

3. 5cm X 3. 7cmの大きさで、重さ14.4 gを

測る。26は銭貨で 「寛永通宝」である。

28は、粘板岩製の砥石の破片資料で、丁

寧に整形された製品である。表裏 2面の

使用が確認される。

鉄製品である29は、鎚の破片であろう

か、厚さ1.0cm、長さ9.2cmを測る。32は

頭巻の釘の破片、残存長4.0cmを測る。

E 6トレンチ（第21図）

~ fiZ!(I 
~ 30 

I I I I 

゜
29 

29・32 5Tr 

゜
30 4Tr 

゜ 31 1Tr 

ij-~ ~-i 
゜ 32 

゜ 31 ゜
10cm 

第22図 井出館出土鉄製品実測図

13"-'l 7は、瀬戸・ 美濃系の製品である。 13、15、16が陶器皿で17世紀前葉～中葉に製作された

ものである。 14は陶器の蓋で、 17世紀"'18世紀前半のものである。 17は陶器碗で17世紀後半代の

年代が与えられる。

21、22は瀬戸・美濃系の播鉢の破片で、 23は志戸呂系の播鉢の破片であり、いずれも近世のも

のである。

(5) 年代 （第3表～第6表）

井出館跡で出土した陶磁器は、近世以降のものがほとんどを占める。うち、近世から近代（明

治30年代）までの総点数105点の内訳を表にしたのが第3表～第 6表である。点数は、破片数とし

て計数している。また、複数時期や複数器種にまたがる場合は、点数を時期数や器種数で割った

数値をそれぞれに足して算出している。陶磁器の産地は、瀬戸• 美濃系、肥前系、備前系、志戸

呂系の4箇所のものが出土している。備前は、 1点のみで、 18"-'19世紀の献上手徳利、志戸呂系

も1点のみで、播鉢が出土している。

時期別推移の傾向は、 17世紀後半に最も多くの点数を出土し、 19世紀後半にも増加している点

があげられる（第 3表）。浅間大社遺跡では、 17世紀以降19世紀前半まで、増加を辿る傾向にあり、

異なった様相を見せる。

産地別推移の傾向は、 17世紀前半では瀬戸• 美濃系のものが圧倒的の中に肥前系を上回ってい

るが、 18世紀後半までは両者とも均衡しつつ、 19世紀前半では肥前系のものが瀬戸• 美濃系のも

のを上回っている。 19世紀後半になると瀬戸・美濃系のものが急増するが、このうち15点は、明

治10"-'30年代 (1877"'1906) の型紙染付の碗• 皿類や、銅版染付の碗．皿類が含まれる。瀬戸 ・美

濃系のものは、 17世紀前半から19世紀前半まで、減少を辿る傾向にあり、明治時代を向かえて急

増するといえる。肥前系のものは、増加と減少を繰り返しており、この推移が時期別推移に影響

を与えている（第4表）。
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本調査における全体での産地別の割合は、瀬戸・美濃系が58%、肥前系が40%、備前系と志戸呂

系がそれぞれ 1%となる（第5表）。同じく器種別の割合では、碗が50%と半数をしめ、次いで皿の

17%、揺鉢6%、鉢4%と続く。以上の日用品で77%の割合に達し、日用品が高い割合を占めている

（第6表）。また、浅間大社遺跡や村山浅間神社遺跡でわずかながら見られた貿易陶磁器は本調査

では出土していない。

瀬戸・美濃系のものは、陶器で占められ、磁器は明治時代に入ってから見られるようになる。

17世紀前半から志野皿• 灰釉皿が見られ、 17世紀後半から鉄釉碗• 灰釉碗といった碗類が加わる。

また、 17世紀後半,.__,18世紀前半の鉄釉香炉が見られる。 18世紀には、御室碗・ 太白手広東碗• 太

白手筒形碗などの他、 17世紀には見られなかった灰釉鉢• 灰釉壷．汁次• 鉄釉一升徳利• 鉄釉陶

器蓋が新たに加わり、器種の増加が見られる。19世紀には、碗．皿類は見られず、新たに鉄釉灯

明皿・灰釉仏飯器が加わり、鉄釉一升徳利も引き続き見られる。

肥前系のものは、 17世紀前半までは陶器のみ見られ、 17世紀後半から磁器が主体を占めるよう

になる。碗は、 17世紀前半に鉄釉碗、 17世紀後半に京焼風陶器碗・内野山窯の碗・刷毛目碗が見

られる。 17世紀代の碗は陶器がほとんどで、 17世紀末に 1点のみ磁器碗があるのみである。 17世

紀の皿• 小坪• 油壺については磁器である。また、 17世紀後半,.__,18世紀の陶器三島手鉢の再利用

片が出土している。 18世紀以降は、磁器の製品で占められ、器種も碗．皿類で占められる。碗は、

くらわんか碗が最も多く、皿も染付製品である。18世紀後半,.__,19世紀初頭には、染付端反碗・染

付筒形碗・染付小丸碗• 青磁筒形碗が見られる。

本調査出土資料は、破片資料が多く、全体の様相を知ることのできるものは少ないため、法量

について詳細はわからない。産地については、瀬戸・美濃系と肥前系でほとんど構成されるとい

う傾向は、浅間神社遺跡や村山浅間神社遺跡と共通する様相を示している。なお、中世の常滑の

甕も少数ながら出土している。

時期別の推移 産地別の時期別推移

（点） 総点数105点 （点） 総点数103点

30 20 

25 

20 

15 

10 

18 -I ・--:-
16 ,・. 

／ 
14 ・--・ I 
12 

Iヽ ／ 
10 

／ ＼ァ宍~-~8 
／ 

6 
4 ／ "-. I "-. 
2 一•／一 ！ヽ '・ 

゜17c前半 Inc後半 I18c前半 I1ac後半 I19c前半 I19c後半
→一破片散I17,~:: I 17;~* I·~:~: I'↑ ~~: 1·~~~: I·:~~: ー←—瀬戸 •美濃系 135 I 125 I 15 I 103 I 203 I 1103 

—•—肥前系 2 I 12 83 I s a3 I 9 33 I a I 3 

第3表 井出館出土陶磁器時期別の推移 第4表 井出館出土陶磁器産地別の推移

産地別の割合 器種別の割合 口碗

日皿

口襦鉢

口鉢

口壺

口徳利

口香炉

口坪

■灯明皿

ロその他

第5表 井出館出土陶磁器産地別の割合 第6表 井出館出土陶磁器器種別の割合
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第23図 井出館施設想定図（遺構配置図）

く引用参考文献＞

富士宮市1971『富士宮市史』上巻

富士宮市教育委員会2005『村山浅間神社調査報告書一遺跡範囲確認調査編ー』

(6)施設（第23図）

長屋門の前面をその調査対象とした今回の確認調査では、土坑、溝、道、礫群、ピットなど多

彩な遺構が確認された。それらは、すべて近世に造られたと思われるもので占められており、直

接井出館に係るものとして評価される。

これらの遺構は、その出土遺物から年代に違いを見せており、同時期に営まれていたものでは

ないようである。遺構自体の詳細な調査を実施していないため、正確な時代は判断できないが、

4トレンチで発見されている SK06やSK07、6トレンチで発見されている SK09などは

17世紀代のものとして判断され、 1トレンチの SDOlやSD02や3トレンチの溝あるいは5

トレンチの礫群と SK08などは18世紀代の遺物の出土が目立つ。後者は、その同ーな方向性か

ら、 一定の規則性が指摘されるものである。それは、 18世紀において頻繁に起こった火災とそれ

を契機に屋敷建物を移転させていると言う史実とも合致するものである。伝承の通り、現在の屋
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敷地北側の田圃に元の屋敷があったとするならば、今回の調査対象地は、屋敷の前面 （南側） に

点在する施設の一部であったものと捉えられるのである。 SDOlやSD02は屋敷に係る区画

であろうし、 SD03やSD04は、屋敷の門へ向かう道の一部に係るものだったのではないだ

ろうか。そして、今回の調査対象地は、 17世紀以降、「狩宿の下馬ザクラ」も含めた屋敷地の南

側に広がる庭園の一部ではなかったかと考えられるのである （第23図）。

第 7表 井出館出土陶磁器観察表

No. 種別 器種 出土地点 ロ径 底径 器麻 産地 年代 特徴 備考

l 謁器 II次 !Tr (5A) 瀬戸 • 美濃 18世紀 内面・胴部外而鉄釉 1/1以下存

2 陶器 II[ 4Tr 7.0 瀬戸 • 美深 17世紀前策～中梨 内面・胴部外而灰釉（黄） 底部1/2存

3 殴器 碗 S1<07 9 2 5.0 6.7 肥前 17世紀後半 京焼風陶器灰釉（緑） 2/3存

4 磁器 碗 4Tr (10.8) 肥前 18世紀 くらわんか碗染付 1/1以下存

5 磁器 坪 4Tr ('1.6) 肥前 17世紀後半 小坪染付 1/1以下存

6 磁器 碗 3Tr (4.7) 肥前 18世紀後半-19世紀初頭 染付 底部1/4存

7 限器 祐利 3Tr 備前 18世紀-19世紀 献上手徳利外面鉄釉 小破片

8 磁器 碗 S1<08 (8.4) 肥前 18世紀後半-19世紀初頭 小丸碗染付 口縁部1/3存

9 陶器 壺 5Tr 瀬戸 •美濃 18世紀 ロ緑部内而～外面灰釉（緑） 小破片耳（把手）

10 陶器 祐利 5Tr (12.5) 瀬戸・美楼 18世紀前半 内外而灰釉（緑）削出し麻台 l/4以下存

11 隈器 鉢 5Tr 瀬戸 • 美濃 18世紀 内外面灰釉（黄） 小破片

12 陶器 碗 S1<08 瀬戸・美浜 1 7世紀末~ 1 8世紀前半 ハケ目茶碗内外面灰釉 小破片

13 陶器 皿 6Tr (8.4) 瀬戸・美濃 17世紀前業～中疲 呉須絵長石釉 1/4以下存

14 陶器 蔽 6Tr (5.5) 瀬戸・美涙 17世紀-18世紀前半 外面鉄釉、底部糸切り未調整 1/4以下存

15 陶器 !Ill 6Tr (11 0) (7 5) (1.5) 瀬戸 •美i~ 17世紀前紫～中娯 長石釉底部外面甜胎 1/3存

16 陶器 皿 6Tr (8.1) 瀬戸・美濃 I 7世紀前菓～中策 内而長石釉外面臨胎 底部1/1存

17 陶器 碗 6Tr (4.8) 瀬戸・美濃 17世紀後半 内外而鉄釉底部紺胎 1/1以下存

18 陶器 t.li鉢 4Tr 瀬戸 • 美濡 近世 内外而鉄釉 小破片

19 殴器 梱鉢 SD03 瀬戸 • 美澄 近世 内外面鉄釉 小破片

20 陶器 梱鉢 3Tr 瀬戸•美濃 近世 内外面鉄釉 小破片

21 限器 揺鉢 6Tr 瀬戸・美深 近世 内外而鉄釉 小破片

22 陶器 拙鉢 6Tr 瀬戸・美濡 近世 内外面鉄釉 小破片

23 陶器 梱鉢 6Tr 瀬戸・美沿 近世 内外面鉄釉 小破片

24 陶器 鉢 5Tr 肥前 17世紀後半-18世紀 三島手鉢破断而摩滅 砿片の転用

第 8表 井出館出土銭貨観察表

No. I 出土地点 I 銭名 法偵 (cm)

径 厚さ 穿幅 I 重さ(g)
25 I SK07 I 'fl永通宝 2.2 0.11 0.61 I 1.9 
26 I 5Tr I 双永iili宝 2 5 0.13 0 63 l 33 

第 9表 井出館出土土製品及び石製品観察表

＇ 悩 I出土地点 I 器種 法祉 (cm)

長さ 幅 厚さ 1 重さ(g)
特色 備考

21 I S003 I 玩具 2.0 1.9 0 6 I 2.1 
2s I 5Tr I 砥石 (3 l) 2.9 1.0 I 15.6 

第10表 井出館金属製品観察表

No. 出土地点 器種
法駄 (cm)

材質 特色 備考
長さ 幅 原さ 重さ(R)

29 5Tr 鎚？ (9.2) 1 0 l.O 49.7 鉄製品

30 4Tr 鎌？ (7.3) 8.0 0 25 65 0 鉄製品 柄の込み部65cm 刃部欠捐

31 lTr 釘 (5 4) 0 65 0.65 6.1 鉄製品 頭巻釘 先端部欠捐

32 5Tr 釘 (,1.0) 0.45 0.'15 2.6 鉄製品 頭巻釘 先端部欠捐

※()は残存長
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わかみやいせき

4 若宮遺跡

所 在 地 富士宮市小泉字古宮2261-4 

調査原因 住宅分譲地造成工事に伴う事前の発掘調査

調査期間 平成17年 7 月 7 日 ~7 月 15 日

調査面積 199. 5rri 

調査主体 富士宮市教育委員会教育長大森衛

発掘担当者 富士宮市教育委員会文化課学芸員渡井英誉

(1) 遺跡の位置と環境（第24-27図）

若宮遺跡の周囲は、近年の宅地化な進行によって、畑地や山林の急激に減少している。若宮遺

跡の所在する丘陵上における宅地化がいち早く実施され、徐々に丘陵下に対しても、その土地造

成事用が進むようになっている。今回の発掘調査も、若宮遺跡の南側緩傾斜地を対象とした宅地

造成事業に係るものであり、発掘調査が実施されるまで、畑地として利用されていた場所である

（第24固）。

富士宮市の南東に位置する遺跡は、慈眼寺沢川の右岸にある丘陵上とその直下の緩やかな傾斜地

に広がる。富士山の緩傾斜地における雛壇状に展開する丘陵の連続は、この若宮遺跡周辺でもその

第24図 若宮遺跡調査区位置図
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第25図 若宮遺跡周辺地形図

地形の様子がよく観察されるものであり、遺跡の北半部に独立する丘陵が見られる（第25図）。

今回発見された集落遺跡は、その丘陵裾部の比較的安定した微高地にあり、富士山の斜面に沿っ

て南側に向かって徐々に傾斜しながら、調査区の東側50mほどにある南北に開析された谷部に対

しても斜行を示す地点となっている。本来、標高150m程の丘陵部と標高120m~l30m を測る斜

面地では、遺跡の性格もその内容も異なるもので、別の遺跡として捉えるべきものである。丘陵

上に、若宮遺跡として調査されている著名な縄文時代早期前半の集落遺跡が位置している（富士

宮市教育委員会1983)。下段の傾斜地内の丘陵崖線に程近い微高地において発見された遺跡では、

丘陵上の若宮遺跡と大きく異なる調査成果が得られている。複雑な雛壇状の丘陵が形成されてい

るこの地区においても、今回の調査地区辺りから南西側2kmにある潤井川までは比較的緩やかに

傾斜地となるため、若宮遺跡周辺の丘陵は、大きな比高差を以って聟えるものとして見られ、特

徴的な独立丘陵の様相を示している。

若宮遺跡の位置する小泉地区は、富士山起源の古富士火山による古富士泥流等噴出物がその大

半の地質的な基盤となっており、出水不動尊、神祖などの湧水地と数多くの河川が形成されてい

る。それは、弓沢川以東から新富士火山の噴出物である大渕溶岩流に覆われている富士市大渕地

区以西の範囲における地形環境であり、原始・古代の生活圏の形成が促されることによる異なる

時代の遺跡分布が複合的に認められるものとなっている。富士山西南麓において、この区域は、

星山・羽鮒丘陵上と共に顕著な遺跡分布域を形成している。富士山麓における湧水地および河川

は、地質的な性格により限定された地区に位置しており、それは、同時にその水資源に依存する
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遺跡の分布も規定している。この若宮遺跡の場合は、その東側を慈眼寺沢川が流れる。

今回、若宮遺跡で発見されているのは、古墳時代前期の集落跡である。周辺に関連する遺跡（第

26図）としては、同時期の集落遺跡が調査されている慈眼寺沢川を挟んで隣接する富士市天間沢

遺跡 (13) を取上げることができる（富士市教育委員会1984・1985)。今回の調査地点から南東

側700mほど下流域にある天間沢遺跡も若宮遺跡同様に富士山の緩斜面地にある集落遺跡で、竪

穴住居12軒、掘立柱建物l棟などが散在する状況で発見されている。この集落の景観は、両者で

よく似た様子を示しており、立地環境と共にその類似性が指摘されるものである。さらに、古墳

時代前期も後半段階を主体とする遺跡である点もよく似ている。この段階は、この地域における

遺跡数が減少傾向にある時期で、星山丘陵上の月の輪平遺跡や滝戸遺跡などが取り上げられるも

のの、それほど多くはない。また、慈眼寺沢川の上流にある杉田西原遺跡 (8) においては古墳

時代前期の土器が採集されているが、詳細は分かっていない。

古墳時代前期はその前半段階において、丸ヶ谷戸遺跡で前方後方形周溝墓を伴う墓域が形成さ

れ、三ッ室遺跡、上石敷遺跡 (3)、上宿・権現遺跡 (9) などにおいて、集落遺跡の経営が始

まる。さらに、石敷遺跡 (4)や寺内遺跡においては、その時期の土器が採集されている（富士

宮市教育委員会1993)。また、星山丘陵上に滝戸遺跡や月の輪平遺跡、潤井川左岸の沖積地内に

泉遺跡などの遺跡の登場が知られ、弥生時代後期以来段階的な広がりを見せていた遺跡群が大き

く増大する段階を迎える。それは、古墳時代前期になって、富士山麓に対する開発と共に全長26

mほどを測る前方後方形周溝墓を造営する有力な地域勢力の存在を窺わせる状況の中で、この地

域における新たな時代の到来を告げるものとして大きく評価されるのである。

ところが、その盛行期も古墳時代前期後半となると瞬りを見せ始め、月の輪平遺跡や隣接する

月の輪下遺跡、滝戸遺跡など星山丘陵上の遺跡において継続性が指摘されるものの、他の遺跡は

その勢力を失い、ほとんど消失してします。そして、その動向に合わせるように、古墳時代前期

前半の遺跡分布域の周囲において、この若宮遺跡や天間沢遺跡（第27図）、あるいは大中里の大

中里坂下遺跡、大岩の辰野遺跡などで集落遺跡の経営が始まるが、一様に継続性の弱い遺跡をそ

れぞれ形成する点でよく似ている状況を示すようになる。それは、舌状台地に展開し、その独立

性の強い地形環境の中で極めて継続性の強い集落経営を行なう月の輪平遺跡と緩傾斜地に広がる

広い圧域の中で経営される継続性の弱い天間沢遺跡との立地場所に相関する遺跡の違いとしても

2分化されるものでもある。若宮遺跡は、前述のように後者に属する遺跡であると言える。

古墳時代中期のなると、富士山麓の遺跡群は壊滅的な状況になり、ほとんど認めることはでき

なくなる。それは、東日本に共通する遺跡の動向でもあり、それに同調しているものである。海

岸部など沖積平野における遺跡の展開を考えて行かなくてはならないと思われるが、山間地にお

ける遺跡の造営の痕跡を見る事はできない。

古墳時代中期末葉になると、潤井川流域において遺跡の登場が明らかになる。富士市沢東A遺

跡がその下流域にあり、中流域では大宮城跡や浅間大社遺跡などで、平安時代～中世の城館や神

社に直接係らない下層の集落跡として発掘調査が実施されている。いずれの遺跡も沖積地内の微

高地の遺跡で、特異な立地を示しており、陶邑TK208段階の初期須恵器が発見されている。

古墳時代後期以降は、富士市域の平野部における遺跡数の増加が認められようになり、以後律

令時代に富士郡衛域の形成と共に飛躍的な発展を示し、律令体制下の政治的な枠組みの中で富士

地域の中心として、官道（東海道）沿いの富士市域の平野部にある東平遺跡や中桁遺跡において

その機能を持つようになる。対して、潤井川中流域においては、遺跡の動向は明らかではなくな
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第27図 富士市天間沢遺跡N地区第 1号住居址出土土器実測図

6
 

り、古墳時代後期の大宮城跡下層や中沢遺跡や木ノ行寺遺跡や奈良時代の上宿・権現遺跡 (9)

上石敷遺跡 (3)や峯石遺跡など弓沢川流域を主体として若干の遺跡分布が認められるものの継

続性の弱い集落遺跡として確認されるだけになる。そして、この状況は、 10世紀の大宮城あるい

は浅間大社遺跡の登場を以って一変し、富士山信仰に関連するのであろう新たなこの地域におけ

る政治体制の再編が成され、その中心地域が潤井川中流域へと移動する。

(2)調査の概要（第24・28-30図）

開発の対象地に対する確認調査の結果により、その北西側の丘陵裾に沿う微高地において、遺

構・遺物の出土が確認されている。本文は、その出土状況から開発事業計画と照合させて199.5 

面に対して本格的な発掘調査を実施した成果の報告である。

L 字状の形状を示す発掘調査区（第28図• 第29図）は、標高127mほどの場所にあり、南東側

に緩やかな傾斜を示している。調査では、散在する状況で、竪穴住居址2軒、掘立柱建物跡にな

ると思われる柱穴列 1基が発見されている。発掘調査区以外の確認トレンチは、その北東側およ

び南東側に設定されたものであり、南側に傾斜する斜面地に対して、南北方向の谷部の開析が認

められる対象地南東側の状況を確認するためのものであるが、 2トレンチ以外遺構および遺物の

出土は認められていない。今回発見された集落遺跡の広がりが比較的限定されている実態をよく

表しているものと考えることができるのである。それは、確認調査として、一般市道小泉71号線

を挟んで東側に隣接する地点で実施した宅地造成に関連する調査などにおいて遺構、遺物が発見

されていないことからも傍証されるものである（第24図）。
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第29図 若宮遺跡遺構全体図

＋ 

において、大沢ラピリ層が認められおり、それを遺構の確認面として調査を進めた（第29図）。

(3)遺構（第31-35図）

発見された遺構は、竪穴住居址2軒 127:2 

と柱穴列 1基である。竪穴住居址は調

査区の南端部と東端部において発見さ

れており、柱穴列は中央付近において

確認されている。それぞれ重複関係は

持たずに単独で位置しており、有機的

な関連が想定されるものである。

SB  O 1 (第31図、写真図版4)

SB  O 1 (第31図）は、その大半が

C-1グリッドに収まる竪穴住居址で

全体の 1/3程度が検出されており、

＜基準層序＞

1. 餅作土
2. 黒色土（旧耕作土） しまりが弱く、粒子が粗い。
3. 黒色土スコリアの混入の目立つ層で、しまり、粘性が強い．
4. 黒色土しまりが強く、粒子が細かい。
5. 褐色土（大沢ラピリ層）
6. SB03覆土

3m 

第30図 若宮遺跡標準層序
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2. 表土（耕作土）②
3. 黒色土やや大粒のスコリアの混入が目立つ。

4. 黒色土細かいスコリア粒子を少量含む。
5. 黒色土しまりの弱い層で、 ll!色スコリア混入の黒色土が

プロック状に入る。 ・・・・意図的な埋め土

6. 赤褐色土焼土・炭化物が主体的な層。炭化材を含む。

7. 黒色土しまり、粘性の強い黒色土プロック。
8. 黒色土しまりが強く、栗色土がプロック状に入る。

［竪穴住居（新）の掘り方］

9. 黒色土栗色土プロックの混入が目立つ。

［竪穴住居（古）のI屈り方］

..  4.. 

炭化物等検出状況

s
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z
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第32図 若宮遺跡S802実測図

色土の堆積が認められる浅い窪地における竪穴の構築であることが分かる。

覆土は、竪穴住居の壁部分と床面に広がる焼土層がその最下層を占めている。この層中には、

多量の炭化物や炭化材が含まれており、典型的な火災家屋の様相を示している。この焼土層の上

には、自然堆積としての覆土が堆積しており、火災以後に竪穴住居を放棄している状況を指摘で

きるものである。焼土は壁際部分の堆積が比較的顕著であるが、壁材あるいは屋根材に関連した

ものと考えることができる。

床面は、貼り床が敷設されている。貼り床に伴う掘り方内で旧住居の掘り込み跡が確認されて

おり、住居の建替えの痕が判明している。旧住居は、 1辺4.05mを測る竪穴住居として捉えられ、
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新段階の竪穴よりさらに軸方向が東に傾くものとなっている。軸方向はN-41°-Eを示す。掘

り方は、北西壁と南東壁の際に溝状あるいは土坑状の掘り込みが確認されているが、北西側が新

段階の竪穴、南東側が古段階の竪穴住居にそれぞれ伴うものであり、片側を掘り窪める掘り方の

形状を示している。

柱穴は、調査区に規制された竪穴住居の部分的な調査によって、正しい判断ができるものでは

ないが、関連しそうなヒ゜ットが北側コーナ一部分に 2個、東側コーナ一部分で 1個検出されてい

る。北側は、 0.42mXO. 28mの長方形の平面形で新段階の竪穴住居の床面から深さ0.4mを測る。

近接する南側のヒ゜ットは、径0.2m程の円形ヒ゜ットで深さ45cmを測る。

東側のヒ゜ットは、 0.45m XO. 3mの長方形で、北側のヒッ゚ トと同様に新段階の竪穴住居の床面

から0.5mの掘り込みを有する。これらのヒ ッ゚トは、その形状から長方形のものが関連して柱穴

を構成していた可能性が考えられるものであるが、東側のものがやや壁の際に寄り過ぎているよ

うな位置にある。

遺物（第36図）は、覆土中の土器片が目立ったものとして取り上げられるが、直接遺構に係る

ものは出土していない。火災家屋の関連した建築部材は、炭化材として出土しており、梁や桁あ

るいは垂木など屋根の部材と思われるものであるが、どの部分なのか判断できるほどの残存状況

は示していない。比較的、しっかりした燃焼状況であったもので、 一面広がる焼土と共に、炭化

材としてその部材が残らない事態が想定されるのである。この様相は、前述のSB-1の焼土、

炭化物の出土状況とよく似ている。

竪穴住居北東壁際には、人頭大ほどの自然礫が出土している。これは、焼土や炭化物に混ざっ

て発見され、表面の焼成による赤化が目立つものである。材質は富士山起源の玄武岩で、重さ6.9 

kgを測る。竪穴住居の上屋に関連したものであろうか。

SB O 3 (第33図）

A-2グリ ッド東側で発見されている 3個のヒ ッ゚トの柱穴列を建物跡として捉えて、 SB-3

とする（第33図）。柱穴列は、一列に並ばないやや特異な配列を示すものである。柱穴は、すべ

て方形を基調とした平面形を示しており、北側から p1、P2、p3とした場合、 p1が0.5m 

XO. 36mの長方形で、深さ0.52mを測り、 P2が0.36m X 0. 32mの規模で、深さ0.40mを測り、

p 3が0.4mXO. 34mの長方形

で、深さ0.47mを測る。両端の

柱穴がやや深く、規模も大きく

なる。

覆土は、 3,..__, 4層に分層され

るものであり、いずれも黒色土

で構成される。最下層の第4層

が柱に伴う意図的な埋土になる

ものと思われるしまりのやや強

い層であるが、それ以外につい

ては人為的かあるいは自然堆積

に係るものなのか確実な判断は

できない層相を示すものであ

~OJ 逸乏◎
◎乏 ＼

べ

“ 
c
 

I. 黒色土しまりが弱く、粒子が細かい。
2. 黒色土橙色スコリアの目立つ層で、粒子が粗い。
3. 黒色土 2よりスコリアの混入が減る。
4. 黒色土粘性のやや強い層で、粒子が細かい。

2m 

る。
第33図 若宮遺跡8B03実測図
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柱間は、 p1とP2で1.2m、P2とp3で1.05mを測るが、 P2とp3で構成される列とそ

れに直行する p1の列の接点を建物の角に対応するものとする と、接点から P2までの間隔は、

P2とP3から求められた柱間と大きな違いを示さないものとなる。

遺物は、柱穴の覆土から少量の土器片が出土している。

(4)遺物（第34-36図、写真図版5)

出土した遺物の大半は、土器類である。破片資料が多く全体の器形の分かるものはない。時代

としては、古墳時代前期が主体となり、遺構および集落の時期を規定する。

SB  O 1 (第34・35図）

古墳時代の土器片の出土が見られる（第34図 1~3 、第35図 4~14) 。 1 は高坪の坪部破片で、

坪部の 1/3程度が残っている。外面の煤の付着と内面に残る赤彩の痕が特徴的である。 2はや

や粗製の高坪脚部破片で、円形の穿孔（スカシ）の痕が見られる。 3 および 4~10は、 S 字口縁

台付甕（以下 S 字甕）の破片である。 3~7 は同一固体と思われる破片で、搬入品である。尾張

における S字甕C類（赤塚1991)に当たり、肩部にヨコハケメが見られる。灰白色の色調で外面

の煤の付着が目立つ。 8は肩部の小破片である。ヨコハケメとともに頸部のヨコナデが見られる。

石英の混入が目立つもので、在地産のとは言い切れない胎土を示す。色調はにぶい橙色である。

9、10は在地産のS字甕と思われるもので、細かい胎土で雲母の混入が目立つ。 10の外面には

煤の付着が顕著である。

11~14は甕の破片資料である。 11 と 12は同一固体で内外面に細かいハケメを見ることができる。

13は内面肩部～口縁部にかけてのヨコハケメが認められるものの、 他ははっきりしないナデ整形

の甕になろう。土器表面は摩滅が著しく、その残りは悪い。 14は、やや厚手の甕で胴部下半部の

破片だと思われるものである。外面の粗いハケメと内面の細かいハケメが特徴的である。外面に

は煤が付着する。

SB  O 2 (第36図）

出土遺物は、土器の小破片（第36図 15~25) と敲石（第36図21) である。 15は二重口縁壺のロ

縁部破片になるものであろう。破片の下端に弱い稜線が認められるもので、口縁端部を緩やかに

S801ー①

二 ：：：ー：一
2 

rl ,r{\~ 

3
 
10cm 

第34図 若宮遺跡出土遺物実測図①
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11 

12 
13 14 

10cm 

第35図 若宮遺跡出土遺物実測図②

外反させてその端部を弱く尖らせている。 16・17は高坪の口縁部破片である。両方とも縦方向の

ヘラミガキで器面を整形している。 17は、口縁部外面に断面三角形の突帯が付されている特異な

形態のものである。 18・19は高坪の脚部である。 18は小型高坪の脚部破片で穿孔が認められる。

20は壺の肩部の破片である。外面のヘラミガキと内面のヨコハケメと共に波状文を見ることが

できる。その胎土からは在地産のものと判断される。

22~25は S 字甕の破片資料である。 22~24は搬入品と思われるもので、石英の混入が目立つ。

22と23は同一固体であろう。内面にはヨコハケメが認められる。 25は在地産のS字甕ではないか

と思われる。雲母の混入が目立つ。

21はホルンフェルスを石材とした敲石で、両端部に敲打痕が見られる。

2トレンチ（第36図）

2トレンチの最も東側の谷部において、地形に沿うように発見されている土器群で、一括土器

として捉えられるような出土状況を示している（第36図26~30) 。関連する遺構などの落ち込み

等は確認されていない。

26は口縁部をヨコナデする鉢の破片と思われるもので、口唇部をわずかに肥厚させている。 27

は幅広の折り返しの見られる折り返し口縁壺の口縁部破片で、頸部に緩やかな屈折が認められる。

28はやや粗製の単純口縁壺の口縁部破片で、口縁端部に 2個の円孔を開けられている。 29は壺底

部破片で、外面をヨコ ミガキで仕上げている。底部外面には、木莱痕が見られ粗くナデ整形が施

されている。 30は小型壺の胴部から底部にかけての破片で、底部外面に木葉痕が見られる。 26~

30は、すべて在地産の土器である。それは一応に破断面の摩滅が著しく、 二次的な堆積によって

2トレンチから出土したものであると思われる状況を示している。
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第36図 若宮遺跡出土遺物実測図③
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(5)年代

今回の調査で発見された 2軒の竪穴住居と柱列は、その配置や形態から同一時期のものではな

いかと思われる。いずれの遺跡も遺物の出土数が少なく、年代の設定については、．明瞭さに欠く

ものとなる。確実に遺構の使用時に係るものは、 SBOl出土の高坪だけであり、そのほかのも

のは、それぞれ覆土中からの出土であり、直接、遺構の年代を反映していない。

SBOl出土の高坪（第34図1)は、坪部の深さが比較的浅く、口縁部が大きく開く形態のも

ので、やや不明瞭ながら坪部下端に稜を残す。これは、 SBOlに係る新段階の住居の柱穴から

の出土で、住居構築時の土器として考えられる。 S 字甕（第34図 3~第35図 10) の中で、 3~7

は、搬入品として同一固体の可能性もある資料である。淵源地である尾張における S字甕C類で

ある。これらに大きく脚部の開く高坪（第34図2)が共伴するのである。

SBOl出土の土器は、高坪の型式などその型式組成から大廓m式期（渡井1996) として捉え

られるものである。そして、遺構の中での出土状況から判断される時期差がある程度認められる

のである。

SB02 出土土器（第36固 15~25) は、壺、甕、高坪の組み合わせとなっている。

18、19は高坪の脚部破片であるが、 19が開脚高坪になる可能性がある。開脚高坪は大廓m式期

を以って消失するもので、一定の出土数を示すのは、古墳時代前期前半である。

20の壺に見られる波状文は、一定の数量を占めるのが古墳時代前期前半段階までで、東海西部

において古墳時代前期後半の加飾壺としての柳ヶ坪型壺に施文されるものの、駿河における類例

は少ない。

これらの土器群にS字甕が破片資料ながら含まれる点を考慮すると、 S字甕が普遍化する段階

を評価する中で、 SB02を大廓rn式期のものとして捉えられる。 25の在来系のS字甕は、大廓

m式期段階に相当しており 、小破片ながらその年代設定の証左となるものである。

トレンチ出土の土器（第36図26~30) は、 27や28のような折り返し口縁壺や単純口縁壺などの

壺類の頸部屈折が比較的明瞭となる段階から竪穴住居と同様に大廓m式期の年代が考えられる。

26は口縁部をヨコナデする古墳時代前期から登場する台付甕の影響を受けたものであろう。頸部

に屈折部が認められ、口縁端部を肥厚させている。小型壺の胴部破片である30は、胴径に比べて

広い底部を形成する弥生時代後期以来の伝統を保持するものである。主体的な出土を示すのは、

弥生時代の伝統を色猿く残す大廓 I~Il 式期段階である。他の出土土器よりやや古相を示すもの

であると言える。

以上のように、今回の出土土器の大半は、大廓m式期のものとして捉えられるのである。遺跡

の年代は、 3世紀の後莱が当てられる。
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第11表 若宮遺跡出土土器観察表
ロ径

ふ 出土地点 器種器形 器麻 特色 閃整・文様 備考
底径

I S£l01 麻坪 (21.0) 
胎焼成士 細廿か通い長石、/!,¥色砂粒か目立つ 外内面面 不口唇定部方ヨ向コのミタガテキミ以ガ外キタテミガキ ，，内‘面即1 /赤~存彩
色閲洩黄阻色

胎焼成土 砂舒ii!i位が顕若、細かいJ:,石を含む 外内面 ヘラミガキ？ 岬祁1/3存
2 S801 麻坪 (H 2) 面 ヨコハケメーfflいヨコナデ

色関 にぶい黄位色 Pm 

台付虎
胎焼成土 き硬め質がIllく、石天、共母が目立つ 外面 ア,Jiア部メ沈→線ヨコハケメ ( •I 本/ca) S字甕OO入品

3 SDOI 
色閃灰白色 内面 頸部ヨコナデ、胴部ユピオサエ

胎焼成土 き硬め質がIllく、石火、芸母が目立つ 外内面而 ナ頚ナ部メヨーヨコハケ胴メ部(•ユI本ピ/オCIIサ) 3と同一凶体、 S字復搬入品
~ SBOl 台付甕 コナデ、 エ

色閃灰白色

5 SBOI 台付甕
船焼成土 き硬め貨がIllく、石英｀共母か!I立つ 外内iilii面 クナァデハケメ(・I本/rm) 外3と面同煤一付依芍似 S字児搬入品

色閃灰白色

6 店焼i:成 き硬め質が111く、 石英、出位が目立つ 外内面 クアハケメ(1本/r口） 3外と而同煤一付聞紆体、 S字梵搬入品
SBOI 台付史 ilii ナデ

色製灰白色

胎焼成i: 石硬英質、長石、芸B)か目立つ 内面巧部Urり返し
S3字と同児一脚糾名体部？、S字甕搬入品7 SBOI 台f'/!晃

色閃 にぶい黄橙色

,r.焼;成土 石英、芸母が fl立つ n-1ru ナナ類メ部→ヨヨココナハデケメ(6本/c●） s字児在地涯？
8 SBOI 台付甕 やや硬貨

色閥にぶい!l!色 内ilii ナデ
応焼成エ 石英、芸母が目立つ 外内iliiilii 夕アハケメ(8本/c●J s字現在地産， S001 台付児 やや復竹 ナデ

色閲橙色

10 S801 台付児
応焼成土 細硬か貸い石英、芸母か目立つ "'内"ilii' タアハケ接メ合(痕5本/c●）

ナデ、
s内字外甕面在煤地付涯行

色調 （外）lff褐色 （内）焦褐色

応焼成土 やきめやが硬Ill質く、砂拉か目立つ 外面 ヨコハケメ(7本Jc●）
II S801 ll 

色閃 （外）にぶい橙色 内面 ヨコ ・ナナメハケメ

（内）にぷい黄褐色

胎焼成土 きやめやが硬Ill質く、砂泣か 日立つ 7'Ull ョコハケメ(7本/cu) IIと同関体
12 S001 甕

色関 （外）にぷい橙色 内而 ヨコ・ナナメハケメ
（内）にぶい黄褐色

応焼成工 細かい石英、砂泣が目立つ 外内面面 ナヨコデハ、ケ類メ部(IクOテ本ハ/cケa)メを残す ナデ整形の甕？
13 S801 境 やや硬質

色閃 にぶい橙色

胎焼成土 きやめやが硬Ill質く、黒色、赤色砂位を含む 外内而面 タテハケメ(5本/c●） 内外面煤付紆

14 SBO! 滉 ヨコハケメ(7本/c●）
色調 （外）にぷい黄褐色 一部ヨコミガキ

（内）暗褐色

I!(焼;成:に 砂舒拉ii!iが顕若、長石を少しaむ 内外面 表面駐粍 ＝直口松壺？
15 S802 壺？

色閲 にぷい黄橙色

lr.焼i成:t: きめが細かく、石火セ少伝含む 内外面 クテミガキ 内外面赤彩
16 S802 活坪 舒通

色料 （外）にぶい赤褐色

（内）にぶい赤褐色～黒褐色

胎焼成土 赤普通色砂粒、石英を含む 外内面 胴部 一ガ部キタプミガキが残る 口籍壻部外ilii突楷あり
17 S802 病坪？ 面タテミ

色詞 にぶい阻色

胎焼成土 組やかやい硬砂質粒が目 立つ 外内面面 タァミガキ 1/4以下存
18 S802 高杯 (10 2) ヨコ・ナナメハケメ(6本/cm)

色詞 にぶい拉色 →ヨコナデ 円孔
胎焼成土 きめが細かく、砂粒を含む 外内面 タァミガキ 開脚困坪？

19 SB02 高坪 廿逍l 面 ヨコハケメ(IO本/cm)
色調橙色

20 S802 壺
胎焼成土 き普め通が細かく、長石、砂位を含む 外面 ヨコミ文ガ様キ） 

（ 波状文

色閲 （外）橙色 内面 ヨコハケメ(7本/co)
（内）にぶい黄祖色

廂 r 石英、芸母、赤色砂位が目立つ ”内面 クテハケメ(6本le●）
外s字面甕煤脱付入芍品22 S802 台付瑾 焼成硬質 面ナデ

色閲 （外）祖色～熱褐色

（内）にぶい黄褐色

附焼に成ヒ 石英、芸母が目立つ 外内面面 タヨコテハハケケメメ((65本本llee●●）） 内外面煤付行
23 S802 台付甕 浅質

色閃 （外）にぶい褐色

（内）にぶい黄橙色 s字甕搬入品
胎焼成土 石英の混入が歎若 内面 均部折り返し S字甕脚台部

21 S802 台付梵 硬質

色閃 にぶい黄橙色 s字甕掬入品

胎焼成土 石英、芸母を"'-' 外面 ナナメハケメ(6ケ本メ/cm) S字甕在地西
25 S002 台付甕 やや硬質 ーヨコノ‘

色閥にぶいIll色 内面 ナデ 類部ヨコナデ

第2T, 鉢？
胎焼成土 抒白通色砂位を含む砂拉が顕若 内ロ9面ゑ部ナ内デ外面 ヨコナテ 1/1以下存

26 (13 7) 
色閃 （外）!fl. 色
（内）にぶいIll色

胎土 Im大の砂拉か目立つ
”内・I面ll 表口緑面Ill部.ミ耗ガキ？胴部オサエ

1 /•I以下存
27 第2Tr 壺 (11 6) 焼成普通

色閃にぶいIll色 折り返し口伐壺

28 第2Tr 壺 (9 3) 
胎土 砂普通位の混入が歎'l¥'
焼成

"1-内ilii ハケ様メ部ーヨナコァ？
ilii ロ ナデ？胴部板ナデ

1/4Iゑ以沿下部存円
ロ 1L2対

色閲 （外）にぶい黄位色 n暦部摩滅
（内）にぶい黄柑色～にぶい黄褐色 lj! 純口籍壺 （小型壺）

応焼成:1: 長や石や、軟砂竹位の混入が多い 外面 ヨコミガキ 1/1以下存
~9 第2T, 壺 (9 6) 底面木業fj{一版ナデ

色悶 （外）にぶい黄悦色 内ill] 表而IJ.U
（内）にぶい位色

胎焼成土 や白や色砂軟質粒、黒色砂位を含む 外面 表iliiiliill!木粍菓 小型症
30 第2T, 壺 (6 5) 底痕

色濶柑色 内而 ナデーヨコハケメ(II本/ml

※ 第2Tr・・・第2トレンチ

第12表 若宮遺跡出土石製品観察表

器種
法 1,r(cm) 

長さ I幅 I1!1-さ 1 狙さ(f()
材竹 特色 備 考

21 I saoz I敲石 Is.3 I 4.2 I u I 60.0 Iホルンフェルス l上而、下而に敲打1i( I二次的 な被）JII然
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まるづかいせき

5 丸塚遺跡

所在地

調査原因

調査期間

調査面積

調査主体

発掘担当者

富士宮市杉田1230番地のl

富士宮市消防団第13分団詰所建設に伴う埋蔵文化財発掘調査

平成18年 7月 3日,.__.,7月27日

約1lOnf 

富士宮市教育委員会教育長 大森衛

富士宮市教育委員会文化課学芸員 渡井英誉

(1)遺跡の位置と歴史的環境 （第37-39図）

本調査地は富士宮市杉田1230番地の 1に所在し、付近には茶畑や畑が広がりを見せる。地形的

には、東に天間沢川、西に慈眼寺沢の2つの沢で挟まれた標高180~21omを測る丘陵上のほぼ中腹

第37図 丸塚遺跡調査区位置図
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に立地する。杉田地区は古富士火山起源の古富士泥流、新富士火山起源の大渕溶岩流・入山瀬溶

岩流上に形成されている。市内より湧き出る湧水は、性質の異なる古富士火山起源溶岩と新富士

火山起源溶岩の境界面を流れている地下水脈が、地表面に露出する溶岩の境界面から湧き出す。

このような場所がいくつか点在するこの地域は、古くより水を得やすい環境であった。自然環境

に適応させて生活していた縄文時代の生活において、このような環境は生活する場として十分適

する場所であり、そのことは杉田地区にみられる遺跡の分布状況より判断される。

丸塚遺跡の東側の天間沢川に沿う左岸の丘陵上には北から縄文時代早• 中・後期の焼畑遺跡、

安養寺が所蔵する市指定文化財の土偶が検出されたと伝わる縄文時代中・後期の杉田中村遺跡、

縄文時代前・中期の寺地遺跡、右岸の丘陵上には縄文時代前期～後期の滝ノ上遺跡が立地する。

'c(~ 
<<o~ 

第38図 丸塚遺跡調査対象地周辺地形図

西側を流れる慈眼寺沢に沿って左岸の丘陵上には北から田上原遺跡、縄文時代早期～後期の新梨

遺跡、南側には縄文時代中期の大宝坊遺跡、右岸の丘陵上には大辻遺跡、杉田西原遺跡が立地す

る。さらに、第39図には記載されていないが、本調査地より慈眼寺沢を約300m南下したところに

は、縄文時代早期の集落址である若宮遺跡をはじめ縄文時代早期• 前期の代官屋敷遺跡が立地し

ている。このように見ても本遺跡が立地する杉田・小泉地区は濃密な遺跡密集地域であり、縄文

時代の早い段階より生活場に適した環境下であったことが遺跡分布状況より窺える。

(2)調査の経過（第40図）

平成17年12月 1日付けで富士宮市長小室直義氏（消防本部・警防課）より、富士宮市消防団第

13分団詰所建設に伴う文化財所在の有無についての照会を富士宮市教育委員長宛に受けた。照会

地は、縄文時代中期の埋蔵文化財包蔵地である丸塚遺跡分布範囲に隣接する場所に所在する為、
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第40図 丸塚遺跡調査区全体図

埋蔵文化財確認調査として平成18年3月14日～平成18年3月17日にかけて、埋蔵文化財の有無と

遺跡の種別・年代の設定・遺物包含層までの深度などの情報を得る目的から開発範囲の約300rd 

にトレンチを 7本（約30面）設定し実施した。その結果、照会地に縄文時代早期後葉の遺物包含

層が調査区西側の2/3の範囲で確認された。その旨を富士宮市長小室直義氏（消防本部・警防課）

及び、静岡県教育委員会文化課宛に回答した。その後、本開発担当課である富士宮市役所瞥防課

との協議を重ねた結果、現状維持による建設工事は困難であるとの結論に達し、平成18年 7月3

日～同年7月27日にかけて建物建設地において本調査を実施する運びとなった。本調査終了後に

は照会地に隣接する道路部分に対して防火水槽建設工事が行われた。約70面を対象として防火水

槽建設工事の立会い調査を実施しているが、すでに遺構確認面の削平がなされ、遺物 ・遺構は確

認されなかった。以上のような経緯を経て報告書の刊行に至るまでの一連作業を富士宮市教育委

員会文化課で行った。なお、本調査以後に行われ、本報告書刊行前に本調査地北側と隣接する地

点において静岡県東部農業共済組合建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査を実施している。この際
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の報告については静岡県東部農業共済組合方との契約上、平成18年度に書名『丸塚遺跡』として

発行している。

(3)層序（第41図）

層序は調査区北側壁面で確認した土層について標準土層と して記載する。

1. 黒色土 （表土層） 砂質でしまりが非常に弱く、現代の耕作土である。

2. 褐色土（遺物包含層） 粘性・しまりがある。径2,.._, 3mm程のスコリア粒を10%、また

礫を含む。

3. 赤褐色土 ローム漸移層である。径 2,.._, 10mm程度のスコ リア粒を15%含む。粘性が強

いがしまりは比較的弱い。

4. ローム層 調査区東側では削平によって古富士泥流層が露呈する。

A
 十 B

 ＋
 

c
 

十 D
 ＋ 

A
 

3
 ＋
 

2
 ＋ 

c
 

D
 

1. 黒色土砂質であるため、しまりなし。現代の耕作土．

2. 褐色土しまり、粘性共にあり．径2-31Mlのスコリア粒を 1 0½含む．

また、礫を含む．

3. 赤岱色土しまり弱いが、粘性強い．径2- 1 0面のスコリア粒を 15½含む。

ローム苅移層である。

4. ローム層溶岩礫が霞呈する．

゜
3m 

第41図 丸塚遺跡調査区標準土層図

(4)遺構と遺物（第42-45図、第13・14表、写真図版6)

A 遺構（第42図）

自然流路 (SDOl) D-2・3グリッドに位置する。規模は長さ6.7mで、開口部0.5mで

ある。開口部の主軸方向はN-47°-Wであり、屈折し流路が広がる部分ではN-5°-Wを指

向する。遺物として、現代の陶磁器の破片及びガラス製品などが混在する状況から SDOlは近

代以降の年代が与えられる。

土坑 (SKOl) B-1グリッドに位置する。平面形は楕円形を呈する。規模は長軸1.16m、

短軸0.46m、深さ0.21mを測り、主軸方向はN-55°-Eを指向する。覆土は上層が黒褐色土、

下層が褐色土で幾分上層のほうが強い粘性を持つ。底部には古富士泥流起源のものとみられる巨
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礫が見られる。遺物として覆土中より東海系条

痕文土器が 2点出土している。また、微細な炭

化物も検出している。

B 遺物（第44"".45図、第13・14表、写真図版6)

縄文土器を主体に陶磁器、黒曜石、頁岩が出

土している。以下ではグリッド順に報告する。

遺物の出土状況に関しては第43図で示す。

縄文土器（第44,...,45図22・23、第13表、写真図版6)

出土した縄文土器のほとんどのものに片面及

び両面に貝殻状条痕を持つ。胎土には混入物や

条痕を多用していることから、遺跡の主体年代

は縄文早期後葉と推察された。また、形式につ

いては小崎氏のご指導により早期後菓の東海系

条痕文土器であることが判明した。本調査から

出土した遺物は、東海地方縄文早期後菓の土器

(1群）、縄文中期の土器 (2群）、陶磁器 (3

群）の 3つに分類して報告する。また、 1群に

ついては、口縁部や隆帯の施文法により上ノ山

式土器、入海 I式土器、縄文早期後葉の土器に

I"' 

• ・・・土器

.... 炭化物

c
 

lro 

Im 

I. 黒褐色土しまり強く、粘性若干あり．径1-2,mのスコリアU3%含む。

また、炭化物をわずかに含む

2. 黒褐色土 1層と同様のしまりと粘性を持つ．径2-311111のスコリア粒2%含む。

また、径2cmの小石を含む．

3. 暗褐色土粘性が強まる以外は1層と同様である。

4. 褐色土 311! よりもしまりは強い．径2-JITTRのスコリアl;l,15%含む．
まに炭化物を1層より多く含む。

5. 暗褐色土しまり弱く、粘性なし．径1-211111のスコリア粒'"含む．

また、径2cmの小石を含む．

6. 褐色土 5層よりも色調の明るみが増す。径211111のスコリア112%含む．

7. 褐色土しまり • 粘性共に強い．スコリア粒は4層と同程度である．

また、 4層より色調の明るみが増す．

第42図 丸塚遺跡SK01実測図

細分化した。それぞれの形式の特徴については以下の通りである。

① 上ノ山式土器

愛知県の上ノ山貝塚を標識遺跡とした東海地方縄文時代早期後葉の土器形式である。擦痕を残

した深鉢が主体であり、口縁に 1条の隆帯をめぐらせ、隆帯上及び口縁に棒状工具または指頭に

よって連続の交互押捺文が施される特徴を持つ。

② 入海式土器

愛知県の入海貝塚を標識遺跡とした東海地方縄文時代早期後葉の一般に入海式土器は I式、 II

式に分類されている。 I式は底部尖底である。入海式も上ノ山式土器と同様の隆帯を持つが、入

海式土器は螺旋状に数段にわたりめぐらす。隆帯上には箆等によって連続の刻みが施されるもの

や棒状施文具による連続刺突が施される。

③ 縄文早期後葉の土器

胴部の破片資料であり、形式分類することが困難である。しかし、片面及び両面に貝殻条痕を

持つ。また、胎土中に繊維多く含まれている。

④ 縄文中期の土器

器壁が他のものよりも厚く、内外面ともに貝殻状条痕を伴わないものである。文様はみられず、

形式は不明である。
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第 1群 東海地方縄文時代早期後葉の土器群（第44図1-22、第13表、写真図版6)

第1群 1類上ノ山式土器（第44図1,.._, 2) 

1及び2はC-1グリッドから出土した上ノ山式土器である。 1は口縁部付近の破片資料であ

り、一条の隆帯上に交互押圧がみられる。 2は口縁部の破片資料である。口唇部及び一条の隆帯

上に交互押圧がみられる。また、外面の隆帯直下に横位の擦痕がみられる。

第1群2類入海 I式土器（第44図3)

3はC-2グリッドから出土した入海 I式土器である。口縁部の破片資料であり、口縁に近い

ところに一条の低い隆帯を持つ。隆帯上には棒状のエ具による押圧がなされ、口唇部には箆状の

工具による刺突文がなされている。

第1群3類 縄文時代早期後葉の土器（第44図4-22)

胎土の混入物や器面調整などから上ノ山式・入海式土器同様の東海地方縄文早期後葉のものと

考えられるものである。

4はA-1グリッドより出土し、底部に近い部分の破片資料である。内面に貝殻状条痕がみら

れる。 5はA-2グリッドより出土し、内面に強い貝殻状条痕、外面に擦痕がみられる。 6"'8 

はB-1グリッドより出土した。 6は内面に強い貝殻状条痕、外面に擦痕がみられる。また、外

面にはススの付着が、内面には炭化物の付着が確認された。 7は内面に強い貝殻状条痕がみられ、

8は底部付近の破片資料であり、表面よりも内面に強い貝殻状条痕土器がみられる。 9・10はB

-2グリッドより出土した。 9は内外面には擦痕がみられ、 10は内外面には貝殻状条痕がみられ

る。 11はB-3グリッドより出土し、内外面には貝殻状条痕がみられる。 12"-'14はB-4グリッ

ドから出土している。すべて胴部の破片資料である。 12、14は内外面に擦痕、 13は外面のみに擦

痕がみられる。 15"-'17はC-1グリッドより出土した。共に胴部の破片資料である。 15は内外面

に貝殻状条痕がみられるまた、内面には炭化物が付着する。 16は炭化物の付着し、 17は内面に比

較的強い貝殻状条痕がみられる。 18"-'21はC-2グリッドより出土した。すべて胴部の破片資料

である。 18、19は内面に貝殻状条痕がみられ、 20は内面に貝殻状条痕、外面に擦痕がみられる。

また、 21は内外面には擦痕がみられる。

第2群 縄文時代中期の土器（第45図23・24、第13表）

縄文時代早期後葉の土器の胎土とは異なり、器壁の厚み持つものである。文様は見られず形式

は不明である。 23は胴部、 24は口縁部の破片資料である。

第3群陶磁器（第45図25-30、第14表）

25"--'29は瀬戸• 美濃産の磁器であり、いずれも染付けによる技法を用いている。 25・26は碗の

破片資料である。 28• 29は箱型湯呑口縁部の破片資料である。 28の復元口径は7.3cm、29の復元

ロ径は6.8cmと推定される。年代は、 18世紀後半があたえられる。
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第45図 丸塚遺跡出土遺物②

(4) まとめ

富士宮市内において縄文時代早期の土器構成は関東系の土器形成が一般的に波及する。縄文

時代早期について遺跡の数は比較的多いが、縄文時代早期後葉の東海系土器を主とした土器構成

をなす遺跡はこれまで発見されていない。このような点からみても市内における縄文時代早期後

菓を窺う上で今回の調査で検出された上ノ山式・入海式土器は重要なものであると言える。

本調査地の旧地形は入組んだ谷地形であることが調査で確認され、遺物出土に関してもこの谷

地形に沿って堆積している様子が第43図より読み取ることができる。このような遺物の出土状況

や旧地形などから考察すると、本調査で得られた遺物は本調査地の上方の地点から移動して現在

の場所に二次堆積した遺物であると言える。出土資料は少ないものの本調査より得られた遺物が

単一の時期であることなどから、短期間の経営であったのだろう。したがって、本遺跡はキャン

プサイト的性格を持つ遺跡であったことが推察される。本遺跡の周辺には、縄文時代早期前半の

集落跡とされる若宮遺跡や前期より営まれるとされる滝ノ上遺跡など比較的定住性の高い遺跡が

本遺跡に近隣する。それらの遺跡との年代がそれほど離れている訳ではないため、これらの相互

の繋がりなども注目される。今後のさらなる資料の増加を期待したい。

最後に、本調査より出土した遺物について池谷信之氏・小崎晋氏よりご教示を受け賜った。文

末ではあるが御礼申し上げる。
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第13表 丸塚遺跡出土遺物観察表①

No. 形式 年代 出上地点 部位 特色 調整・文様 備考

※ 1 ※3 脂焼成土 普きめ通細かい、石英 （径05~2 り） が多、長石（径l',,)、繊維、 1/4以下
l 上 細早（後） C-L ロ緑部

色調にぶい黄橙
胎焼成土 普き通め細かい、石英（径o.s-2・,,J、長石（径l.5 ,,)、金衷母、籾柾、 外面 ff,IJLl 1/ ~ 以下

2 上 縄早（後） C-l ロ緑部
色調にぶい黄橙

※2 胎焼成土 普さめ通紅かい、石英（径o.s-2-.,J・ 長石（径1-,,)が多、金衷母、椒維、 内而招痕 l/1以下
3 入 l 縄早（後） C-2 ロ緑部

色調 （外）にぷい黄橙
胎焼成土石英（径o.s-2・.,J・ 長石が多、金衷母か少、椒維、 内而宋1H.又 l /•I 以下

4 縄早（後） A-1 胴部 普通
色調にぷい黄橙
胎焼成土 粒きjめffi細かい、石英（径05り）が多、長石（径0.5-3,,)、金娯母、椒維、 外内面強い条痕文 外而スス付牙f

5 細早（後） A-2 胴部 面脱痕
色調 （内）灰黄褐、（外）橙

U-I 
胎焼成土普きめ通紐かい、石英（径o.s-2・.,Jが多、長石（径2・,,)、金衷母が少、繊維、 内而強い条痕文 外内面而 炭ス化ス物付が沿付沼

6 細早（後） 胴部
撹乱 色調 （内）黒褐、（外）にぶい橙 1/4以下

廊焼成工 晋き通め紐かい、石英(0.5-2・,,Jが多、長石0-2・,,J、金衷母、繊維か少、 内面畑い条1H文 1/4以下
7 縄早（後） B-1 胴部

色調にぶい橙
昭焼成土普き通め細かい、石英• 長石（径0.5-2',,)が多、金衷母、絨維、 内面粂痕文 内1/外4以而下若干スス1寸沼

8 縄早（後） B-l 胴部
色調 （内）にぶい黄橙、（外）にぶい橙

I焼色后成調エ 普き通め細かい、石英（径o.s-2・.,Jが多、長石（径1-,,入金衷母が多、繊琲、 内外面涼限 内I/外4以面下炭化物f寸舒， 縄早（後） B-2 阻部
（内）にぷい黄橙、（外）黄灰

B-2 
胎焼成土普き通め細かい、石英• 長石 （径05-2 5り）が多、金衷母、絨維、 条痕文 1/1以下

10 細早（後） 胴部
撹乱 色調 （内）にぶい橙、（外）橙

/焼lii成:t:普き通め細かい、石英（径0.5-3、.,)が多、長石、金衷母 ＼多）、I妓雄、 内外面条痕文 1/4以下
11 縄早（後） B-3 II月部

色調 （内） にぷい黄橙、 （外）洩黄橙
暉焼成ェ 普きめ通細かい、石英（径0.5・,)・長石（径0.5-15 ,/が多，砂位、金衷母、ほ槌か多、11;¥J艮 1/1以下

12 縄早（後） B-1 限部
色調橙

胎焼色成調士~ 醤き通め細かい、石英（径0.5',,)、長石（径3-,,J、金衷母か少、椒維が多、 際9且 1/ ~ 以下
13 細早（後） B-1 胴部

にぶい黄橙
胎焼成土普きめ通細かい、石英（径0.5・，）、長石（径0.5-2. 5・，）、金衷母が多．繊維が少、 内外面 lfj¥眼 l/1以下

11 縄早（後） B-4 胴部
色調 （内）にぶい黄橙、（外）浅黄橙
脂焼成土普きめ通紐かい、石英（径o.s・.,1、長石（径o.s~2 ·,, 1 、金衷母、繊維が多、 内外而粂痕文 内1/4面以下スス1寸柑

15 縄早（後） C-1 胴部
色調にぶい黄橙

16 縄早（後） C-1 胴部
胎焼成土普きめ通細かい、石英（径2-,,)、長石（径0,5-2・,,)、砂粒、金媒母、繊維か少 内1/4面以下炭化物付舒

色調にぶい黄褐
胎焼成土 普き通め細かい、石英（径3・り）、 長石 （径l・，'）、金雲母、繊維 内面条痕文 1 /•I 以下

17 細早（後） C-1 胴部
色調 （内）にぶい黄橙（外）橙
廂ェ普きめ通細かい、石英（径0.5-2、,!. 長石（径I5、,!が多、金哀母が少、絨椎か多 内面条痕文 1/4以下

18 縄早（後） C-2 JI月部 焼成
色調 （内）にぶい黄橙、（外）浅黄橙

縄早（後） 阻部
胎焼成土 普きめ通細かい、石英 （径0.5~ 1 -,, J が多、長石（径l 万）、金雲母、繊維 外面際浪 スス付柑

20 C-2 
色調 （内）思色、（外）にぷい黄橙色 1/1以下
昭焼成エ 普きめ通細かい、石英（径2---0.s-.,)、絋琲多、長石、金衷母、繊維が多 内外而擦痕 1/1以下

21 縄早（後） C-2 胴部
色調 （内）にぶい橙、（外）橙

※4 廂工石英通（径1-3,,)、砂粒（径3刃、椒維多
22 縄早（後） 表採 胴部 焼成普

色調橙

縄 中 胴部
胎焼色成調土 普き通め柑い、 長石 （径い） • 石英 （径0.5-2-.,J が多 悪入 1/4以下

23 B-3 
（内）にぶい黄褐、（外）橙

胎土 （き径めl.租5 ミいリ）、、石砂英粒 • （長径石0.が5'多,,)、黒色粒子 （径[・.,以下）、赤色粒子 無文 l/'1以下
24 縄中 表採 口棧部

焼色成調 普通
にぶい赤褐色

※ 1 入上縄縄•早中•I • 上…•・ •・ •・入ノ縄縄海山文文式時時I式代代※2 

第14表 丸塚遺跡出土遺物観察表② ※※43 早中期）りl

種別 ロ径 I I 調整 ・文様 I No. I 出土地点 器種 器裔 特色 備考
底径

2s I 表採 国産陶器

26 I 表採 国産磁器碗

21 I 表採 国産磁器碗

2s I 表採 国産磁器碗 I 3. 3 

29 I D-4 (7Tr) 国産隣器
(7. 2) 

表土中 箱型褐呑

30 I 表採 国旅陶器
(7. 2) 

箱型褐呑
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6 牛ヶ沢遺跡

所在地

調査原因

調査期間

調査面積

調査主体

発掘担当者

富士宮市大中里108の2

富士川河口断層帯の活動履歴調査に伴う事前の発掘調査

平成18年12月4日---..,12月8日

54rrf 

富士宮市教育委員会教育長大森衛

富士宮市教育委員会文化課学芸員渡井英誉

(1)位置と環境（第46-51図）

牛ヶ沢遺跡は、羽鮒丘陵の裾部に展開する潤井川右岸に形成された沖積地内の微高地に位置し

ている（第46図）。調査地点は、緩やかに潤井川側へ傾斜する斜面地で、その西側に羽鮒丘陵の

斜面を見上げる場所にある。そこは、羽鮒丘陵の末端部に当たり、丘陵の基盤となる黄褐色ロー

ム層や大沢ラヒ゜リ層の分布域であると共に、潤井川の作用による黄褐色砂層の堆積層の分布も認

めることができる地形的な変換点であり、特異な地形環境に形成された遺跡として捉えられるの

である。そのため、調査区の東側に平坦面が見られるものの、その西側は、急激な斜面地を形成

第46図 牛ヶ沢遺跡調査区位箇図
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第47図 牛ヶ沢遺跡周辺地形図

するものである。幅 5m程で比高差1.5mを測るのである。遺構の分布は、東側の平坦地に対し

てその主体を示し、古墳時代の遺物包含層も同じ範囲にその分布が認められる。それは、沖積平

野の末端部に当たるため、潤井川による川の作用を直接受けており、これら遺物包含層や今回の

報告事例に限定されて遺跡が形成されている。地質では、不安定な環境にあるが、限定された遺

跡形成として特徴的な性格を持った遺跡であると言える（第47図）。

調査地点の西側には、標高277mを測る羽鮒丘陵が聟えており、その比高差が137mを測るもの

である。潤井川右岸の沖積地内に点在する微高地のひとつに位置する遺跡であるが、その立地環

境から継続的な遺跡経営を実施できる場所にあるとは言い難い遺跡でもある。遺物包含層とした

黒色土の遺物は、羽鮒丘陵に形成されている河岸段丘上の遺跡から流出して2次的な堆積物とし

ての遺物として捉えることも可能な状況にある。

調査地点から500m程東側で潤井川が南流し、南側200mの地点に潤井川の支流となる清水川の

水源となる大中里湧水群のひとつが位置する。また、遺跡の北側には渋川が羽鮒丘陵側から潤井

川に流れ込んでいる。かつて、各湧水の水量が比較的豊富であったと言われている（富士宮市19

88) ことを考慮すると、遺跡の周辺を取り囲む中小河川と湧水地の存在が浮き彫りにされる。

このような、遺跡の立地環境の中で、周辺には古墳時代前期以降の遺跡が目立った分布を示し

ている（第48図）。そして、それらは、比較的継続性が弱い点で共通するのである。牛ヶ沢遺跡

(1) の今回の調査地点より一段高い河岸段丘上の地点では、古墳時代前期の土器が数多く採集

されている。また、遺跡の北側に近接して位置する石畑遺跡 (3) でも古墳時代前期の土器が採
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集されている（第49図）。この石畑遺

跡や牛ヶ沢遺跡の周辺には、丘陵裾

部の南北に長い微高地上に明善谷戸

遺跡、東岳前遺跡 (2)、石畑遺跡、

舞台遺跡 (4)、牛ヶ沢遺跡、根方遺

跡 (5)、大中里坂上遺跡 (6)、大

中里坂下遺跡 (7) などが連なるよ

うな分布を示している。これらの遺

跡は、その分布から潤井川および大

中里湧水群に依存する遺跡群であり、

l,):~、冒
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第49図 石畑遺跡採集遺物実測図

古墳時代前期の遺物の分布がやや目立つものである。発掘調査が実施されている大中里坂下遺跡

では、縄文時代中期から晩期初頭までの遺物の出土が知られ、その縄文時代の繁栄を伝えている

が、この遺跡においても、弥生時代後期と古墳時代前期の土器が出土している。この遺跡は、潤

井川の沖積地を望む北側に傾斜する緩斜面地に位置しており、西側に閉鎖的な丘陵地形を取る他

の一連の遺跡とは異なる環境にあるが、古墳時代前期の遺物分布域を形成する点では注目される

のである。その広がりはさらに南側に位置する滝戸遺跡へと続く。これらの遺跡における古墳時

代前期は、その後半段階の資料が出土していることで注目されるもので、富士山西南麓において、

この牛ヶ沢遺跡から滝戸遺跡と月の輪平遺跡周辺にかけての星山～羽鮒丘陵において目立った分

布を示す。それは、富士市域における遺跡分布を通しても指摘されることで、富士山南麓の富士

市増川の宮添遺跡周辺の分布と海岸の砂丘列上に集落を形成した三新田遺跡などを同時期の遺跡

として取り上げられるものであるが、比較的限定された範囲における分布として共通する。この

西南麓から南麓にかけての遺跡分布は、近接して水田可耕地を有する遺跡群と有しない遺跡群と

に分けて捉えられるものであるが、後者の代表となる月の輪平遺跡は、継続性の強い集落経営を

行なっている。

今回の発掘調査で発見された平安時代後半の牛ヶ沢遺跡の集落跡について、関連する遺跡を周

辺で見てみると、その数の極めて少ないことが分かる。富士宮市域では、神社に関連した浅間大

社内にある浅間大社遺跡と大宮城跡において、この段階の遺跡の開始が知られるのみである。同

じ潤井川流域では、富士郡術に係る遺跡群が形成されていた東平遺跡周辺に当たる中桁遺跡にお

いて若干の土器が採集されている。

富士山南麓では、浮島ヶ原を望む丘陵部にある補宜の前遺跡において集落遺跡が調査されてい

る（第50図）。また、同時期の土師器と灰釉陶器が横穴式石室から出土している大坂上遺跡や赫

夜姫古墳（第51図）が同地区に位置している。いずれも石室の再利用の跡として捉えられるもの

である。

平安時代後半において、更に注目される遺跡としては、富士川河口部分に展開する富士川町の

破魔射場遺跡が取り上げられる。竪穴住居や掘立柱建物などからなる 10~11世紀の集落遺跡が発

掘調査されており、この地域における当該期の遺跡としては集落景観が分かるもので、特筆され

る。

このように、平安時代後期 10世紀~11世紀にかけての遺跡は、富士地区全域を対象としても、

その分布は、特定の地域に限られていることが分かる。その歴史的な現象を通して牛ヶ沢遺跡の

集落跡の評価を考えなくてはならないのである。
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第51図 富士市赫夜姫古墳石室内出土遺物実測図

(2)調査の概要（第52・53図）

発掘調査は、独立行政法人産業技術総合研究所による断層帯の活動履歴調査に係る トレンチ掘

削に伴うもので、幅 5m程の調査区に対して2006年12月4日,.__,12月8日にかけて実施 した。調査

の面積は、54面を測る （第52図）。調査対象地の周辺は、かつて宅地であ り、緩やかな傾斜地を

示している。現状は荒蕪地と墓地である。宅地であったことから対象地の東側は、その大半を後

世の造成工事により埋め戻されており、従来の地形を示していないものである。

調査は、その埋め戻しに係る客土の除去から開始した。調査区の中央付近から確認面が西側の

丘陵部にかけて大きく立ち上がることが判明したため、その西側の掘削は、できるだけ旧地形に

合わせて掘り進めた。調査区は、その中央部から西側で急傾斜地となり、東側で平坦地を形成す

る。遺構の確認面は、土層の堆積状況により、西側で大沢ラヒ リ゚層、東側で黒色土 （古墳時代遺

物包含層）となる。 それは、調査区が地形的な変換点に当たるためであり、それが地質環境の違
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第52図 牛ヶ沢遺跡調査区周辺図

いを示すと共に、遺構の分布域も規定している。また、この部分は羽鮒丘陵裾部に展開する断層

部分にも相当しており、複雑な地形環境の中で構成された遺跡であることが指摘されるのである。

このようにして発見された遺構は、竪穴住居址 1軒、土坑l基、ピ ット 5個であり、古墳時代

前期の遺物包含層を掘り込んで、構築されている。発掘調査は、任意に設定した4mグリッドを

基準として進め、平安時代の集落に係る竪穴住居址と土坑から取り掛かり、遺物包含層の調査を

実施して終了している （第53図）。

グリッドは、小規模な調査区に対応させて、それに区画が合うように設定しているが、グリッ

ドの軸方位は、真北を指している。グリッドは、北から南へA・B列、西から東へ 1・2・3列

として、それぞれの列の交差を以って名称とした。
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第53図 牛ヶ沢遺跡遺構全体図
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調査区で見られる土層としての層相からは、フジグロ層～大沢ラヒ゜リ層となる基盤層が丘陵側

で確認され、谷側においてそれらの層の上に潤井川の作用によって黄褐色砂質層が堆積して平坦

地が形跡されている様子が分かる。この中で、その堆積がほぼ全域で確認されている黒色土は、

黄褐色砂質層の堆積以降にその堆積が判明している土層であり、前述のように少量ながら古墳時

代前期の遺物を包含する層でもある。旧地形に沿うような堆積から、丘陵上からの流入土かと思

われ、上段の遺跡に関連する遺物包含層として捉えられるものである。

(3)遺構（第53-56図、写真図版7)

発見されている遺構は、竪穴住居址 1軒、土坑 1基、ピ ット 5個である（第53図）。竪穴住居

はカマド部分の一部が検出されものであり、多くは調査区南側の区域外に広がる。ヒ゜ットは径20

cm"'30cm、深さ15cm"-'45cmを測るもので、形状、規模にあまり規則性はない。それぞれ関連する

ような配置は示しておらず、建物等になるものではない。

SB  O 1 (第54・55図）

調査区の南壁際において発見された竪穴住居で、 B-2・B-3グリッド内に位置する。発見

されたのは、竪穴の北側の一部だけで、カマドが確認されている。後世の削平が進んでおり、そ

の残存状況はそれほどよくない。特に、標高を減じる谷側に当たる竪穴の東側においてはそれが

顕著で、掘り込みの大半がすでに消失している。確認された竪穴住居は、その掘り込みが深さ

0. 28mを測り、東西方向で一辺3.6mの規模を持つものである（第54図）。竪穴住居北壁から推定

すると、竪穴住居の軸方向は、 N-1°-Eで、ほぼ北を向く。それは、丘陵裾部に平行するも

のでもある。

覆土は、西側部分を中心に、一部残存しており、黒色土で構成される。その堆積はレンズ状を

示すと思われるもので、自然堆積の様相を示す。

床面は、顕著な掘り方が見られないもので、黄褐色砂質土を直に床面としている。

床面において竪穴住居に付属する施設等は、カマドを除いて明らかではないが、西壁際にヒ゜ッ

トが 1個発見されている。径0.3m、深さ0.37mを測るものであるが、具体的な用途については

分からない。また、竪穴の外側、屋外のカマド北西側においてピットが 1個確認されている。径

0. 21m、深さ0.14mの小さなものであるが、焼土の混入が覆土中に認められ、カマドとの関連が

想定されるものである。但し、その年代については、よく分からない部分が多く、近年の削平に

際してカマド部分の破壊とヒ゜ット状の掘削としてその跡が残ったものであると捉えることもでき

る。

カマドは、北壁のほぼ中央部に位置すると思われるもので、 17cmほど屋外に張り出させて構築

している（第55図）。径0.7m程の規模を示し、袖部と燃焼部と思われる焼土の分布が確認されて

いる。天井部や煙道部などははっきりと残っていない。粘土により構築されたものであると思わ

れるが、純粋な白色粘土は確認していない。カマド内は、粘性の強い褐色土に覆われており、構

築材のひとつとして捉えられるものである。

燃焼部は、床面から約0.lm掘り込まれ、皿状の土坑を示す。それに伴う焼土は径0.2m、厚さ

l. 5cmの範囲に広がる。

袖部として認識されるのは、床面に設置された玄武岩の地山の礫に拠り、両袖とも原位置で発

見されている。礫は、長さ30cm、幅13cmほどを測る角礫で、幅50cmの間隔で袖石としている。本

来、この袖石を芯として、粘土等でそれを覆って袖部とするが、関連するものは明瞭な出土を示

していない。袖部・天井部・掛け口等各部位における構築材は、カマドに対する意図的な破壊
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第54図 牛ヶ沢遺跡SB01実測図
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行為を経ても、それほど堅固な用材ではなかったため、住居廃絶後に流失してしまったのではな

いかと考えられるのである。

カマドの掘り方は、各袖石に係るヒ゜ットと燃焼部の播鉢状の土坑として確認されている。袖石

に伴うヒ゜ットは、西側が幅0.21m、長さ0.45m、深さ0.11mを測り、東側が幅0.23m、長さ0.35 

m、深さ0.11mを測る。両者との床面からの掘り込みの深さは同程度あり、袖石を10cmほど埋め

込んで固定し、 20cmを床上に露呈させてカマドを構築している様子が知られる。その他は、径

0.4mの土坑として深さ約 5cmを掘り込んでいる。

今回の調査における遺物は、このカマドに係るものがその大半を占めている。個別の遺物解説

は後述するが、その出土状況をここで紹介する（第55図）。

カマドの煙道と掛け口の間で甕類を主体とした土器の出土が見られる。出土地点周辺の土層か

らも推測されるように、それらの土器は原位置を示しているものではないことが分かる。そのた

め、土器の周りには、後出の大型礫が点在している様子が知られる。 No.4の甕は、カマドに関連

したと思われるものである。煮沸の痕跡が残る。掛け口に添えられていたものであろう。燃焼部

と掛け口の関係から想定すると、竪穴の埋没等の伴い北壁側に少し押し出されてものと考えられ

る。

カマドに直接関連しない坪類であるNo.1は、住居廃絶以降の混入であろう。また、同時に、煤

などの付着の乏しいNo.2とNo.3も同様の出土状態であると言える。ただし、その出土がNo.4と混

在している様子から、住居の構築時と廃絶時の違いを最大として、大きな時期差はないものとし

て捉えている。

SK  O 2 (第56図）

地形に対し直交して築かれた無花果型の形状を示す土坑であり、長さ2.15m、最大幅1.Omの

規模を測る。中央やや北よりの場所で最深部を示し、深さ0.5mを測る（第56図）。形状は、標高

に合わせて南側に向かってその幅を減じ、深さも浅くする。土坑の中央付近から北側は、幅1.0

mほどで均等な値を示すもので、方形を指向している。中央部から北壁にかけての底面はほぼ平

坦であるのに対して、南

側は地形に沿ってその底

面も徐々に傾斜する。底

面における比高差は、 41.

3cmを測る。 SK02の位

置する場所は、丁度、地

形、地質の変換点である

と共に、断層の直上に位

置している。そのため、

その底面は北側が砂質層

であり、南側は暗褐色土

層となる。更に、砂質層

をその基盤とする部分に

ついては、断層の影響を

受け不安定な底面を形成

する。現状では、断層に
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第56図 牛ヶ沢遺跡SK02実測図
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沿うように底面における陥没が確認されている。

SK02に伴う覆士は、 3層に分けられる。最下層（第3層）は、明らかな人為的埋め戻しよ

るもので、黒色土がブロック状となって含まれている。上層の第 2層についても黒色土で構成さ

れ、平面的な堆積を示すことから同様のものと捉えられる。第 1層は、橙色スコリアの混入の目

立つ黒色土で土坑全体を覆う。

この土坑の具体的な用途については、よく分からないが、第 1層中から出土している灰釉陶器

(No. 6) の年代から平安時代のものであることと、前述のSBOlとは年代が異なることが指摘

される。

SK02周辺でヒッ゚ トが4個発見されているが、 それぞれ規則性が無く、形状の類似性も乏し

いもので、相互の関連は極めて薄いものと考えられる。

(4)遺物（第57・58図、写真図版8)

発掘調査で発見されている遺物は、土器、陶磁器である（第57図）。 SBO 1から出土してい

る遺物は、カマド部分からの出土品を中心にした良好な一括資料としての捉えることができるも

のである。

SB O 1 (第57・58図）

1 ,...__, 5は、 SBOl出土の土器類である。 1 ,...__, 4がカマド周辺で発見されたものである（第55

図）。 1は高台付の坪で坪部と高台部の一部を欠損するものの全体の形状の分かるものである。

欠損部分が意図的に欠いているのかどうか、判断し難い状況にある。その破断面の摩滅が比較的

目立つものとなっている。特に口縁部に、おいては、その体部に対して弧状に欠損している部分が

認められ、意図的に打ち欠きの痕ではないかと思われる状態にある（第58図）。その部分の破断

面は明らかに他の割れ口より摩滅が進行しており、破損した段階の違いをよく表している。但し、

破断面自体の整形がそれほど丁寧ではない点から、その部分が用途を転用しているなど、直接、

容器の機能を反映しているとは判断し難いものである。 z,...__,4は、甲斐型の甕で、胎土に石英と

雲母の混入が目立つ。 2は口縁部の肥厚が顕著な長胴甕の胴部上半～口縁部破片で、胴部内外面

をハケ整形で仕上げている。外面の一部に煤の付着が見られる。 3は口縁端部内面を肥厚させて

いる小型甕で、胴部内面をナデ整形する。 4は、頸部の屈折が明瞭な小型甕で、底部の一部を欠

損するものの、ほぼ全体の形態が分かるものである。外面の胴部上半に煤の付着が目立つ。カマ

ドに直接関連した甕ではないかと考えられる。

5はSBOlの覆土中からの出土した羽釜の口縁部破片で、甲斐型甕の一形式である。口縁部

付近の破片資料で、全体の形は分からないが、 胴部は内外面共ハケメ整形で仕上げられている。

ロ縁部はやや内傾し、その端部を面取りする。鍔は明瞭にヨコナデが施されほぼ水平に付されて

いる。外面に煤が付着する。

SK  O 2 (第57図）

灰釉陶器が 2点出土している。 6は遺構の覆土上層から出土している高台部破片で底部に糸き

り痕を残す。高台は短く外方に開き、その端部を尖り気味に丸くする。 7は坪部の小破片で灰釉

が内外面に施されている。坪部の中位に弱い稜を有するものである。

8 ,...__,11は、遺構以外の遺物包含層および表土中からの出土である。 8は、壺の底部破片で、士廿

あるいは直口壺などが想定されるものである。胎土はきめが粗く、特徴的に石英と火山灰と考え

られる白色砂粒を含む。

9 ,...__,11 は表土中から出土した近世の陶磁器である。 9 は瀬戸• 美濃産の陶磁器で灯明皿となる。
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第57図 牛ヶ沢遺跡出土遺物実測図
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内面に重ね焼きの痕跡を残す。 10、11も同様に瀬戸

• 美濃産で、 10がヨロイ茶碗、 11は播鉢の破片であ

る。 3例とも18世紀後半以降の製品で、 9が18世紀

末---..,19世紀、 10が18世紀後半のものと思われる。

(5)年代

出土遺物から判断される年代としては、高台付の

坪と甲斐型の甕との共判が知られる SBOlの一括

資料が注目される。甕類は甕、小型甕、羽釜から構

成されるものである。甕は口縁部を外側に肥厚させ

末広口縁型と称されるもので、甲斐型土器編年XII期

（山梨県考古学協会1992)以降の製品である。小型

甕は 2型式の存在が知られるが、その出土状況から

時期差としても捉えられるものでもある。器高に比

べて口縁の幅が短い4は、平坦面を形成する口縁内

面の状況が甕 (2) とよく似ているが口縁部は肥厚

させていない。胴部中位に最大径を持つ小型甕 (3)

は、頸部の屈折が緩やかで口縁端部を肥厚させる点

や煮沸の痕跡が不明瞭な事など他の甕とは異質な甕

である。但し、 3と4は胴部上半の器厚が頸部に向

かって増やしている点ではよく似ている。羽釜はXI

期以降に登場する形式である。鍔の形状や内外面の

ハケ調整、胎土が甲斐型甕特有の雲母や石英を含む

点などからxm期には 5のような型式は消失してい

るようである。以上のように甕類は、すべて甲斐型

゜
10cm 

第58図牛ヶ沢遺跡SB01

出土高台付坪(No.1)実測図

のもので占められて、甲斐型土器編年のXII期,.__,XIII期に収まるもので構成されていることが分か

る。そして、小型甕の口縁部の肥厚がまだ弱い点を評価すると、その年代の中心はXII期にあるも

のと思われるのである。

これらの土器群の中に 1の高台付の坪が含まれる。土師器における付け高台を付すものは、灰

釉陶器の模倣品として成立したものと考えられるが、丁度、 8世紀以来の地域型坪類の消滅時期

にも呼応して登場する。高台付坪は、底部回転糸きり後無調整の坪類が大半を占める器種構成の

中で一定量を占めるものでもある。登場時期は、駿河～伊豆の土器編年に即してみれば、その第

VI期（池谷1995) となる。

以上の事象を総合すると、 SBOlから出土している土器群は10世紀第2四半期の年代が与え

られるものである。灰釉陶器による年代では、折戸53号窯式期に相当する。

この一括資料に対して、村山浅間神社遺跡竪穴住居 1出土土器は、坪類以外、類似した形式（型

式）組成を示すことが指摘される。村山浅間神社遺跡出土の土器も甲斐型土器編年第XII期として

捉え、 10世紀前半の年代が考えられている（富士宮市教育委員会2005)。両者の形式組成の中で、

大きな違いは、坪類の構成であり、甲斐型の坪で占められる村山浅間神社遺跡例と高台付坪の出

土を見ている牛ヶ沢遺跡SBOl例との違いである。それは、第50図に載せた富士市補宜ノ前遺

跡第 6号住居址における一括資料からその違いが更に鮮明となる。
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祢宜ノ前遺跡第6号住居址は、黒笹90号窯式期～折戸53窯式期前半代の灰釉陶器と回転糸きり

無調整の坪、高台付坪の共伴が知られる一括資料である。この中に甲斐型の羽釜が含まれている。

この羽釜は、甲斐型土器編年XI,....,XII期のものとして捉えられるものである。この第6号住居址出

土の灰釉陶器の年代観から考えると、村山浅間神社遺跡竪穴住居1との大きな時間的な違いは認

められない。

富士地区における 9世紀後半から10世紀前半の土器編年は、富士宮市泉遺跡第1号住居址、富

士市岩倉B遺跡SBl→村山浅間神社遺跡竪穴住居 1、泉遺跡第3号住居址、富士市祢宜ノ前遺

跡第6号住居址、富士市岩倉B遺跡SB2→牛ヶ沢遺跡SBOl、富士市赫夜姫古墳、富士市中

桁遺跡第13号住居跡、同遺物集中地点への段階的な変化が想定される。その中で、村山浅間神社

遺跡竪穴住居 1と祢宜ノ前遺跡第6号住居址との型式組成に表れるように、坪類の大きな変換期

がそこに認められるのである。それは前段階からの在地的な様相を継承する村山浅間神社例と新

たな様式を導入した祢宜ノ前例との違いとして評価されるものである（註 1)。それが遺跡の性

格による違いとして反映されるものなのかは、今後の課題であるが、祢宜ノ前遺跡例を初源とし

て、高台付坪は祢宜ノ前遺跡第6号住居址→牛ヶ沢遺跡SBOlへと型式変化する。

SK02出土の灰釉陶器は、東山72号窯式期段階のものであろう。 SBOlより後出のもので

ある。 2つの遺構は共存しない。

註

1. 伊豆の土器編年においては、その第V1期を 2系統の坪類の共伴段階としている（池谷19

95)。第V1期は、灰釉陶器が折戸53号窯式期を主体として黒笹90号窯式期から東山72号窯式

期の一部を含む段階のものであり、やや時間的な幅を持たせているが、三島市桶田5号住居

址例などで良好な一括資料が知られ、具体的な型式組成として提示されている。

く引用参考文献＞

池谷初恵1995「第3節 伊豆国における奈良平安時代の土器様相」『大場川遺跡群』三島市教育委員会

富士宮市1988『富士宮市の自然』

富士宮市教育委員会2005『村山浅間神社調査報告書一遺跡範囲確認調査編ー』

山梨県考古学協会1992『甲斐型土器ーその編年と年代ー』
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第15表 牛ヶ沢遺跡出土土器観察表

口径

No. 出土地点 柑H!t柑~/1多 器莉 特色 調棺など 備考

底径

16.5 胎土きめが細かく、熱色砂粒、白色砂粒を含む ロクロ成形付け麻台 ほぽ完存

l SBOI 坪 6.4 焼成やや軟質 外面麻台部ヨコナデ ロ縁部意囮的に欠捐？注口

8.2 色調黄橙色 底部糸きり未調整

内外面表面聞耗

胎土きめが柑く、石英、 誤母の混入が多い ロ緑部ヨコナデ、外而ユピオサエ ロ緑部1/3存

2 SBOI 甕 (27.7) 焼成やや硬竹 外面タテハケメ(1本/cm→5木/cm)

色調（外）にぶい橙色（内）灰褐色 内面ヨコハケメ(5本/cm)

I 3. 7 胎土きめが粗く、石英、設母の混入が多い 口紋部ヨコナデ底部木梨Ill 1/3存

3 SBOl 甕 11.0 焼成晋通 外面タテハケメ(4木/cm)

7.5 色調にぶい橙色 内面板ナデ底部ユピナデ

18 0 胎土きめが~llく、石英、雲母の混入が多い ロ緑部ヨコナデ底部木珠痕 ほぽ完存

4 SBOl 甕 15.0 焼成やや軟質 外面タテIヽケメ ( •I木/rn) 外面煤付舒

9.8 色調（外）灰褐色（内）にぶい赤褐色 内面ヨコハケメ底部ユピナデ

(25.4) 胎土きめが柑く、石英の混入が目立つ ロ縁部外面ヨコナデ、内面板ナデ 小破片

5 SBOI 羽釜 焼成晋通 外面タテハケメ(4本/cn・6本/en) 鍔径(320) 

色調にぶい赤褐色 内面ヨコハケメ鍔部ヨコナデ 鍔部ヨコナデ

胎士きめが細かく、白色砂粒を含む ロクロ成形 小破片

6 SK02 碗 (15 5) 焼成硬質 釉漬け掛け？ 灰釉隣器

色調灰白色

胎土緻密で白色砂粒を含む ロクロ成形付け病台 底部全周

7 SK02 碗 7.0 焼成硬質 外面高台部ヨコナデ 灰釉陶器

色調灰色 底部糸きり未調整

内面狙ね焼き痕

胎土粒子が粗く、石英、白色砂粒が多い 外面タテミガキ 底部破片

8 包含層 壺？ (5.0) 焼成普通 底部ナデ 破断面摩滅

色調（外）にぶい褐色（内）にぶい橙色 内面表面剥離、ハケメが残る

(10. l) 胎土緻密で白色砂粒を含む 灯IJjllll

， 表土 皿 (l 5) 焼成硬質 瀬戸・美濃産

(4 7) 色調にぶい赤褐色 18世紀末-19世紀初

胎土ややきめが粗く、石英を含む 外面連続刺突文 ヨロイ茶碗

10 表土 碗 (7.9) 焼成硬質 瀬戸・美濃産

色調淡黄色•黒褐色 18世紀後半

胎土石英、黒色砂粒、赤色砂粒を含む 内面刻み目（条線） 揺鉢

11 表土 鉢 焼成硬質 瀬戸•美濃産

色調にぶい赤褐色 近世
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せんげんたいしゃいせき

7 浅間大社遺跡

（確認調査）

所在地

調査原因

調査期間

調査面積

調査主体

発掘担当者

（第V1次調査）

所在地

調査原因

調査期間

調査面積

調査主体

発掘担当者

（第VJI次調査）

所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積

調査主体

発掘担当者

富士宮市宮町1番 1号

消火栓貯水槽埋設及び参拝者駐車場の整地

平成15年11月12日"--'27日

60.5対

富士宮市教育委員会教育長 大森衛

富士宮市教育委員会学芸員 渡井英誉

富士宮市宮町 1番 1号

静岡県指定有形文化財富士山本宮浅間大社社殿防災施設工事

平成17年 8 月 1 日 ~g 月 30 日

343面

富士宮市教育委員会教育長 大森衛

富士宮市教育委員会学芸員 渡井英誉

富士宮市宮町 1番 1号

祈祷者昇降口建設

平成19年8月27日,,..__,9月12日

21 rrl 

富士宮市教育委員会教育長 佐野敬祥

富士宮市教育委員会学芸員 渡井英誉

(1)遺跡の位置と環境（第59図～第61図）

浅間大社遺跡は、富士山南西麓の標高約120m付近に位置し、浅間大社の境内地を遺跡範囲

としている（第59図）。浅間神社遺跡周辺の地質は、新富士火山の火山麓扇状地と潤井川の谷

底平野・氾濫原とが接する付近となっている。浅間大社境内の東端には、富士山の湧水地で

ある湧玉池（国指定特別天然記念物）があり、富士山溶岩流から水が湧き出て湧玉池となり、

神田川となって潤井川に注ぎ込んでいる（第60図）。湧玉池の他にも、浅間大社周辺の市街地

には湧水地が点在し、大岩・ 小泉地区と同じく湧水地の数の多い地区である。

浅間大社境内地は市街地の中心にあり、東隣には近接して、浅間大社の大宮司であった富

士氏の居館跡である大宮城跡(8)がある（第61図）。大宮城跡は、これまでの調査により古代

末期から戦国時代末期にいたるまでの建物跡や溝 ・戦国時代の堀等が、多量の貿易陶磁器や

国産陶磁器・建築材などと共に発見され、富士山信仰の中心地である浅間大社遺跡 (1)と共

に、古代末から中世にかけての富士宮の歴史を紐解く上で重要な遺跡である。大宮城跡と浅
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第59図 浅間大社遺跡調査区位置図 (1)

間大社遺跡は、神田川対岸の微高地上に位置 し、中世の大宮市はこの南面で行われ、富士山

登頂を目指す富士行者達を迎え入れて発展した。

浅間大社は、社伝によると、大同元年(806)に坂上田村麿が山宮から大宮に遷したことに

始まる。 山宮の地とは、現在富士宮市山宮に鎮座する 山宮浅間神社を指すと考えられ、大宮

とは、現在の浅間大社周辺と考えられている（宮地他1928)。かつて両神社は、「山宮」と 「里

宮」として春と秋に神霊を送り迎えする 「山鉾巡幸」が行われるという関係にあった。 山宮

浅間神社は浅間大社から直線距離で約2.7km離れている。現在も社殿はなく、溶岩流の末端

である丘陵上に磐座を設けるのみで古い形態の信仰の様子をとどめていると 言われるが、こ

れまで調査は行われておらず、詳細は不明となっている。
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第60図 浅間大社遺跡周辺地形図

(2) 調査の概要（第62図）

浅間大社遺跡に対しては、これまで 8 回の調査が行われている（第62図） 。 第 1 次• 第11

次調査では、西を参道と東を神田川とに挟まれた低地に中世から近世にかけて使用されたと

考えられる溝が発見された。第1II次調査では、境内地西端の傾斜変換点付近で竪穴住居跡、

すぐ南の第W次調査地点では、掘立柱建物が確認され、 12世紀前半,..._,13世紀の年代があたえ

られている。第V次調査地点は、第1II次調査地点と第W次調査地点との間にあたり、土坑群

と集石が発見され、 12世紀後半,..._,13世紀の年代が与えられている。大宮城跡では、貿易陶磁

器をはじめ、国産陶磁器や石臼などといった12世紀から16世紀にかけての生活什器が多量に

出土しており、かわらけを主として出土する浅間大社とは遺物の種類に偏りがある。

本報告は、平成15年度に行われた確認調査地点と、平成17年度に行われた第V1次調査地点、

平成19年度に行われた第VII次調査地点である。確認調査は、 A区（消火栓貯水槽埋設）と B

区（参拝者駐車場設備）とで行われたが、後にA区は第V次調査区となり、本報告は、 B区調

査地点である（以下確認調査地点）。確認調査地点は、北を馬場と東を参道に挟まれた箇所で、

旧宮司社宅と旧中央公民館の間は微高地となっている。第V1次調査地点と第VII次調査地点は、

確認調査地点と馬場を挟んで北側のさらに微高地となる本殿を取り囲む回廊内である。確認

調査と第VII次調査はトレンチ調査で行われ、第V1次調査では、工事に伴う立会い調査によっ
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第62固 浅間大社遺跡調査区位置図 (2)

て行われた。なお、確認調査地点については、参拝者用駐車場建設の際、遺構確認面まで削

平が及ばないと判断されたため、遺構の平面的な調査にとどめている。

(3) 遺構

A 確認調査（第63図～第66図）

調査は、調査対象地に対して任意にトレンチを設定して行った（第63図）。遺構は、 1ト

レンチ (lTr),..__,3トレンチ (3T r)で発見され、 4 トレンチ (4T r)と5トレンチ (5T 

r)では確認されなかった（第64図）。 4トレンチでは、表土下に赤褐色粘質土を検出した。

この粘質土からは常時水が染み出ており、神田川に向かっての低湿地にあると考えられた。
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5 トレンチでは地山を検出し

たのみであった。

なお、図に示す標高値はす

べて同じである。

SK  O 1 (第64・65図）

SKOlは、 2トレンチ南

側で発見された。東側の一部

のみ検出された状況で、 トレ

ンチ外の西側にも広がると考

えられる。検出された範囲で

は、長軸1.6m、短軸0.42m 

の土坑に人頭大以上の石が詰

められており、中には拳大の

石も見られた。石は、土坑の

内側に向かって並べられてい

るようであった（第65図）。

前述のように、平面的調査に

とどめたため、遺構の深さな

どは不明である。遺構は、か

わらけなどを含む 4層（第64

図）に覆われていた。

↓
 

0 20m 

I , ,'一’

第63図 浅間大社遺跡確認調査トレンチ設定図
SK  O 2 (第64・65図）

SK02は、 3トレンチの中ほどに発見された。土坑範囲は東側にも広がると考えられる。

規模は、長軸0.97m、短軸0:84mである。 SK02周辺には、ピットらしき落ち込みも確認

されている。 トレンチ 3は、遺構確認面までの厚さが 1トレンチや 2トレンチにくらべ薄く

なっており、標閾値的にみると SK02を覆う 2層とトレンチ 2で確認された 3層とが同一

層である可能性がある（第64・65図）。そのため、出土遺物はなく、詳細は不明だが、後述

する SX02と同時期の可能性がある。

S XO 1 (第64・66図）

S XO 1は、 1トレンチで発見された石敷遺構である。調査当時は地山の石とも考えられ

たが、トレンチ北西隅に礫の空白が見られることや、遺物が多く挟まっていることなどから、

遺構として捉えた。この石敷遺構は、径2・3cmから拳大の溶岩礫を主体する礫の分布で、幅

約1.3mで北東ー南西方向に広がっていた（第64・65図）。中には扁平な礫や人頭大の礫も見

られた。礫の間には、かわらけや中世国産陶磁器なども含まれており、この遺構が概期の遺

構であると考えられた。

この遺構は、かわらけなどの遺物包含層に覆われて発見されたので、前述の SKOlと同

時期の可能性が窺える。この遺構もまた、平面的調査にとどめたため、遺構の掘り込みなど

は不明であるが、礫は地山である茶褐色粘質土に直接乗っているように見えた。
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S XO 2 (第64・66図）

SX02は、 2トレンチの北側に発見された集石である。拳大程度の溶岩礫を主体とする

集石で、中には人頭大のものも含まれる。石列である後述する SX03によって切られてい

る。礫は、平面的ではなく上下に積み重なっており、 トレンチの東側に厚く、西側ではまば

らとなる。南側のSKOlの方へも点在する。遺物はなく、時期は不明だが、中世の遺物包

含層ではない 3層に覆われており、また SX03に切られていることからすると、 SKOl

と同時期かもしくはそれよりやや新しい時期の遺構である可能性もある（第64・65図）。

S XO 3 (第64・66図）

SX03は、 2トレンチ

の北側に東西方向に伸びる

石列である。 トレンチの東

西にもさらに伸びている。

溶岩礫を切石としており、

一つの石の大きさは、長さ

約45cm、幅約30cmで、厚さ

は地上に出ている部分で約

21cmである。石列の面は南

方向にそろえられており、

南面を意識している様子が

わかる。 SX02を切って

いる。 SXO  3の北側に通

I,. 

ICD 

1. 黒褐色土やや粒の大きなスコリア粒含む。

SK02 

I)> I 

jw 

2m 

第65図 浅間大社遺跡確認調査SK01・02実測図

1,,. 

I"' 

1. 暗褐色砂質土スコリア粒•砂がプロック状に混入

玉石も見られる．

SX01 

1. 表土 埋め土

2. 茶褐色土 6層に類似する層がプロック状に入る．

3. 黒色砂質土遺物包含層。 5n,n程度の小石が目立つ。

4. 黒色砂質土遺物包含層,3層より黒色味が強く粒子がやや籍くなる。

5. 黒色粘質土 硬質。スコリア粒を含む。中世遺物包含層。
6. 茶褐色粘質土 遺情慣築時の基盤層。 5層より粒子細かく褐色土プロックを若干含む。

A
 

B
 

2m 

第66図 浅間大社遺跡確認調査SX01-03実測図
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る現代のビニールパイプは、この SX03沿いに東西に伸びているようであった（第64・65

図）。遺物の出土はなく、時期は不明だが、中世の遺物包含層でない 3層を切って構築され

ており、 SKOl・SXOl・SX02よりも時期は新しいと考えられる。礫の様子も他の

遺構のものより黒色が強く、異質な印象を受けた。

B 第VI次調査（第67図～第70図）

第V1次調査は、国指定重要文化財及び県指定有形文化財となっている浅間大社本殿・拝殿

・幣殿の防災設備設置工事に伴って行われた。そのため、調査地点は、社殿を取り囲むよう

に消火設備などが埋設された箇所となっている（第67図）。調査は立会い調査で行われたた

め、調査対象地に対して任意で簡易の 5mグリッドを設けることよりグリッドごとに遺物を

取り上げ、土層の調査をすることでその層位関係をおさえた（第68図• 第69図）。グリッド

番号は、各グリッドの図上左上の交点をあてた。

第69図は、各グリッドの土層柱状図である。高さは幅の 2倍に強調してある。作図箇所は

各グリッドの開始点から幅 lmとした。本殿北側のB-1からH-1グリッドまでは、表土

下に地山 (VI層）となる黄褐色砂質土層が確認されたのみで、遺物包含層は確認されなかった。

同じ様相は、 A-1からA-5グリッド付近まで続いていた。 I -1グリッドから南側と A

-6グリッドから東側にかけては、 遺物包含層となる褐色砂質土層 (II層）が確認された。遺

物はほとんどがかわらけ片である。社殿正面の E-10グリッドから東側へJ-9グリッドで

は、 II層の下に遺物が増加するIII層が見られるようになり、さらにE-10・J - 9グリッド

r--
O 20m 
I , . I 

第67図 浅間大社遺跡第VI次調査調査区位置図
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C-1 D-1 E-1 F-1 G-1 H-1 I-1 

1-2 1-4 1-5 

J-8 J-9 D
 

E 
一 E-10 F-10 G-10 H-10 L 

□
 

D

D
D

D
D
●
 

I. 表土、玉砂利層．

Il. 褐色砂質土層。遺物包含層。

m. 褐色砂質土層。遺物包含層。 Il層より多い。

W かわらけ砕片 • 炭化物・焼土 •ローム質土などの
堆9責箇所。遺物包含層。

V. 黒褐色砂質土層。遺物少ない。

VI. 地山．

第69図

，
 

F
 

浅間大社遺跡第VI次調査土層柱状図

G H
 

＋
 

↑
↑
 

＋
 

SK01 
SX01 

10 

｀ ゜
3m 

SK01 

ロニi
I. 黒褐色砂質土しまりややあり．粘性非常に迅かわらけ片・径51M1ほどの小石を含む．

2. 黒褐色砂質土しまりややあり． 粘性非常に強。かわらIt片•径 1 cmほどの小石含む。 •
3. 暗褐色砂質土しまりややあり。上層よりさらに粘性強。かわらけ片・径1cmほどの小石含む。

4. 暗褐色砂質土しまりややあり.3層と同程度の粘性．径1cmほどの小石含む。

5. 褐色砂質土しまり強。 3層と同程度の粘性，径SIM>ほどの小石多く含む。

2m 

第70図 浅間大社遺跡第VI次調査SK01 ・SX01実測図

層の堆積が厚くなり、地山も徐々に標高を下げている。

るよ うで、中世の段階より遡る古墳時代の遺構の存在が窺える。

第VIl次調査（第71図～第74図）

第VII次調査は、これまでの調査の中で最も社殿に近い箇所の調査となった（第71図）。

SXOlはその辺りに構築されてい

c
 調査
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----------i~ ニ
第71図 浅間大社遺跡第VII次調査調査地点位置図

区は、拝殿と祭器庫の西側にあたる。拝殿の建造年代は不明であるが、寛永十年(1633)当時

の様子を描いたと思われる規模と現在の拝殿の規模がほぼ同じであるという（富士山本宮浅

間大社2005)。現在の祭器庫は、拝殿東側の神饂所と共に大正十五年(1926)に新設されたも

のである。前出の寛永十年の絵図には、拝殿西側に独立して「御炊殿」とある建物が描かれ

ており、また、明治二十三年 (1890)

発行の「官幣大社富士山本宮棧間

神社境内全図」（富士宮市教育委員

会1992)では、拝殿西側には「神饂

舎」とあ る建物が社殿とが接して

おり、祭器庫はみられない。第VII

次調査区は、これら建物との関連

が深い地点である。

調査地点では、 一部に現代の排

水管 (1トレンチ）や、水道管 (3ト

レンチ）等の埋設が確認されたが、

2トレンチ (2T r)から 3トレン

チ(3T r)にまたがって、古墳時

塀

祭器廂

拝殿

゜
5m 

第72図 浅間大社遺跡第vn次調査遺構分布図

-91-



E
 

1. 表土祭器庫・拝殿に沿って基礎コンクリートが埋設されており、

玉砂利層を含む。

€) 
く8801>
2. 暗褐色砂質土しまり強。粘性あり。スコリア粒Ill含む。
3. 褐色砂質土しまり強。粘性あり。スコリア粒1-2%含む。

4. 黄褐色土しまり非常に強。粘性なし。小石(1.5-IOcm)含む。

スゴJア粒511含む。
5. 黒褐色土しまり強。粘性やや強い。小石(2-3cm)含む。

スコリア粒1-3%含む。

6. にぶい黄褐色土貼床面。しまり非常に強。粘性なし。
小石(1-3cm)含む。スコリア粒1-3¾含む。

7. 黒褐色土掘り方覆土。しまり強。粘性あり。小石・スコリア粒
ともほとんど含まない。

3Tr 

2m 

S601 

e
 

G
_
 t

/
 

拝

殿

拝殿

くSK他＞
2. 褐色土 SK01覆土。しまり弱。粘性やや強。河原石上層に含む。小石(1-2cm)多く含む。スコリア粒111含む．

3. 黒褐色土 SKOl覆土。しまり弱。粘性強。小石(1cm以下）含む。スコリア粒1511含む。かわらけ含む．

4. 黒褐色土 SK01覆土。しまり弱。粘性強。スコリア粒7%含む。かわらけ含む。

5. 明黄褐色土 SK02覆土。しまり弱。粘性強。小石若干含まれる．

6. 黒褐色土 SK02覆土。しまり弱。粘性強。

7. 灰黄褐色砂質土 SK02覆土。しまり弱。粘性弱．小石(2-511m)多く含む．

8, にぶい黄褐色土 SK02覆土編しまり弱。粘性非常に強。スコリア粒1%含む。

9, 黄褐色土 SK02覆土。しまり強。粘性弱。河原石含まれる。

10. 黄褐色粘質土 SK02覆土。しまり弱。粘性強．小石わずかに含む。

11. にぶい黄褐色粘質土 SK02覆土。しまり弱．粘性非常に強。小石わずかに含む。

12. 灰黄褐色粘質土 SK02覆土。しまり弱。粘性強。小石を若干含む。

13. 黒褐色土 SK02覆土。しまり弱。粘性強。褐色土プロック含む。小石(2-6叩）含む。

14. 褐色土 SK03覆土。しまり強。粘性強。スコリア粒1-2%含む。

15. 黒褐色土しまりやや強。粘性非常に強。小石含む。スコリア粒1-3%含む。

16. にぶい黄褐色土 SK03覆土。しまりやや強。 粘性強。 小石•スコリア粒ともほとんど含まない。
17. 黒褐色土 SK03覆土。しまり強。粘性強。小石若干含む。スコリア粒1%含む。

18. 灰黄褐色土 SK03覆土。しまりやや強。粘性強。小石若干含む。スコリア粒1%含む。

19. 褐灰色砂質土しまりあり。 粘性弱。小石 • スコリア粒含む。
20. 灰黄褐色砂質土しまり弱。 粘性弱。 小石•ロームプロック ・ スコリア粒含む。地山によく似る。
21. にぶい黄褐色砂質土しまりあり。粘性弱。混入物少ない。

22. 黒褐色砂質土 SK04覆土。しまり強。粘性弱。

小石 • かわらけ・スコリア粒含む。

26層によく似る。

23. 黒褐色砂質土 SK04覆土。しまりやや強。粘性弱。

小石 • かわらけ ・ スコリア粒含む。

24. 黒褐色砂質土 SK04覆土。しまり弱。粘性弱。

小石 • かわらけ ・ スコリア粒含む．

25. 暗褐色砂質土 SK04覆土。しまり弱。粘性弱。

ロームプロック・小石 • スコリア粒含む

砂質の強い層。

26. 黒褐色砂質土しまり強． 粘性弱。 小石•かわらけ
を含む。小石の混入が目立つ。

第73図 浅間大社遺跡第VII次調査遺構実測図
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代の竪穴住居 1軒(SBO1)、 2トレンチ東側には中世の土坑(SKO1"--04)・ピッ トが

確認された（第72図）。これらの配水管などの埋設箇所は、未調査となっている。また、 2ト

レンチ東側では、中世の土坑やヒ゜ットを覆うように、かわらけの小破片を多く含むしまりの

非常に強い層（第73図26層）が分布しており、整地層である可能性も考えられた。この整地層

は、社殿正面で確認された第VI次調査のIII層及びW層に対応する可能性がある。

SB  O 1 (第73・74図、写真図版 9)

SB O 1は、 2トレンチと 3トレンチにまたがる形で発見された。古墳時代前期の竪穴住

居跡である。調査時には確認できなかったが、 1トレンチ(1T r)南東隅にもその範囲が及

んでいたかもしれない。遺構の規模は推定で6.5mX5mで、形状はやや隅丸方形になるかと

思われる。貼り床は確認された遺構内に良好に残存し、非常にしまりが強いにぶい黄褐色土

である。標高値は118.8m付近でほぼ一定である。柱穴であるヒ゜ットは、遺構内に 1箇所確

認された。ヒ゜ットの規模は0.18m X 0. 18mのややゆがんだ円形を呈 している。ヒ゜ットの深さ

は0.35mである。残存する壁高は、貼り床面から0.29mである。調査範囲では炉跡は発見さ

れなかった。なお、 3トレンチでは、埋設された水道管などにより未掘部分がある。

遺物は、覆土中より古墳時代前期の土師器甕．壷・小形器台（第82図）が出土した。

SK01-SK03 (第73図）

SKO 1,...__,SKO 3は、 SKOl→ SK02→ SK03の切りあい関係が見られる土坑で

ある。いずれも、遺構は北側に広がるが、祭器庫の下となり未調査である。周辺は、表土か

ら遺構確認面までの深さが浅く、また祭器庫のコンクリート基礎や玉砂利層などが堆積して

おり、当初撹乱と認識していた。しかし、かわらけを中心とした遺物が多く出土していたこ

とと、コンクリート破片などといった新しいものを含まない覆土が確認され、遺構としたも

のである。そのため遺構内の遺物としてとりあげていない遺物も多くある。 SK02・SK

0 3については遺構内遺物を確認している。

SKOlは、西側の壁を掘り飛ばしている。土層によ って復元される規模は、調査部分で

の長軸0.76m、短軸0.15mで方形を呈する。覆土の状況は SK04に似ている。 遺構の深さ

は0.2mである。SK02は、 SKOlに切られている。規模は、調査部分での長軸1.04m、

短軸0.29mで方形を呈する。遺構の深さ は0.35mである。覆土からは、かわらけ片が出土し

ている。覆土は、埋め土とみられ

る黄褐色から灰黄褐色を呈する粘

質土 (10---...,12層）が含まれるなど、

SK  O 1とは様相を違えている。

SK03は、 SKO 2に切られて

いる。残存する規模は、長軸0.61 

m、短軸0.25mで円形を呈する。

遺構の深さは0.39mで、遺構底面

は凹凸が見られる。覆土からは、

かわらけ片が出土している。

SK  O 4 (第73図）

SK04は、 2トレンチ南東隅

で発見されたものである。 SKOl

塀

゜
1Tr 祭器廊 ＋ 

拝殿

5m 

第74図 浅間大社遺跡第VII次調査遺構範囲想定図
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からは約0.9m離れた場所にある。遺構は拝殿の下から 2トレンチ南側へ広がる。調査部分

での規模は、長軸0.56m、短軸0.37mで方形を呈する。遺構の深さは0.66mである。覆土か

らは、かわらけ片が出土している。覆土は、自然堆積と思われ、下層につれ遺物量は減った。

覆土の状況は SKOlに似ている。

(4)遺物（第75-84図、第16-27表、写真図版9・10)

A 確認調査（第75図、第16・17表）

確認調査では、中世の国産陶磁器、かわらけ、近世以降の遺物が検出されている。中世及

び、近世土器共に遺物の出土は見られるが遺物量は少ない。

① 中世（第75図1-12・14-22、第16表）

国産陶磁器（第75図1-12・19-22、第16表）

1はA区の 1トレンチより検出された同安窯系の青磁碗である。文様として櫛描文が描か

れている。年代は12世紀後葉に推察される。

2~7 は瀬戸・美濃産の陶磁器である。 2 は碗形鉢、 3 は花瓶である。ともに 14世紀後半

~15世紀初頭に推察される。 4 は 15世紀中頃の縁釉小皿、 5 は 15世紀代の盤、 6·7 は 15世

紀後半~16世紀初頭の揺鉢と推察される。 8 は常滑産の片口鉢であり、 12世紀中頃~13世紀

後半のものと推察される。 9·10は甕である。 9 は 1125~1220年代の常滑産の甕である。ロ

縁の内部に沈線が認められる。 10は渥美産の甕で、外面には調整痕として押印文が認められ

る。 1150~1175年代のものと推察される。

11 は龍泉窯系の青磁碗である。口縁部付近に飛雲文が描かれている。年代は 12世紀~13世

紀代と推察される。

12は15世紀後半代の輸入磁器皿である。見込み部に十字花文が描かれている。口縁は端反

り高台輪積み痕が認められる。

19~22はB区の 2 トレンチより検出された。 19 は 15世紀後半~16世紀初頭のもので、播り

面の摩滅が著しい。 20·21は片口鉢である。 21 は 1350~1450年代の常滑産のものと推察される。

かわらけ（第75図14-18・23、第16表）

図示が可能な 5点について記載する。全様を確認できるものは 2点のみであった。

15は柱状高台、 16は中型かわらけである。底径が8.2cmと広く、器高は1.7cmと低い形態を

する。17は中～小型かわらけである。 16よりも器壁に厚みを持たないが、形態的には似てい

る。 18は撹乱より検出された。全体に厚みを持ち、ぼてっとした感を受ける。23はB区の 2

トレンチより検出されたかわらけの口縁部の破片資料である。口径を計る12.7cmで大型のか

わらけであり、全面に金属錆が付着している。これらのかわらけは形態より、いずれも13世

紀代と推察される。

② 近世（第75図、第16表）

風炉（第75図13、第16表）

13は風炉である。体部の破片の瓦質土器であり、 15世紀代と推察される。

瓦質土器（第75図22、第16表）

22は茶釜形の瓦質土器である。

金属製品（第75図24、第17表）

24は2トレンチの集石土坑の覆土中より検出された和釘である。長さ3.2cm、幅0.7cm、重さ3.25gを測る。
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第16表 浅間大社遺跡確認調査出土遺物観察表

種別
口径

調整・文様・
褐 出土地点

器種
器高 特色

成形法など
備考

底径

貿易陶磁 胎土きめ細かい、ビンホール 櫛掻文 12c後葉の『同安窯系青磁碗』

I A区 !Tr 青磁碗 焼成硬質

色調灰オリープ

胎土きめ細かい、長石•赤色粒子・雲母含、ヒ・ 瀬戸•美淡産
2 B区 !Tr 国産陶器 ンホール、貫入 編年後 1期または11期(14c後半-15

碗形鉢 焼成やや硬質 c初頭）

色調浅黄 灰釉

胎土石英•長石•赤色粒子含、ピンホール、貰 瀬戸美濡産

3 B区 IT, 国産陶器 入 絹年後 1期またはI1期(14c後半-15

花瓶 焼成やや硬質 c初頭）

色調灰オリープ 灰釉

国産陶器
胎土長石 •雲母含、ピンホール、貰入 瀬戸・美浪産

4 B区 !Tr
縁釉小皿

焼成やや硬質 福年後W期古(15c中頃）

色調オリープ 灰釉

胎土きめ細かい、長石 • 赤色粒子・雲母含、 ロクロ成形 瀬戸・美濡産

5 B区 !Tr 国産陶器 ピンホール、貰入

盤 焼成やや硬質 糸切り無調整 編年古瀬戸後m-N期(15c代）
色調灰オリープ

国産陶器
胎土きめ細かい、石英 •長石 •雲母含 瀬戸•美淡産

6 B区 !Tr
播鉢

焼成硬質 絹年後W期(15c後半-16c初頭）錯

色調暗赤灰 釉

胎土石英・赤色粒子含 瀬戸・美濃産

7 B区 !Tr 国産陶器 焼成硬質 編年後W期 ( 1 5c後半~ ! 6c初頭）錆

色調灰赤 釉

国産陶器
胎土石英•長石•砂粒含 常滑産

8 B区 !Tr
片口鉢

焼成硬質 絹年片口鉢 I類(12c中-13c後半）

色調灰

胎土きめ細かい、石英 •長石•雲母含、ピンホ 内面口緑に沈線 常滑産、， B区 !Tr 国産淘器 ール、双入 絹年 lb-4形式(1125-1220年）

焼成硬質 灰釉、口緑部端部欠

色調オリープ

国産陶器
胎土きめ細かい、石英 •雲母含 押印文 渥美産

10 B区 !Tr
甕

焼成硬質 絹年 2形式(ll50-1175年）

色調灰

貿易陶磁
胎土きめ細かい 飛雲文 12c後半-13c前葉の『龍泉窯系青磁

11 B区 !Tr
青磁碗

焼成硬質 碗』

色調灰

国産磁器
胎土きめ細かい 見込み部十字花文 ロ緑は端反、高台輪積み痕

12 B区 !Tr
染付皿

焼成硬質 編年 Bl群(!Sc後半）

色調

国産陶器
胎土長石 •赤色粒子 ・砂粒 •雲母含 15c代

13 B区 !Tr
風炉

焼成やや軟質

色調灰

胎土きめ細かい、黒色粒子・雲母含 ロクロ成形 低1/2

14 B区 !Tr かわらけ 4.8 焼成やや軟質 糸切り無調整

色調にぶい橙

胎土きめ細かい、赤色粒子・黒色粒子 • 砂粒 • 柱状南台

15 B区 !Tr かわらけ 6 6 雲母含

焼成やや軟質 高台1/2

色調橙

16 B区 !Tr かわらけ (10.0) 胎土石英 •長石•黒色粒子 • 黒色粒子 ・ 雲母含 ロクロ成形 1/4以下

1.7 焼成やや軟質 糸切り無調整

(8.2) 色調にぶい橙

(l.2) 胎土石英（少）・長石（少）・黒色粒子・雲母含

17 B区 !Tr かわらけ (6.3) 焼成やや軟質

色調橙

(6.9) 胎土きめ細かい、赤色粒子•黒色粒子•砂粒· 手づくね 1/4以下

18 B区撹乱 かわらけ (7.4) 雲母含

(2.1) 焼成やや軟質 灯明皿に転用

色調橙

国産陶器
胎土石英 •長石 · 砂粒・赤色粒子 ・雲母含 瀬戸・美猿産

19 B区 2Tr
播鉢

(14.8) 焼成硬質 編年古瀬戸後IV期 ( 15c後半~ 16c初頭）

色調にぶい赤褐 鉄釉、摺り面磨滅著しい、 1/4以下

国産陶器
胎土石英 •長石 • 砂粒 •赤色粒子 ・雲母含

20 B区 2Tr
片口鉢

焼成普通

色調橙

国産陶器
胎土石英・長石 •砂粒 ・雲母含 常滑産

21 B区 2Tr
片口鉢

焼成硬竹 絹年 7-9形式(1350-1450年）

色調にぶい赤褐

国産淘器
胎土赤色粒子•砂粒 ・雲母含

22 B区 2Tr
茶釜形土器

焼成硬質

色調灰白

胎土石英•長石·赤色粒子 • 黒色粒子含 ロ縁1/4以下

23 B区 2Tr かわらけ (12.7) 焼成普通

色調橙
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第17表 浅間大社遺跡確認調査出土金属製品観察表

法伝
出土地点

材質 I長さ (cm) I~ 福(cm)I韮さ(g)I 備考 I残存状況
24 I 釘 I 2Tr集石土坑 I鉄 I 3.2 0.1 I 3.25 I和釘か? I良好

B 第V1次調査（第76-81図、第18-24表、写真図版8-10) 

浅間大社遺跡第VI次調査では土師器、須恵器、かわらけ、国産陶磁器、金属製品、土製品

等が検出されている。そのうちの多数をかわらけが占めている。第V次調査では確認できな

かった 4------6世紀代（古墳時代）の遺物が出土している。

① 古墳時代（第76図、第18表）

古墳時代の遺物は93片検出されている。そのうち、比較的良好な状態のもので実測可能で

あった12点について記載する。

土師器（第76図1-8・11、第18表）

1はA・B-8・9グリッドより検出された 6世紀代の駿東甕である。口径は20.0cmを測

る。 2・3はB-9グリッドより検出された。 2は小型の丸底用であり、口径は14.4cmを測

A・B-8・9 B-9 
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第76図 浅間大社遺跡第VI次調査出土遺物実測図①
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る。外面に多量のススが付着している。形式は大廓IV式に相当し、古墳時代前期と推察され

る。 3は平底甕である。年代は 4,......,5世紀に相当する。 4・5はJ-4グリッドより検出さ

れた。 4は有段口縁鉢であり、形式は大廓田-----IV式に相当し、古墳時代前期と推察される。

ロ径は16.6cmをはかる。 5は高坪の脚部である。年代は他の土師器同様に古墳時代前期と推

察される。

6は I-4・5グリッドより検出された甕である。 7は I-6グリッドより検出された壺

の口縁部の破片資料である。形式は中見代III式に相当する。須恵器を模倣した壺の口縁であ

ることが考えられる。

8はSXOlより検出され在地系の S字状口縁部台付甕である。

11は表採資料である。古墳時代前期に相当すると考えられる。

須恵器（第76図9・10、第18表）

須恵器甕の破片が 3点検出いるが、残存状況の良い2点を図示する。

9・10はSXOlより検出されたもので、外面に施釉が認められる。産地に関しては細かい

破片資料であるため不明である。

土製品（第76図12、第18表）

土製品は 1点確認されている。 12は I-4• 5グリッドより検出された土製円盤である。

西駿河系または、古墳時代中期の壺胴部下半の破片を二次利用したものである。打ち欠きが

なされているのみであり、研磨などは見られない。

② 古代・中世（第77-80図1-95・98-100、第19-22表）

第III・IV次調査において12世紀から15世紀代までの包含層が神社周辺に広がることが確認

されている。第V1次調査においても第III・IV次調査同様の遺物構成であり、主として12世紀

-----13世紀代にかけてのかわらけが非常に際立って見られる。以下では古代～近世の土師器、

かわらけ、国産陶磁器について記述する。

土師器・かわらけ（第77-80図1-95・98-100、第19-22表、写真図版9・10)

本調査において、土師器・かわらけは、ロクロ成形によるものが多数を占める。採集され

たかわらけのほとんどは口縁部・底部のみの破片資料であるため、法量については一般的に

分類の際に必要な口径等の情報を計測することはできなかった。

1はB-8グリッド、 2・3はB・C-9・10グリッドから検出されている。 1は小振り

の柱状高台であり、高台部のみがほぼ完存する。高台の特徴より 1は柱状高台の初期段階よ

りやや発達した形であり、 12世紀後半のものと考えられる。 2は口縁部の破片である。口径

は10.3cmと推定されるかわらけである。口縁部付近に一つの段を持ち、口縁は細長い楕円型

になる。 3は土師器であり、体部に比べやや厚い底部をもつ。体部は直線的に立ち上がる。

4はC-8・9グリッドより検出されたかわらけで、底部から内側に湾曲しながら立ち上

がり、体部中に弱い屈曲をもつ。

5,......, 8·98 は D• E -9・10グリッド、 9・10はE-9グリッド、 11・12はE-9・10グリ

ッドより検出されている。 5は平らな底部をつくり出し見込部にナデ調整が施されている。

6は、 5同様に平らな底部をつくり、体部は40度程度の角度をもって外反しながら立ち上が

る。また、 5よりも厚手につくられている。 7・8は柱状高台である。 7は、見込み部に凹

みをもつ。高台は末広状に張り出し、全面に煤が付着する。 8は末広に張り出す高台直上に

深い坪が付く。体部はやや外反しながら立ち上がる。 9は底部から緩やかなに外反しながら
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立ち上がる。 11は底部から外反しながらやや内側に反り立ち上がる。体部の傾きから浅い小

皿だと想定される。 12は底面から緩やかに屈曲しながら外側に立ち上がるため擬似高台をつ

くりだす。 98は口縁部の破片である。外面に朱書と考えられる文字が書かれているが、主体

の文字部分は欠損しているため解読は困難である。

13"-'24はF-10グリッドより検出されている。 15は擬似高台をつくり、体部は直線的に立

ち上がる。 17は底部及び体部同様に比較的薄いつくりで、体部は内湾するように立ち上がる。

18は底部から約50度の角度で直線的に開き、断面が逆三角形をなすため見込部が深くなる。

19は18よりもやや角度をもって直線的に開く。底部には板状圧痕がみられる。 20は底部が肥

厚し、中央部に高まりをもつ。体部は直線的に開き、体部中で屈曲する。 21は肥厚な底部で、

底部中央に高まりを持つ。体部は直線的に立ち上がる。 22・23は足高高台である。22は低い

貼付高台が欠損する。 23は肥厚な底部より末広に開く高台が貼り付けられ、体部は直線的に

立ち上がる形態をとる。 24は柱状高台である。高台は末広にやや外側に広がり、体部は緩や

かに内湾しながら立ち上がる。坪部については浅い形態をする。

25・26はF ・G-10グリッドより検出されている。 25は口縁部であり、口径は11.0cmとさ

れる推定されるかわらけである。口縁部の形態より体部は直線的に立ち上がり、口唇部は丸

い。 26は小型のかわらけであり、見込部がわずかに高まりを持つ。体部は引き出し気味に外

反しながら立ち上がる。

29・30はG-5・6グリッド、 31はG-10グリッドから検出されている。 29はかわらけで

あり、体部に比べてやや厚い底部をもち、体部は外反気味に立ち上がる。 30は土師器皿であ

る。体部の低い部分に稜が認められる。 31は柱状高台である。高台上に付く坪部が末広に張

り出す。

27・28がSKOlより検出されている。 27は底部が肥厚し、見込み部が高まりを持つ。体

部は内側に引き出し気味に立ち上がり直線的に外反するかわらけである。 28は柱状高台であ

り、低い高台である。体部は直線的に外側に開くため、坪部は浅い形態である。

32はH-1グリッドから検出された足高高台である。全体的に薄いつくりであり、硬質に

焼かれている。

33"-'38は I-4・5グリッド、 39"-'40は I-5グリッド、 41"-'51・100は I-5・6グリ

ッド、 52"-'57は I-6グリッド、 58"-'60は I-6・7グリッド、 99は I-9・10グリッド

より検出されている。この区域が、本調査の中でもっとも多くの遺物が採集された区域である。

36・43・44はかわらけ内部に高まりが残されている。 35は底部からやや直立気味に立ち上が

り体部下半から急な外反をみせる。 39は足高高台で口径が6.0cmと推定され、比較的小振り

のものである。 37・38・51・53は大小バラエテイーある形態をした柱状高台である。37・51は高台

に段を持たず、 38・53は高台に段を有する。坂本氏の分類(1986)などより 37・51が発達して、

38・53のような形態になると推察される。40は体部が直線的に立ち上がり、 42は全面が磨滅

しており内外面の調整は確認することはできない。体部は直線的に立ち上がる浅い小皿であ

る。 45は口径8.8cmのかわらけである。底部は体部と比べるとやや肥厚し、体部は内湾状に

立ち上がり、体部中で屈曲する。また、口唇部は尖がる。 45は33・64と同形態だと思われる。

46はやや厚い底部を持ち、擬似高台をつくる。体部は直線的に立ち上がる。47は口縁部の破

片である。口縁部の形態より直線的に立ち上がり、口縁部下位にわずかな段をつくり口縁部

が外反させている。 48は足高高台の脚部である。脚部の形態から脚部は末広に張り出す。脚
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部先端は丸状である。 49は足高高台である。脚部は末広に張り出し、坪底部は肥厚し、坪部

は内湾しながら立ち上がる。 100は甲斐型土器である。胎土はきめ細かく、浅黄橙をする。

にはヨコナデ調整され、腰部には甲斐型土器特有のナナメヘラケズリがみられる。

52は体部よりもやや肥厚した底部を持つ。体部は擬似高台様をつくり、内湾状に立ち上が

る。 56は底部が肥厚し、見込部に低い高まりが見られる。体部は直線的に外反し、途中で屈

曲し立ち上がる。 57は口径が11.1cmと推定される土師器である。古代の系統を持ち、かわら

けの段階のものではないと推察される。硬質に焼かれた体部は約55度前後の角度を持ち、直

線的に開き、下半部には稜が確認できる。 58はきめ細かく、粉っぽい。体部は内湾しながら

立ち上がる。 59は底部に厚みをもたず、見込部中央に高まりを持つ。体部は内湾気味に立ち

上がり、体部下半部に稜をもつ。 60は口径が14.6cmと推定される土師器坪である。体部は高

台部よりやや外側に直線に近い形で広がる。口唇部には玉縁がつくられ、底部には板状圧痕

が残されている。体部には東？とも解読できる文字が墨書されているが、文字の半分を欠損

しているため、文字の特定はできなかった。墨書土器は市内において村山浅間神社・初田遺

跡に次ぐ三例目である。 60の土師器坪は玉縁を持つ点と胎土の特徴から甲斐型土器の終末段

階と推察される。坂本 (1986)• 森原(1994)両氏の甲斐型土器の時期設定より、 10世紀中～

11世紀前半に位置づけられる。また、富士宮市に隣接する富士市の中桁遺跡 (2004) 第13号

住居跡より出土している玉縁を持つ土師器がK-90"-'0-53段階の灰釉陶器皿と供伴して出土

している。この 2つの見解より、 60の土師器坪は10世紀中頃,...__,10世紀末の年代が与えられる。

99は竹管状工具による縦線・横線が体部に刻まれているかわらけである。

61・62はI・J-5グリッドから検出されているかわらけである。 61は見込部に成形段階にでき

たと考えられる凹みがみられる。底部は厚みをもたず、体部から直線的に立ち上がる。 62は

底部が肥厚し、見込部に高まり持つ。体部は直線的に外反し、底部はわずかに上底となる。

63・64はJ-1グリッド、 65"-'76はJ-4グリッド、 77はJ-5・6グリッド、 78"-'80はJ-7グリッド、 8

1はJ-8・9グリッド、 82はJ-9・10グリ ッドから検出されている。J区より検出した遺物の底部

は肥厚するものが大半を占め、見込部が高まるものとそうでないものとがある。 63は見込部

に高まりを持ち、体部は25度前後の角度で直線的に立ち上がる。体部の広がりから外側に強

く外反するため法量は浅いと思われる。 64は口径が9.0cmと推定されるかわらけである。底

部からやや弱く内側に湾曲しながら立ち上がり、体部中位で屈曲する。 65は見込部がやや凹

む形態をする。体部の立ち上がりは直線的なものと考えられる。 66は体部が直線的に開き、

体部中に段をもつ。 67は全体的に薄めにつくられている。体部は内湾状に立ち上がる。 68は

見込部に低い高まりをもち、体部は内湾する。 69は体部が直線的に開く。 71は口縁部片であ

る。口径14.4cmと推定されるかわらけである。体部は内湾しながら立ち上がり口縁部がわず

かに外反する。口唇部は尖がる。内面に稜がみられる。 70は底部が肥厚し、見込部に高まり

を持つ。体部は内側に湾曲し、外反する。 72・73はかわらけの口縁部片である。 72は口径16.

0cmと推定される。体部は内湾状に立ち上がり、体部中で弱く屈曲する。口唇部は面取りを

されている。 73は口径12.6cmと推定される。口縁部の形態により体部は内湾状に立ち上がり、

口唇部は尖る。 74は柱状高台である。底部は肥厚し、見込部には強い高まりがみられる。体

部は底部より内側にやや内湾状に外反し、体部中で屈曲してほぼ直線的に立ち上がる。口縁

部を欠くがおそらく、見込部の高さと同じもしくは見込部のほうが高い形態をもつものであ

る。 75は底部に肥厚し、底部は強い高まりを持つ。擬似高台をつくり直線的に立ち上がる。
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第77図 浅間大社遺跡第VI次調査出土遺物実測図②
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第78図 浅間大社遺跡第V1次調査出土遺物実測図③

76は口径5.6cmと推定される小型のかわらけである。底部が体部よりも比較的厚みがあるが、

全体的に厚ぼったい。体部は内湾するように立ち上がり、口唇部は尖る。 77は足高高台であ

る。内側に湾曲してから外側に開 く貼付け高台をもち、坪部は内湾するように立ち上がる。

78は体部が内湾するように立ち上がり、擬似高台をつくる。内面には稜がみられる。 79は比

較的厚い底部を持ち、見込部に弱い高まりをもつ。体部は外反しながら60度弱の角度で立ち

上がる。 80は柱状高台の高台部である。底径5.2cmと比較的に小さい。高台の形態より坂本

氏の分類(1986)ではIII類に相当する。 81は底部がやや肥厚し、見込部には高まりを持つ。内

面には幅の狭いロクロ目が残さている。体部は40度程度の角度で直線的に立ち上がる。82の
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第79図 浅間大社遺跡第VI次調査出土遺物実測図④

体部は内側に湾曲し、擬似高台をつくりだし外反する。

83はK-4・5グリッド、 84はK-6グリッドから検出されている。 83は底部が肥厚し、わ

ずかに底上げする。また、糸切り痕が残される。体部は直線的に立ち上がる。 84は内側に湾曲

し立ち上がる。体部途中で屈曲しながら立ち上がると想定される。 85は擬似高台をつくり、直

線的に広がる。見込部中央に高まりがみられる。全体的に粗悪なっくりである。 86は底部が肥

厚し、 体部は引き出し気味に立ち上がる。87は足高高台である。脚部は垂直気味に開き、坪部

は25度程度の角度で立ち上がる。

88はX-1ラインより検出されている。体部に比べるとやや厚手につくられた底部であり、
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体部は直線的に開く。

39,--..,95は表採資料である。 89は見込部にわずかな高まりを持つ。体部は外反しながら立ち

上がる。 90は底部の見込部中央に高まりを持つ。体部は内側にわずかに湾曲し、外反する。

91は擬似高台をつくり、体部が直線的に立ち上がる。 92は

底部より内側に内湾しながら体部中で屈曲して立ち上がる。底部には糸切り痕が残される。

93は体部が40度程度の角度で外反しながら立ち上がる。 94・95は足高高台である。 94は全体的

に薄めにつくられている。脚部はやや末広に開き、坪部は20度の角度で直線的に立ち上がる。

95は坪部から付け高台部分が欠落したものである。体部と同様の厚みをつくる底部から湾曲し

ながら立ち上がり、体部中に弱い稜をもつ。

国産陶磁器（第80図96・97、第22表）

96はX-8ラインより検出された揺鉢の破片である。胎土や釉薬など特徴から常滑産と推

察される。 97はD ・E-9・10グリッド検出された常滑系の片口鉢である。外面にヘラ削り

がみられる。形式は片口鉢 I類に相当し、 13世紀前半ものである。

③ 近世（第80図101-105、第81図、第22-24表）

第VI次調査の中で近世以降の遺物として石製品、金属製品が確認された。古代・中世の遺

物と比較すると乏しい遺物量である。以下では図示が可能な陶磁器 1点、石製品 4点、金属

製品10点について記載する。

国産陶磁器（第80図101、第22表）

101はF-9グリッドから検出された青磁盤 ・大皿底部の破片である。産地は肥前の波佐

見及び三股青磁窯で焼かれた1630"'1640年代のものと推察される。見込み部にはヘラを用い

た「片切り彫り」の技法を用いている。

石製品（第80図102-105、第23表）

石製品は 5点確認されている。産地はいずれも不明であり、近世段階のものと推察される。

102はF-10グリッド、 103は I-5・6グリッド、 104はJ-8グリッド、 105はX-1ラ

インである。

102は硯の破片資料であ り、削痕が前面に確認できる。 103"-'105は平瓦の破片資料である。

金属製品（第81図106-115、第24表）

鉄製品は現代のものを除き、 9点が確認された。いずれも近世の鉄製品だと推察される。

106"-'112は和釘である。106はA-4グリッドより検出される。長さ3.2cm、幅0.5cm、重さ2.

3gであり、脚部が欠損している。 107 は D• E -9・10グリッドより検出される。長さ3.4cm、

幅0.4cmで頭部の形態より蟹目釘と考えられる。 108・109はF-10グリッドより検出されてい

る。 108は長さ6.0cm、幅0.5cm、重さ9.8g、109は長さ3.8cm、幅0.3cmで頭部及び脚部が欠損

している。 110はG-5・6グリッドより検出される。 110は長さ4.2cm、幅0.4cmで脚部が欠

損している。 111はG・H-5・6より検出される。長さ3.0cm、幅0.4cmで頭部及び脚部が

欠損している。 113は I-5・6グリッドより検出される。 5.0cm、幅0.6cmで脚部が欠損し

ている。

112は鎚である。 G ・H-5・6グリッドより検出される。長さ 16.4cm、幅9.0cmで片刃が

欠損されている。

114はF-10より検出される。長さ7.6cm、幅10.5cm、重さ32.9gの銅製の飾金具の一種である。
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第18表 浅間大社遺跡第V1次謂査出土遺物観察表①

種別
口径

No. 出
器種

器高 特色など 調腔・文様 備考

底径

胎土きめ粗い、石英（多） 外面口縁fllいヨコハケメ(7本/cm)→ヨ 6c代の『駿東甕』

I A.B-8.9 士師器 (20.0) 焼成普通 コナデ

排土 梵 色調にぶい橙 胴部ヨコメハケメ(9木/cm)

内iliiヨコケズリ

13-9 ±i)li器
(11.1) 胎土きめ細かい、石英・長石・有色鉱物含 外而上半ナナメミガキ、下半ナデ 外而多拭のスス付沿

2 
排土 111 

焼成硬質 接合部外ilii指頭痕 古憤時代前期の『小型丸底

(6.0) 色調（内）にぶい褐色・（外）にぶい澄 内面口緑～類部ナナメヘラミガキ tit』大廓IV式

B-9 土師器
胎土石英•長石·赤色粒子含 内外面ナデ 4-5cの『平底甕』

3 
排土 甕

焼成普通 l!!l底

色調にぶい橙

士師器
胎土きめ細かい、石英・砂粒含 外面体部タテケズリ r有段口縁鉢』

4 J-1 
鉢
(16.6) 焼成普通 内面体部タテハケメ(10cm) 1/4以下

色調浅黄橙

土師器
胎土きめ細かい•石英（多） 外面上半タテヘラケズリ→タテミガキ、 脚部のみ

5 j-4 
高坪
(15.3) 焼成硬質 下半ヨコヘラケズリ

色調（内）黒褐色・（外）にぶいIll 内面ヨコヘラケズリ

土師器
胎土緻密な胎土・石英（多）

6 1-4・5 
甕
(11.5) 焼成硬質

色調（内）灰・（外）にぶい黄橙

1-6 土師器
胎土きめ粗い、長石・有色鉱物含 内外面ヨコミガキ 『須恵器l!.l{放壺口縁（はそう）』

7 
排土 壺

焼成硬質 TK73段階（中見r-1:m式）

色調にぶい赤橙色・（内）明赤灰色

土師器
胎土緻密な胎土、石英•長石含 外面ナナメハケメ(8本/cm) 『S字状口緑部台付甕在地系』

8 SXOL 
甕

焼成硬質 内面ヨコハケメ(8本/cm)

色調（内）にぷい褐色・(外）にぶい橙

須恵器
胎土きめ細かい、石英（多）•長石（多）・有色鉱物含 外面全面施釉

， SXOI 
甕

焼成硬質

色調

須恵器
胎土きめ細かい•石英・長石•有色鉱物含

10 X-5 
甕

焼成硬竹

色調

土師器
胎土きめ細かい•長石•雲母含 外面タテハケメ(5本/cm) 古墳時代前期

11 表採
甕

焼成やや硬質 内而ヨコハケメ(5本/cm)→ヨコナデ 外面スス付貯

色調（内）灰褐色・（外）にぶい橙

胎土きめ紐かい•石英·赤色粒子含 外面 ヨコハケメ→ナデ消し 土製円盤

12 1-4・5 土製品 焼成普通 壺胴部下半の破片（西駿河系

色調浅黄橙 または、中期の壺）を二次利用
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第19表 浅間大社遺跡第V1次調査出土遺物観察表R

ロ径

No. 出土地点 種別・器種 器麻 特色 調整・文様 •成形法など 備考

庇径

胎士きめ細かい、黒色粒子・裳母含 ロクU成If多 柱状仙台

1 B-8 かわらけ (2.0) 焼成普通 麻台ほぽ完存

色調にぷい橙
(10 3) 胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子（僅）含 Dクロ成形 ロ緑1/1以下

2 B・C-9・10 かわらけ (2.0) 焼成やや硬質
色調阻

胎土粗い • 砂粒（多）•黒色粒子（多）含 0クロ成形 1/1以下
3 l3・C-9・10 かわらけ (5.8) 焼成普通 糸切り熙調整

色調橙

胎土黒色粒子（多）•砂粒•赤色粒子 ・裳母含 nクロ成形 1/3 
Iヽ C-8・9 かわらけ (5.0) 焼成晋通 糸切り熙調整

色調用

D・E-9・10 胎土きめ柑い • 長石・県色粒子•砂粒·赤色砂子・袋母含 0クロ成形 胚面板状圧痕

5 排土中 かわらけ (6 6) 焼成やや良
色調洩黄橙 糸切り無調整 庇部1/4

D・E-9・ 10 胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子・雲母含 0クロ成形 内外而スス（寸牙t

6 排土中 かわらけ (7.3) 焼成普通 糸切り熙調整 底部l/4以下
色調橙

D・E-9・10 胎土きめ細かい、黒色粒子（多）・雲母（少）含 0クO成形 柱状仙台

7 排土中 かわらけ (5 7) 焼成普通 糸切り焦調整 内外面スス付沿

色調橙 麻台l/2
D・E-9・10 胎土きめ紐かい、長石・捐色粒子・赤色砂粒・霙母含 nクロ成形 柱状固台J皿

8 かわらけ 焼成普通

排土中 色調橙 1/4以下
E-9 胎土きめ細かい、長石•黒色粒子・赤色砂粒·雲母含 ロクU成形 底面板状圧痕， かわらけ (7.6) 焼成 糸切り無調整 普通

排土中 色調にぶい橙～にぶい褐 1/4 
E-9 胎士きめ柑い•砂粒（多） ・ 焦色粒子（多）・赤色砂粒 · 誤母含 Pク0成形 1/3 

10 かわらけ (6.5) 焼成普通
排土中 色調橙

E-9・10 胎土きめ細かい、長石・馬色粒子・赤色砂粒（多）・誤母含 0クロ成形 1/4以下
II かわらけ (4.2) 焼成挫通
排土中 色調橙～にぶい橙

E-9・10 胎士きめ細かい、長石•熱色粒子・雲母含 切口成形 内面スス付杓（少）

12 かわらけ (5.3) 焼成軟質
炭化土中 色調橙 糸切り熙調整 1/3 

胎士きめ紺かい、黒色粒子・赤色粒子・雲母含 0クO成形 底面板状圧痕

13 F-10 かわらけ (4.7) 焼成軟質 1/3 
色調橙

胎土きめ細かい、県色粒子・赤色粒子含 nクロ成形 外iiii磨滅
11 F-10 かわらけ (4.6) 焼成軟質

色調明黄褐 1/1以下
胎士きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子・雲母含 0ク0成形 摩滅著しい

15 F-LO かわらけ (1 5) 焼成軟質
色調浅黄橙 1/2 
胎士きめ細かい、黒色拉子・赤色粒子含 nク0成形 内外而摩滅

16 F-10 かわらけ (6 2) 焼成軟質
色調にぷい黄橙 1/1以下
胎土きめ細かい、熱色粒子・赤色粒子含 0ク0成形 1/2 

17 F-10 かわらけ (5.8) 焼成やや硬竹
色調浅黄I登～にぶい橙 糸切り無調整

胎土きめ細かい、県色粒子・赤色粒子含 ロクロ成/~ 底完存

18 F-10 かわらけ 6.9 焼成普通
色調橙 糸切り無調整

胎土きめ細かい、県色粒子・赤色粒子含 0クロ成形 底面板状圧痕

19 F-10 かわらけ 6.5 焼成普通
色調橙 糸切り無調整 底完存

胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 nク0成形 内外而スス付豹

20 F-10 かわらけ (5.6) 焼成やや軟質
色調橙 糸切り無調整 底ほぽ完存

胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 0クロ成形 内外而/ij滅著しい

21 F-10 かわらけ (6.4) 焼成軟竹
色調にぶい橙 底l/2
胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 ロクロ成形 足益仙台

22 F-10 かわらけ 焼成普通

色調浅択橙 莉台欠机

胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 ロクロ成形 足高仙台

23 r-10 かわらけ 焼成やや軟質 内外而スス付;{/

色調橙 1/4以下
胎土きめ細かい、無色拉子・赤色粒子含 ロクロ成形 柱状,ri,台

24 F-10 かわらけ 焼成骰通 外而タール付約

色調橙 1/1以下
胎士 きめ綿かい、黒色粒子・赤色粒子含 ロクロ成形 口諒11,1以下

25 r-G-10 かわらけ (I 1.0) 焼成軟質
色濶間
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第20表 浅間大社遺跡第VI次調査出土遺物観察表③

口径

No. 出土地点 種別・器I籠 器麻 特色 調整・文様・成形法など 備考

底径

胎土きめ細かい、馬色粒子・赤色粒子含 u作成形 底面板状圧痕

26 F.G-10 かわらけ (5 3) 焼成挫通 糸切り無調控 底ほぽ完存

色調浅鉗橙～橙

胎土きめ糾かい、黒色粒子・赤色粒子含 ロクロ成形 庇ほぽ完存

27 SK-01 かわらけ 4.9 焼成普通 糸切り態閥粒

色調橙

胎土きめ細かい、県色粒子・赤色拉子含 切n成Jf多 柱状祁台

28 SK-01 かわらけ 焼成普通 糸切り無濶整 底ほぽ完存

色閥橙

胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 0クロ成形 底1/1
29 G-5・6 かわらけ (7 0) 焼成やや軟質

色調橙
G-5・6 胎土きめ細かい、熱色粒子・赤色粒子含 ロクロ成形 1/1以下

30 排土,,, かわらけ (4.0) 焼成普通 糸切り無調整

色調浅黄橙色

胎土きめ師かい、黒色粒子・赤色粒子含 ロクP成形 柱状仙台

31 G-10 かわらけ (7 5) 焼成軟竹 麻台1/1以下
色調にぶい橙

H-1 胎土きめ細かい、焦色粒子・赤色粒子含 ロクロ成形 1/3 
32 撹乱 かわらけ 焼成やや硬質

色調浅黄橙

胎土きめ細かい、馬色粒子・赤色粒子含 nクD成形 ロ縁1/4以下
33 H.5 かわらけ 焼成やや軟質

色調橙

胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 0ク0成形 外面タール付着

31 H.5 かわらけ (5.6) 焼成やや軟質 糸切り熙調整 底1/4
色調橙

1-4.5 胎土きめ細かい、馬色粒子・赤色粒子含 nクロ成形 底ほぽ完存

35 排土 かわらけ (4.8) 焼成やや軟質 糸切り無調整
色調橙

HS  胎土きめ細かい、熱色粒子・赤色粒子含 nクn成形 内外而タール付行

36 排土 かわらけ (5.6) 焼成やや軟質 糸切り無調整

色調橙

胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 ロクU成形 柱状贔台

37 l―ヽ1.5 かわらけ (5.6) 焼成やや軟質 麻台1/1以下
色調橙

胎土きめ紐かい、黙色粒子・赤色粒子含 ロク0成形 柱状高台

38 1-4.5 かわらけ 4.8 焼成やや軟買 外而タール付着

色調橙 底3/4
1-5 胎土きめ紐かい、県色粒子・赤色粒子含 nクP成形 足向局台

39 排土 かわらけ (6.0) 焼成やや軟質 内外面タール付行

色調橙 底1/4以下
胎士きめ細かい、焦色粒子・赤色粒子含 ロク0成形 全面タール付行

!ヽO 1-5 かわらけ (/4 8) 焼成やや軟質 糸切り無調整 底1/4
色調橙

1-5.6 胎土きめ岳IIlかい、熱色粒子・赤色粒子含 0作成形 全面磨滅

11 排土 かわらけ (1.2) 焼成やや軟質 糸切り無調整 底1/4
色調橙

1-5.6 胎土きめ紐かい、黒色粒子・赤色粒子含 0ク0成形 磨滅著しい
、12 排土 かわらけ (8 0) 焼成やや軟竹 底l/4

色調にぶい黄橙

1-5.6 胎土きめ細かい、馬色粒子・赤色粒子含 nクP成形 1/4以下
43 排土 かわらけ (6.4) 焼成やや軟賀 糸切り無調整

色調にぶい褐

1-5.6 胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色拉子含 0ク0成形

44 排土 かわらけ (5.0) 焼成やや軟質 糸切り無調整

色調橙

1-5.6 (8.8) 胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 ロクn成形 ロ緑1/4以下
45 排土 かわらけ 2.6 焼成やや軟質

(,1.s) 色調橙
1-5 6 胎土きめ細かい、焦色粒子・赤色粒子含 ロクn成形 1/4以下

46 排土 かわらけ (5.5) 焼成やや軟質 糸切り無調整

色調橙

1-5.6 胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 Dクロ成形
、17 排土 かわらけ 焼成やや殺質

色調浅黄!ff
1-5.6 胎土粗い • 黒色粒子 • 砂粒 • 赤色粒子含 ロクロ成形 足裔屈台

48 排土 かわらけ 焼成普通 内面クール付着

色調橙 底1/4
1-5.6 胎土きめ紐かい、黒色粒子 • 砂粒•赤色粒子含 0クロ成If多 足莉仙台

~9 排土 かわらけ 7.'I 焼成 外面タール付沿

色調明赤褐 胚全周
1-5 6 胎士黒色粒子•砂粒（多）•赤色粒子 ロクロ成形 足莉麻台

50 排土 かわらけ 焼成普通 底1/4以下
色訊1橙
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第21表 浅間大社遺跡第V1次調査出土遺物観察表④

No. 出土地点 種別・器種 口径 特色 調整・文様・成形法など 備考

器高

底径

1-5,6 胎土きめ細かい、焦色粒子・赤色粒子含 0ク0成形 柱状麻台

51 排土 かわらけ (2.2) 焼成やや軟質 糸切り焦調整 内外iiiiタール付沿
色調橙 祁台1/1以下

1-6 胎土きめ細かい、焦色粒子・赤色粒子含 ロクP成形 底l/4

52 排土 かわらけ (6.6) 焼成普通 糸切り無調整

色調浅黄橙
1-6 胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 nクロ成形 柱状rfo台

53 包含附 かわらけ 焼成やや軟質 糸切り無調整 外面タール付杓、外面磨滅

5.4 色調 Ill 底完存

1-6 胎土きめ紐かい、馬色粒子・赤色粒子含 ロクn成形 県色処理？

51 排土 かわらけ (6.3) 焼成軟質 1/4以下

色謂橙
1-6 胎土きめ網かい、黒色粒子・赤色粒子含 nクロ成形 外面・割れ口にタール付

55 かわらけ (4.4) 焼成やや軟竹 ~ 
排土 色調橙 底1/2

胎士きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 0クロ成形 内外面タール付沿

56 1-6 かわらけ 50 焼成やや軟質 糸切り無調整 底完存

色調橙
(l l.l) 胎土きめ細かい、焦色粒子・赤色粒子含 nクロ成形 l/3 

57 1-6 かわらけ 4.1 焼成やや硬質
(5.6) 色調 淡橙
胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 ロクロ成形 外面磨耗

58 1-6.7 かわらけ (5 3) 焼成軟質 1/4以下
色調褐灰～にぷい黄褐

1-6 7 胎土きめ細かい、県色粒子・赤色粒子含 nクn成形 内外面わずかにタール付

59 かわらけ (7.6) 焼成やや軟質 沿

排土 色調橙 糸切り焦調整 底2/3
1-6.7 土師器 (14.6) 胎土きめ紐かい、黒色粒子・赤色粒子含 切D成形 墨芍土器 「束」？底3/4

60 排土 坪 5.0 焼成 糸切り無調整

6.8 色調橙
胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 nク0成形 内外而タール付珀

61 I.J-5 かわらけ (5 9) 焼成やや軟質 糸切り無調整 底l/1以下
色調橙

胎土きめ細かい、県色粒子・赤色粒子含 ロクn成形 外面磨滅

62 I.J-5 かわらけ 6.2 焼成普通 糸切り無調整 底完存

色調橙～にぷい黄橙

胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 0ク0成形 内外面スス9寸行
63 J-1 かわらけ (5 l) 焼成普通 糸切り無調整 底1/2

色調橙

J-1 (8.5) 胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 nクロ成形 1/3 
64 排土～褐色 かわらけ 2.8 焼成 普通 糸切り無調整

(4.2) 色調橙～にぶい黄橙

胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 0ク0成形 内外面及び割れロター

65 J-4 かわらけ (8.4) 焼成やや軟質 ル付珀

色調橙 糸切り無調整 底面板状圧痕

底1/1以下
胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 nク0成形 内外面タール付沿

66 H かわらけ (5 8) 焼成やや軟質 糸切り無調整 底1/4以下
色調橙

胎土きめ紐かい、黒色粒子・赤色粒子含 Dクロ成形 底2/3
67 J-4 かわらけ (5.0) 焼成やや軟質 糸切り無調整

色調浅黄褐

胎土 きめ細かい、熱色粒子・雲母含 0ク0成形 底2/3
68 H かわらけ (7.6) 焼成やや軟質

色調にぶい褐

胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 0ク0成形 内外面タール付行

69 J-4 かわらけ (6.0) 焼成やや軟質 底2/3
色調橙

胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 砂0成形 底2/3
70 J-4 かわらけ (4 4) 焼成やや軟質 糸切り無調整

色調橙

胎きめ細かい、黒色拉子・赤色粒子・雲母含 0ク0成形

71 H かわらけ (14 4) 焼成やや軟質

色調橙

胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 0ク0成形 ロ緑l/4以下
72 H かわらけ (16 O) 焼成やや軟質

色調橙

胎士きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 nクロ成形 内外面タール付沿

73 J-1 かわらけ (12.6) 焼成やや軟質 底3/4
色調橙

胎土きめ細かい、熱色粒子・赤色粒子含 nクロ成形 縁1/4以下
74 H かわらけ 4.6 焼成やや軟質

色調橙

胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 ロクn成形 底完存

75 H かわらけ 5.2 焼成やや軟質 糸切り無調整
色調にぶい褐
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口径

No. 出土地点 種別・器椎 器高 特色 閥柁・文様・成形法など 備考

底径

(5.6) 胎土きめ細かい、県色粒子・赤色粒子含 nクn成形 内而タール付行

76 J-4 かわらけ 焼成やや軟質
(6 0) 色調橙
胎士きめ細かい、熱色粒子・赤色粒子含 0クロ成形 足晶仙台

77 J-5.6 かわらけ 焼成やや軟質 内外而タール（寸充t
色調橙 1/'1 
胎土きめ細かい、照色粒子・赤色拉子（少） DクD成形 底1/2

78 J-7 かわらけ (17) 焼成やや軟質 糸切り無調整

色調にぶい黄橙

J-7 胎土きめ紐かい、黒色粒子・赤色粒子含 Oクo成形

79 排土 かわらけ 5.6 焼成やや軟質 糸切り熙調幣

色調にぶい黄橙

j-7 胎土きめ細かい、黙色粒子・赤色粒子含 ロクロ成形 底全周

80 包含屈 かわらけ 5.2 焼成やや軟竹 糸切り熙調整

色調にぶい橙

J-8・9 胎士きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 0ク0成形 全面タール（寸沿

81 排土 かわらけ (7.7) 焼成晋通 糸切り無調整 底1/2
色調橙

胎士きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 0作成形 底タール付行

82 J-9・10 かわらけ 6.9 焼成やや軟質 糸切り無調整 底2/3

色調橙

胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 ロクロ成形 内外面タール付杓

83 K-4・5 かわらけ (7.3) 焼成やや軟質 l/4以下
色調橙

K-6 胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 0ク0成形 外面スス 付 着（黒色処

84 かわらけ (4 5) 焼成やや軟質 理？）

排土 色調にぶい橙 糸切り無調整

K-6 胎士きめ細かい、馬色粒子・赤色粒子含 ロクロ成形 底l/4

85 排土 かわらけ (4.7) 焼成やや軟質 糸切り無調整

色調にぶい橙

K-6 胎土きめ細かい、焦色粒子・赤色粒子含 Pクロ成形 底1/1

86 排土 かわらけ (7.4) 焼成やや軟質 糸切り無調整

色調 I登
K-6 胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 0ク0成形 足向麻台

87 排土 かわらけ 焼成やや硬質 麻台1/4以下

色調にぶい橙

X-l 胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 ロクロ成形 外面スス付舒

88 排土中 かわらけ (6.6) 焼成やや軟質 糸切り無調整 1/1以下
色調にぶい橙

胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 0ク0成形 全面磨滅

89 表採 かわらけ 4 9 焼成やや軟質 底1/2

色調浅黄橙

胎士きめ細かい、思色粒子・赤色粒子含 nクD成形 全面磨滅

90 表採 かわらけ 7.3 焼成軟質 底2/3

色調浅黄橙

胎土きめ細かい、黒色拉子・赤色粒子含 nクロ成形 底1/4以下

91 表採 かわらけ (5.4) 焼成やや軟質
色調にぶい褐

胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 ロクロ成形 内外面スス（寸府

92 表採 かわらけ (8 0) 焼成やや軟質 糸切り無調整 1/3 

色調橙

胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 0ク0成形 内外而タール付行

93 表採 かわらけ (6 3) 焼成やや軟質 糸切り無調整 底1/4

色調にぶい橙

胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 DクD成形 底1/1

94 表採 かわらけ 焼成やや軟質 足麻莉台

色調橙

胎土きめ細かい、思色粒子・赤色粒子含 ロクロ成形 l/4以下

95 表採 かわらけ 焼成やや軟質 足高高台

色調浅黄橙

国産限器 胎土きめ細かい、馬色粒子・赤色粒子含 0クロ成形 常滑産か？磨滅あり

96 X-8 梱鉢 焼成普通

色調橙

D・E-9・10 国産降器 胎土きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 外面下部ヨコヘフケス↓ 常滑産か？器壁磨耗

97 焼成硬質 リ
排土中 片口鉢 色調灰黄

D・E-9・10 胎士きめ細かい、黒色粒子・赤色粒子含 Dクロ成形 墨井土器（朱許")

98 排土中 かわらけ 焼成普通

色調にぶい橙

1-9・10 胎士きめ細かい、馬色粒子・赤色粒子含 外而竹管状工具による

99 かわらけ 焼成普通 縦線・横線

排土 色調にぶい橙

1-5・6 士師器 胎土きめ細かい、焦色粒子・赤色粒子含 外而下部ナナメヘフケ 甲斐型？

100 焼成普通 ズリ
排土 坪 色調浅黄橙 内而ヨコナデ

F-9 国産磁器 胎土きめ細かい Pクロ成形 肥前産（波佐見、 二股胄

101 焼成硬質 磁窯等）

排：I: 冑磁盤？ 色調明緑灰 17世紀前半、初期伊万里
底1/1
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第23表 浅間大社遺跡第VI次調査出土石製品観察表

No. 種別 器種 出土地点
法偵

色調 胎土 備考 焼成

長さ(cm) 幅(cm) 原さ(cm) 頂さ(g)

102 石製品 硯 r--10 (4.6) (2 l) (1.2) 10.3 産地不明

103 石製品 瓦 1-5・6 22 98 8 灰 石英 •長石含 平瓦か？ やや硬質

10•1 石製品 瓦 J-8 1.7 35 3 灰 石英•長石・有色鉱物 • 砂粒含 平瓦か？ やや硬質

105 石製品 瓦 X-1排土 l.7 ~9.2 暗灰 砂粒（多） 平瓦か？ 普通

第24表 浅間大社遺跡第VI次調査出土金属製品観察表

No. 種別 出土地点 材質
法拭

備考 残存状況

長さ(cm) 幅(cm) 重さ(g)

106 釘 A-4排土 鉄 3.2 0.5 2.3 和釘、脚部欠捐 良

107 釘 D・E-9・IO排士 鉄 3.1 0.4 0.4 焚目釘か？、脚部欠捐 良

108 釘 F-10排土 鉄 (6.0) 0.5 9.8 脚部欠損 良

109 釘 F-10排土 鉄 (3.8) 0.3 2 I 頭部・脚部欠損 良

110 釘 G-5・6排土 鉄 1.2 0.4 1.4 脚部欠損 良

Ill 釘 G・H-5・6表採 鉄 4.0 0.4 5.5 和釘 良

112 筵 G・H-5・6排土 鉄 (16.4) 9.0 108.2 片刃欠損 良

113 釘 1-5・6排土 鉄 (5 0) 0.6 4.5 和釘、脚部欠損 良

114 飾金具 F-10 銅 7 6 10.5 32.9 良

C 第vn次調査（第82-84図、第25-27表）

浅間大社遺跡第V11次調査では古墳時代の土師器をはじめ、古代～中世にかけてのかわら け、

国産陶磁器、金属製品が検出されている。

① 古墳時代（第82図、第25表）

古墳時代の遺物は245片検出されている。そのうち、実測可能である 15点について報告書

に記載する。

土師器（第82図、第25表）

1 r..._, 3は1トレンチより検出された。これらすべて撹乱中からの出土である。 1は土師器

士廿の口縁～頸部に相当する破片である。内外面にはタテヘラミガキが施されており、 内面の

口唇部及びタテヘラミガキが施されている間にはヨ コヘラミガキが認められる。 2は壺の底

部である。内面には僅かにヨコハケメが認められる。 3は複合口縁壺の 口縁部の破片である。

口唇部が面取りされており、面取りされた口唇部にも内面と 同様のヨコハケメが施されている。

4 r..._, 12は2トレンチ内の SBO 1の覆土中より検出された。 4は甕の 口縁部の破片である。

外面は口縁部付近にヨコハケメ、その下方にタテハケメが施されている。また、内面にはヨ

コハケメが施される。 5は甕の胴部の破片である。内面には太いナナメハケメ、外面には交

差するようにナナメハケメによる調整がなされる。 6は鉢の口縁部から胴部付近の破片であ

る。外面にはタテハケメ、内面には強いヨコハケメが施されている。 7は甕の胴部の破片で

ある。内外面共にタテハケメが施されている。外面上半には煤の付着が認められる。 8は壺

底部の破片である。内面にはヘラミガキが施されている。 9は高坪の高台部である。内面に

はナナメハケメが認められる。 10は壺の胴部の破片である。外面にはナナメハケメ、内面に

はヨコハケメが施されており 、外面には赤彩が認められる。 11は壺の底部である。 内面には

ナナメハケメが交差するように確認され、底部外面には木葉痕が認められる。 12は小型器台
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の口縁部の破片で、外面はヘラミガキ後ナデ調整がなされている。

13は2トレンチ内の SBO 1床下より検出された折返し口縁壺の口縁部の破片である。折

返しされた部分の外面は欠損している。外面にはナナメハケメ、内面の口縁部付近にナナメ

ハケメ及び、その下半にヨコハケメが施されている。また、内面には赤彩が塗られている。

14・15は3トレンチ内の SBO 1の覆土中から検出された。 14は駿東甕の頸部である。内

面にはヨコハケメが施されている。 15は壺の底部である内面にはヨコハケメとタテハケメが

施されている。

以上、今回の調査出土した土師器は、古墳時代前期代に相当する大廓 Il式期,___,ill式期のも

のと推察される。
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第82図 浅間大社遺跡第VII次調査出土遺物実測図①
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② 古代・中世（第83図、第26表）

古代・ 中世の遺物として灰釉陶器4点、かわらけ392点、瓦質土器 2点が検出されている。

そのうち実測可能である灰柚陶器、かわらけの25点について報告書に記載する。

かわらけ（第83図1-17・20-24、第26表）

1~17 は 2 トレンチより検出されたかわらけである。 1・2は口縁部の破片である。 1は

薄手のつくりで土師器に似た感を持ち、 2は厚手でかわらけ感を増す。どちらも口縁の一部

のみであり、全体の様相を窺うことは難しい。 3は今回出土した土器の中でもっとも残存状

況が良好なかわらけである。底部が肥圧し、内側に屈曲しながら立ち上がり、体部中央より

湾曲する。口唇部にはタールが付着していることより供膳具として使用されていたかわらけ

が、灯明皿として転用されていたことが窺える。 4は底部を強調したつくりであり、高台を

意識した感を持つ。 5~8 は高台の肥圧が目立ち、 5·9~13は高台の肥圧が比較的弱く、

14~17は高台の肥圧をほとんど持たない。

灰釉陶器（第83図18・19、第26表）

20~23は 3 トレンチより検出されたかわらけである。 21·22の形態は異なるが、底部が強

調され肥圧したつくりは類似する。特に22は4と同様、底面に近い部分に対してナデを行っ

ているため、底部がより強調され高台の様に見える。 23は足高高台である。高台部と体部を

欠損しているため全体の様相を窺うことはできない。過去の調査で行われた際に出土した足

高高台と同系統のものと推察される。

24は表採されたかわらけの皿である。全体的に比較的薄く作成されている。

18は2トレンチで検出された山茶碗である。東遠江産の13世紀前に生産されたものと推察

される。 19は2トレンチベルトで検出された清ヶ谷産灰柚陶器の破片資料である。 10世紀前

半ものと推察される。底部付近の外面に、斜め方向の箆削りが認められる。また、外面には

釉薬がかかる。

以上のように24点について記載した。中世の資料に関して遺物包含層より 一括出土である

ため、遺跡の一時期のみの性格を求めることは難しいのだが、あえて年代をもとめるのであ

るならば、かわらけ及び山茶碗の年代より 12~13世紀代と位置付けることができる 。

③ 近世（第84図、第27表）

近世以降の遺物として図示できるものは石製品 1点である。

石製品（第84図 1、第27表）

1は火打石である。石材は肉眼鑑定より瑚瑞と推察される。産地は不明である。表面には

若干の煤の付着が認められる。

—• -~{J) 
＜ 

0 5cm 

第84図 浅間大社遺跡第V11次調査出土遺物実測図
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第25表 浅間大社遺跡第VII次調査出土遺物観察表①

枷 出土地点 種別 口径 特色など 調整・文様 備考
器種 器莉

庇径

I Tr 土師器 胎土長石•赤色粒子・黒色粒子•金雲母含 内外而タテケズリ ロ縁部1/1以下

l 玉砂利 J:11 (8.7) 焼成普通 内面 ヨコヘラナデ

色調橙

ITr 土師器 胎士長石 •黒色粒子•砂粒含 内而ヨコハケメ(10本／ 底部1/1以下
2 撹乱 壺 (7.0) 焼成普通 cm) 

色調橙

胎土長石•赤色粒子・黒色粒子•砂粒 •金雲母含 内外而口様部ヨコハケ 口絃部1/1以下

3 !Tr 土師器 焼成枠通 メ(7本/cm)

撹乱 み,,.. , , 色調浅黄 外而口緑部以外ナナ 複合口緑壺

メハケメ(8本/cm)

胎土石英•長石•砂粒含 内外面ヨコハケメ(•I本／ ロ縁部11,1以下
1 2Tr 土師器 焼成普通 cm) 

包含附 児 色調橙 外而口縁部以外タテ

ハケメ(6本/cm)

胎土石英 •長石 • 黒色粒子 ・金裳母含 外而ナナメハケメ(6本／ 1/4以下

5 2Tr 土師器 焼成晋通 cm) 

サプトレ 甕 色調橙 内而ナナメハケメ(2本／
cm) 

胎土長石・馬色粒子 • 砂粒含 外面タテハケメ(8本／ 1/4以下
6 2Tr 土師器 焼成普通 cm) 

サプトレ 鉢 色調黄橙 内而口唇部までヨコハ

ケメ(6本/cm)

土師器 胎土石英•長石・金裟母含 内外面ナナメハケメ(4 1/4以下

7 2Tr 甕 焼成普通 本/cm)

色調橙

土師器 胎土長石・赤色粒子 • 砂粒 •金雲母含 内面ナナメケズリ 1/4以下

8 2Tr 壺 (6.0) 焼成普通

色調にぶい橙

士師器 胎土石英・長石・赤色粒子・黒色粒子・金雲母含 内面ナナメハケメ(7本／ 脚部1/4以下， 2Tr 麻坪 (I I 5) 焼成普通 cm) 

色調黄橙

胎士石英 •長石 •金誤母含 外而 ナナメハケメ(4本／ 1/1以下
10 2Tr 土師器 焼成普通 cm) 

壺 色調（内）にぶい黄橙・(外）橙 内而ヨコハケメ(5本／ 外面赤彩
cm) 

土師器 胎土 長石 • 赤色粒子•砂粒含 内而ナナメハケメ(3本 底部1/4以下
ll 2Tr 甕 (9.5) 焼成普通 /cm) 

色調にぶい黄橙 底而外部木痰痕

2Tr 土師器 胎土石英・長石•赤色粒子•黒色粒子•砂粒 •金雲母含 内外而 ミガキ ロ緑部1/4以下
12 SBOI覆土中 小型器台 (7.6) 焼成普通 内而剥雌

色閥橙

胎土 長石・赤色粒子 • 黒色粒子•砂粒含 外而ナナメハケメ(5本／ ロ緑部1/4以下
焼成普通 cm) 

13 2Tr 土師器 色調橙 内面口緑縁部付近ナ 内面赤彩

SBI床下 壺 ナメハケメ(4本/cm)

それ以下ナナメハ

ケメ(5本/cm)
3Tr 土師器 胎土石英 •長石 •赤色粒子 •砂粒 •金雲母含 内面ヨコハケメ(5本／ 類部1/4以下

14 撹乱 甕 焼成普通 cm) 駿東虎

色調橙

土師器 胎土石英 •長石 ・赤色粒子 • 砂粒•金雲母含 内而ヨコ・ナナメハケメ 底部1/4以下
15 3Tr 壺 焼成硬質 (4木/cm)

色調にぶい苗m

-116-



第26表 浅間大社遺跡第VII次調査出土遺物観察表②

種別 口径

No. 出土地点 器種 器麻 特色 調粒・文様・成形法など 備考
底径

2Tr 
胎土石英・長石・赤色粒子・III色粒子・金雲母含 0ク0成形 1/4以下

I かわらけ 焼成将通
玉砂利

色調浅黄橙

2Tr 
胎土長石•黒色粒子・金雲母含 nク0成形 1/4以下

2 かわらけ 焼成将通
暗赤褐

色調にぶい黄橙

2Tr 
(8.4) 胎土長石•赤色粒子・金裳母含 庇部外面干台痕 口唇部タール付沿

3 かわらけ (3 I) 焼成やや献質 nクn成ff多 内而剥離
ペルト (4.5) 色調橙 糸切り無調整 1/2強

2Tr 
． 胎土きめ細かい、長石・金裳母含 0ク0成形

1 かわらけ (5.3) 焼成普通 糸切り無調整
包含灼

色調橙

2Tr 
胎土きめ細かい、赤色粒子•砂粒•金雲母含 Dクロ成形 l/3 

5 かわらけ (6.0) 焼成普通 糸切り無調整
暗赤褐

色調にぶい黄橙

2Tr 
胎土有色鉱物・金裳母含 0クロ成）f多 1/4 

6 かわらけ (6.8) 焼成普通 糸切り無調整
暗赤褐

色調橙

2Tr 
胎土きめ細かい、赤色粒子・金雲母含 nクロ成形 l/4 

7 かわらけ (8.1) 焼成普通 糸切り無調整
玉砂利

色調橙

胎土きめ細かい、赤色粒子・砂粒•金裳母含 ロクロ成形 1/1 

8 2Tr かわらけ (8.0) 焼成やや軟質 糸切り無調整

色調明黄褐

2Tr 
胎土きめ細かい、長石・金雲厨含 0クロ成形 底部外而干台痕， かわらけ (7.3) 焼成普通 糸切り無調整 l/4以下

暗赤褐
色調にぶい黄橙

2Tr 
胎土きめ細かい、赤色粒子・金鉗母含 ロクロ成形 1/1以下

IO かわらけ (6.4) 焼成 普通 糸切り無調整
暗赤褐

色調にぶい黄橙

2Tr 
胎土きめ細かい、長石•赤色粒子・金雲母含 Pク0成形 1/2 

11 かわらけ (5.4) 焼成普通 糸切り無調整
暗赤褐

色調橙

2Tr 
胎土 きめ細かい、赤色粒子・金雲母含 nクロ成形 L/2 

12 かわらけ (5.1) 焼成情通
暗赤褐

色調浅黄橙

胎土きめ細かい、長石・赤色粒子・金雲母含 ロクD成形 l/1 

13 2Tr かわらけ (5.7) 焼成普通 糸切り無調控

色調浅黄橙

2Tr 
胎土きめ細かい、長石・赤色粒子・金裳母含 0ク0成形 1/1以下

14 かわらけ (6.6) 焼成 普通 糸切り無調整
暗赤褐

色調橙

2Tr 
胎土きめ細かい、赤色粒子・金裳母含 ロクロ成形 全而摩滅

15 かわらけ (4.4) 焼成軟質 糸切り無調整 1/2 
暗赤褐

色調浅黄橙

2Tr 
胎土きめ細かい、長石•金裏母含 ロクロ成形 1/2以上

16 かわらけ (1.1) 焼成普通 糸切り無調整
暗赤褐

色調橙

胎土長石・赤色粒子・金雲母含 ロクロ成形 1/4 

17 2Tr かわらけ (5.2) 焼成普通 糸切り無調整

色調橙

陶器
胎土 長石含 内而僅かに柚薬付豹 東遠江産

18 2Tr (6.9) 焼成硬質 ロクロ成形 III)りlの2(13世紀前半）
山茶碗

色調褐灰

2Tr 陶 器
胎土石英・長石•有色鉱物・有色鉱物•砂粒含 外面下半ナナメケズリ 消ヶ谷産

19 焼成硬質 釉薬付舒 UI)り1の2(10世紀前半）
ベルト 灰柚限器

色調灰白 ロク0成形

3Tr 
胎土きめ細かい、長石•赤色粒子・金欲母含 Pクロ成形 1/1以下

20 かわらけ (7.0) 焼成督通 糸切り無調整
撹乱 色調橙

3Tr 
胎士きめ籟かく、長石•赤色粒子・金雲母含 0ク0成形 1/4以下

21 かわらけ (2 O) 焼成普通
暗赤褐

色調橙

3Tr 
胎土きめ細かい、長石 •赤色粒子・金雲母含 0作成形 1/•I 

22 かわらけ (3 8) 焼成普通 糸切り無調整
撹乱 色調橙

3Tr 
胎土きめ細かい、 焦色粒子・金雲母含 nクロ成形 貼り付け糾台

23 かわらけ 焼成 普通
暗赤褐 色調橙

胎土きめ細かい、長石•赤色粒子・金裳母含 ロクa成形 1/2 

24 表採 かわらけ (6.3) 焼成やや軟質 糸切り無調整

色調橙

第27表 浅間大社遺跡第VII次調査出土石製品観察表

No. I 種別 器種 出土地点
法屈

長さ(cm) I 幅(cm)「厚さ(cm) I 訳さ(~)
色調 I胎土 佃考

1 I石製品 I 火打石 表採 1.5 1.2 0.3 0.8 
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(5) まとめ

確認調査では、中世の遺構の広まりを知ることができた。 SKOl•SXOl は中世の遺

構であると考えられ、 SK02・SX02もまた同時期の可能性も推定できる。時期の新し

い石列である SX03については、方向性から、浅間大社境内と宅地との境となっている水

路との関連が窺える。

確認調査区は、神田川に向かう低湿地に面した微高地にあたり、この場所自体やや水気の

多い場所である。このような場所に構築された遺構は、どのような目的で使用されたのか、

調査範囲が狭く知りえる情報が少ないため、不明な点が多い。しかし、出土した遺物は、点

数は少ないものの、国産陶器が古瀬戸後1V期(15世紀後半）の緑釉小皿．揺鉢などといった日

用品や、古瀬戸後 I,..__, II期(14世紀後半,..__,15世紀初）の花瓶といった仏花器、瓦質土器の風炉

（中世）など様々なものがあり、また貿易陶磁器の龍泉窯系青磁碗(12世紀後半,..__,13世紀前葉）、

染付青磁碗 (15世紀後半）もある。このうち染付青磁碗は富士大宮司館跡の大宮城跡からは出

土していないものである。これまでの調査により、現在の社殿周辺には、かわらけを主体と

する中世包含層の広がりが確認されたが、社殿から馬場を挟んで南側では、第 1 次• 第11次

調査で確認された溝 1のように、日用品を主とする中世陶磁器や近世陶磁器が出土するとい

う違いが見られる。 SKOlについては、富士宮市内遺跡では、大宮城跡の素掘り井戸（富

士宮市教育委員会2000)に類例が認められ、井戸跡である可能性もある。また、確認調査で

は近世の遺物が少なく、近世には中世のように様々な遺構が構築されてはないことが考えら

れる。

第V1 次• 第VII次調査では、現在の社殿は、北側の地山を削平し、南側に整地して作り出し

た平坦面の上に建てられていると考えられる。その整地層は、かわらけ小片を多く包含し、

整地層と地山の境は幣殿と拝殿の間にあるらしいことも窺えた。また、中世の包含層を掘り

込んで構築される土坑やヒ゜ットが確認され、寛永十年(1633)の絵図に描かれた「御炊殿」な

どといった建物や、現在の社殿との関連が考えられるが、詳しいことは不明である。また、

馬場南側の第 1・11次調査区では多量の近世～近代陶磁器が出土したことからすると、そう

いった日用品の出土がほとんどなく、地点によって明確な違いが見られる。

現在の社殿は、徳川家康による寄進を受け、慶長九年から同十一年 (1604-1606)に完成し

たものとされている（富士宮市教育委員会1991)。それ以前の造営については、貞応二年(1223)

に藤原義時、応永二十五年(1418)に足利義持、天正年間 (1573-1592)に武田勝頼による造営

や、その後天正十年 (1582)には、織田勢により社殿は焼き払われたことが記録されている（富

士山本宮浅間大社2005)が、絵図などがあるわけではなく実際の様相は不明となっている。

社殿の造営に深い関係があると思われる第V1次• 第VII次調査区で、遡り得る年代は、第VII次

調査区出土の12,..__,13世紀の山茶碗（第83図18)がある。また、第V1次調査区出土の土師器（第

79図60)は、 10世紀,..__,11世紀前半と考えられる。しかし、いずれも包含層中の出土であり、

これらをもって年代決定の根拠とすることはできない。出土したかわらけは、富士大宮司館

跡である大宮城跡で主体的な15,..__,16世紀のかわらけよりも古相を呈する、底部が発達した柱

状高台や足高高台のかわらけはじめ、 11世紀後半から 13世紀の年代が考えられる底部が厚い

もので占められている。廻廊内部では、中世以降の陶磁器などの日用品がほとんど出土して

おらず、 13世紀頃を境に場所の使われ方に変化があったことを窺わせている。

第VII次調査で確認された SBO 1は古墳時代前期の竪穴住居跡である。第V1次調査でも古
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墳時代の遺物は採集されており、遺構の分布範囲は広がっていると考えられる。浅間大社は、

大同元年 (806)に始まるとされており、この古墳時代の遺構が直接浅間大社と関わるのかど

うかは、現時点では不明であるが、 9世紀初頭以前の浅間大社遺跡には古墳時代の集落が展

開していることがわかった。

く引用参考文献＞

宮地直一、廣野三郎1928『富士の研究II棧間神社の歴史』

金箱文夫1984「近世の釘」『物質文化 43』物質文化研究会

坂本美夫1986「柱状高台の皿・坪について」『古代末期～中世における在地土器の諸問題』神奈川考古同人会

大塚初重・戸沢充則1996『最新日本考古学用語辞典』新創社

櫛原功ー1997「士器様相から探る在地性」『帝京大学山梨文化財研究所報 第29号』

瀬田正明1998「甲斐国分寺跡北方出土の墨書土器」『帝京大学山梨文化財研究所報第33号』
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清水町教育委員会2002『熊之免遺跡ー玉井寺墓地移転に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書ー』

日本中世土器研究会2003『第22回中世土師器研究会シンポジウム中世土器研究の今日的課題

一土器編年と中世史研究ー』

富士市教育委員会2004『中桁遺跡』

富士山本宮浅間大社2005『静岡県指定有形文化財富士山本宮浅間大社社殿

［楼門・拝殿・幣殿・透塀］保存修理工事報告書』

考古学と中世史研究会2007『第五回考古学と中世史シンポジウム宴の中世ー場 •土器（かわらけ） ・ 権カー』

斉藤直美2007「古代の冥界観について」『国士舘考古学第3号』国士舘大学考古学会

富士宮市1971『富士宮市史（上巻）』

富士宮市教育委員会1991『富士宮の文化財』

富士宮市教育委員会1992『なっかしの町名をたずねて一富士宮市の町名今昔ー』

富士宮市教育委員会1996『浅間大社遺跡』

富士宮市教育委員会2000『元富士大宮司館跡ー大宮城跡にかかわる埋蔵文化財発掘調査報告書ー』

富士宮市教育委員会2003『浅間大社遺跡II』

富士宮市教育委員会2005『村山浅間神社調査報告書一遺跡範囲確認調査編ー』

富士宮市教育委員会2005『富士宮市の遺跡m」
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第皿章おわりに

今回の報告は、平成12年以来の発掘調査の中で、諸般の事情により発掘調査報告書が刊行

されずにいた 7遺跡、 9調査地点におけるその成果を一括したものである。それぞれの報告

から、新たな発見があったことは、各遺跡の報告の通りであるが、その全体を概観すると、近

年の富士宮市における埋蔵文化財調査に対する調査傾向を指摘することができるものである。

今回の報告で取り上げている井出館、牛ヶ沢遺跡、浅間大社遺跡など遺跡は、平安時代以

降を遺跡の主な時代とするものである。 1994年に実施した浅間大社境内地の発掘調査の頃か

ら、富士宮市においても、中世～近世にかけての遺跡調査から分かる歴史事象が評価される

ようになり、その時代も調査の射程に入るようになってきた（富士宮市教育委員会1996)。

特に、現在の市街地に展開する浅間大社と大宮城の歴史を解明する上では非常に有効で、そ

れは、 2000年に発行された『元富士大宮司館跡』（富士宮市教育委員会2000) の調査報告書

へと結実するわけである。考古学的な手法からも中世～近世の歴史調査を行うようになり、

浅間大社を主な対象としながらも、その発掘調査事例は確実に増えており、地域の歴史に大

きく係ったこの時代の遺跡調査が大きく注目されるようになっているのである。

今回報告している浅間大社に係る浅間大社遺跡の調査は、回廊の中で実施されたものであ

り、具体的な神社の歴史を考える上で重要な資料が発見されている。その中には、 10世紀前

半まで遡ると思われる土師器の坪（墨書土器）や灰釉陶器が含まれており、現在の社殿が建

つ平坦地における遺物包含層の上限年代を決める手掛かりとなっている。それは、造営年代

が不透明な浅間大社に直接関連すると捉えられるものであるが、浅間大社遺跡第 4次発掘調

査（富士宮市教育委員会2003) の際、異彩を放っていた外面にヘラケズリを見る駿東型坪の

年代と合致しており、いずれも初源期の土器群を構成するものとして再評価されるのである。

10世紀前半は、『扶桑略記』の延喜二年 (902) の記事にある富士郡の官舎が群盗により焼

かれた事件や『諸社根元記』による延喜七年 (907) に駿河国の富士明神が従二位にその神

格を上げている。また、 9世紀中葉、貞観六年 (864) の富士山の噴火に代表されるように

平安時代には頻繁な噴火の様子が伝えられているが、 10世紀、承平七年 (937) にも噴火の

あったことが『日本紀略』に記されている。このように、自然史的な側面を含めて、その時

代は、激しく時代が移り変わる激動期であったと言える （渡井2007)。そ して、それは、村

山浅間神社で発見された竪穴住居跡からも分かるように、人々の富士山に対する新たな開発

の時期とも呼応するのである（富士宮市教育委員会2005)。

浅間大社を遺跡として捉えてみると、ちょうど、この10世紀前半代における登場が想定さ

れるのである。それは、神田川を挟んで隣接する大宮城おける消長とも同調している。この

段階以降の変遷については、特に11世紀の様相が分かっていない。空白期を迎えるのか、生

活什器をあまり必要としない施設となったのか、検討する部分が多い。しかし、その時間的

な変遷を考慮しても、浅間大社の遺跡としての出現期については、一定の方向性が見出せた

ものと考えている。そして、浅間大社遺跡や大宮城の出現に関連して、現在の大宮地区に対

する開発の開始と言う地域における大きな転換期を迎える。それは、大中里で発見された同時

期の牛ヶ沢遺跡に対する歴史的な位置づけとしても考えていかなければならないのである。

井出館については、江戸時代の豪農井出家の姿相を、発掘調査による出土品からその一端
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が垣間見られたのである。井出家屋敷地は、源頼朝による建久四年 (1193) の「富士巻狩」

に関連した施設であるとされるだけに、地域史の中での位置付けには大きなものがある（若

林1971)。今回の調査では、江戸時代における地域開発の痕跡は明らかとなっているものの、

中世については、少量の常滑産の甕が採集されているだけで、明確な遺構、遺物の発見はな

い。現在の屋敷地を中心として、もう少し広い範囲に対する発掘調査の必要となろう。伝承

を史実にするためにも考古学的な発見が期待されるのである。

浅間大社や井出館などの遺跡は、それぞれを解明することが地域の歴史に直接係ってくる

ものである。それらは、文献史学や自然史学からの検討などを整合させながら、学際的な解

釈の必要を痛感するものであるが、今回の発掘調査によって、中世～近世における考古学的

な検討の有効性を改めて認識させるものでもある。

縄文時代早期後葉の東海系の条痕文系土器が発見されている丸塚遺跡（富士宮市教育委員

会2007)や弥生時代後期を主体する神祖遺跡、古墳時代前期の集落が調査された若宮遺跡な

どの発掘調査成果からは、今まで発掘調査のメスが入っていなかった地域および時代に対し

て徐々に新たな知見が得られるようになった。特に、丸塚遺跡については、発掘調査の少な

い市城東部における事例であり、出土例のあまりない土器類の発見でもあった。富士山西麓

は、若宮遺跡や国指定史跡『大鹿窪遺跡』に代表されるように縄文時代草創期から早期の遺

跡が比較的多く、その出土土器も型式変化を通して段階的に検討することができる地域であ

る（富士宮市教育委員会1989)。縄文時代草創期から早期の土器の型式変化を検討する中で、

縄文時代早期後葉についてはよく分からない部分が多かったが、今回の調査で、その土器型

式が多元的な状況を示すことが判明した。それは、広域的な人々の移動あるいは交流を考え

る上でも、重要な資料であると言える。

小規模な発掘調査の件数は、近年の埋蔵文化財調査に対する取り扱いの変更に伴い増加す

る傾向にある。そして、それは、いろいろな規制の中での発掘調査を強いられるわけで、遺

跡の具体的な検討が期待できず、その全体像を解明するのは、なかなか難しいものとなって

いる。しかし、今回の報告でも分かるように、それらの発掘調査成果の積み重ねが、総合的

な遺跡経営の実態を浮き彫りにしており、郷土の歴史を具体化する一助となっているのは確

かであると考えている。

く引用参考文献＞
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浅間大社遺跡

確認

し所よざ在い地ち I コード 北緯
調査期間I調査m面, 積 | 調査原因

l市町村 遺跡 東経

富士宮市小泉 市番号9235°13'41" 20010335 I I駐車場整備工事
県番号28 138°38'14" 

25 
1467番の1 20010327 

富士宮市小泉
市番号1835°13'26" 20020219 I 

I 宅地造成
県番号94 138°38'07" 

69.5 
20020228 

富士宮市狩宿 市番号16635°17'54" 20041116 

I 
観光施設整備

44.75 
91番地 県番号 9 138°35'29" 20041126 事業工事

富士宮市小泉 市番号 9 35°12'46" 20050707 I I住宅分譲地造成
県番号122138°38'45" 

199.5 
字古宮2261-4 20050715 

富士宮市杉田 22207 市番号 5 35°13'14" 20060703 富士宮市消防団
110 

1230番地の1 県番号114138°39'23" 20060727 詰所建設工事

富士宮市大中里 市番号13535°13'52" 20061204 富士川河口断層帯
54 

108の2 県番号25138°35'31" 20061208 の活動履歴調査

35°13'24" 20031112 消火栓貯水槽埋設及び
60.5 

市番号76I 138°36'46" 20031127 参拝者駐車場の整地工事

富士宮市宮町

• ……•第VI 次 .I 1番1号

第VII次

所収遺跡名 種別 主な時代

大室古墳 古墳 古墳時代

神祖 遺 跡 集落 弥生・古墳

35° 13' 28" 20050801 静岡県指定有形文化財
343 

138°36'47" 20050930 
富 士山本宮浅間大社

........................ ・・・・・・・・・・・・・・・ 社殿防 災施設 工事............................................. 

県番号30135°13'27" 20070827 
21 
祈祷者昇降口

138°36'47" 20070912 建設工事

主な遺物 特記事項主な遺構

墳丘、溝、土坑、造成跡

井 出 館 城館

若宮遺跡 集落

丸塚遺跡 集落

牛ヶ沢遺跡 集落

浅間大社遺跡

確認
.................... 

神社
I 

第VI次
--------------------
第VII次 l

近世

古墳前期

縄文

早期後葉

平安

ピット、土坑、溝、造成跡、

道路状遺構、礫群

竪穴住居、柱穴列

土坑

竪穴住居、土坑、ピット

土坑、石敷、集石

古墳、中世、

近世 土坑

竪穴住居、土坑、ピット

土器、陶磁器

陶磁器、鉄製品 、土製品、

銭貨、砥石

土師器、敲石

縄文土器、黒曜石薄片

土師器、灰釉陶器、陶磁器

かわらけ、陶磁器、

瓦質土器、鉄製品
........................................ , .............................................. , ............................. . 

土師器、須恵器、かわらけ、

陶磁器、鉄製品、土製品
......................... 

土師器、須恵器、
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写真図版



図版 1

2. 大室古墳調査全景



図版 2

1. 神祖遺跡出土遺跡



図版 3

1. 井出館SK07

3. 井出館出土銭貨

2. 井出館出土磁器



図版 4

1. 若宮遺跡SBOl検出状況

2. 若宮遺跡SB02検出状況



図版 5

1. 若宮遺跡出土遺物①
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2. 若宮遣跡出土遺物②



図版 6

2. 丸塚遺跡出土遺物



図版 7
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1. 牛ヶ沢遺跡調査区全景

2. 牛ヶ沢遺跡SBOl(カマド）検出状況



図版 8

., 
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1. 牛ヶ沢遺跡出土遺物
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2. 浅間大社遺跡第VI次調査SKOl検出状況



図版 9

1. 浅間大社遺跡第VIl次調査2・3トレンチ完掘状況

2. 浅間大社遺跡第VI次調査出土墨書土器



図版 10

1. 浅間大社遺跡出土かわらけ




